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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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すべては世界の中で完結する。

　　　攻略は自分自身で思考せよ


──〈アストラル・イノベーター〉開発・運営会社 セプタゴン・クリア
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　あとがき







　■プロローグ







　冒ぼう険けん者たちは、新たな街へ行くために平原を進んでいた。

　五人編成で組まれたそのパーティは、装備している剣けんや鎧よろいを見ればひとりひとりロール役職が違ちがうのが見てわかる。ファイター、ソーサラー、プリースト、シーフ、シールドナイト──戦せん闘とうでの役割も決まっているのか、隊列も一いつ般ぱん的なものだ。

　そんな彼らの行く先には、巨きよ大だいな壁かべのような連れん峰ぽうが聳そびえ立っていた。春の陽光で青々と生おい茂しげった山の木々が風を受けてざわめいているのが、そこからでも窺うかがえる。

　その山から視線を上に移すと、青い空が映った。その空の中を泳ぐように、ゆったりとした速度で雲が流れ、何十羽もの渡わたり鳥が雲と競争するかのように羽ばたいている。

　空では一時間ほど前に三つの太陽が重なり合っていたが、それも終わった今、赤青黄の太陽はすでに分かれ、別個に光を放っている。

　彼らの周囲は野草が踝くるぶしぐらいまで伸のびた平原だった。野草は風を受けてゆらゆらと揺ゆられている。そこをがさがさと音を立てて、白い綿を身体からだに纏まとわせたノンアクティブ受動的モンスターがその草を美味おいしそうに食はんでいた。

　この世界を旅する冒険者には、あらゆる自由がある。

　モンスター討とう伐ばつ、レアな素材の採取、気まぐれな散策、行ったことのない街への移動。やれるべきことはいくつもあり、何をやるのも思いの儘ままだ。

　現実のようでいて、現実ではない世界。

　ここは、神ならぬ人の身によって創造されたデジタルのアナザーワールド。

　人のありとあらゆるパーソナリティをデジタイズデジタル化して、ゲームの内部へ転送、そして、現実と同じ感覚でロールプレイをしながら遊ぶそれが日本産のデジタイズ・ＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧ。

〈アストラル・イノベーター〉の中──仮想現実とも言うべき世界だった。

　五人組の冒険者プレイヤーたちは現実ではなかなか見ることのできない光景に興奮し、ここから始まる冒険に心を躍おどらせている。

　そして彼らの前に怪かい物ぶつ……ドラゴンを確かく認にんした。

　体長がゆうに五メートルはあろうか。屈くつ強きような四し肢しを持ち、堅かたい鱗うろこで覆おおわれたその体たい軀くは脚あしを一ひと振ふりするだけで並の冒険者を屠ほふれそうだ。

　この界かい隈わいを徘はい徊かいする、ドラゴンでありながら草食という巨大モンスターだ。ノンアクティブモンスターのため自ら冒険者を襲おそうことはないが、襲いかかる者には容よう赦しやをしない。

　ＨＰは10万。ドラゴンとしては下位に位置するが、モンスター全体で見れば多い方だ。現時点で〈アストラル・イノベーター〉の中で確認された最大ＨＰ１１５万というモンスターがいるものの、このエリア内では桁けた違ちがいのモンスターと言える。

　冒険者たちは目当てのモンスターを見つけたことで心が弾はずんでいるのか、その表情は一様に明るい。このドラゴンが落とすレアアイテムを狙ねらっていたのだろう。

　ソーサラーが味方のキャラクターにバフ強化魔ま法ほうを掛かけ、プリーストがドラゴンにデバフ弱化魔法を掛ける。そして、ファイターとシールドナイトが先せん陣じんを切った。

　弱体化させられたドラゴンは草を食むのをやめ、プリーストに向かって吠ほえる。この瞬しゆん間かんから、ドラゴンは自ら冒険者に襲いかかるアクティブモンスターへと変化したのだ。

　ドラゴンの攻こう撃げきをシールドナイトが防ぎ、ファイターがその隙すきに剣でドラゴンを攻撃。シーフが遠目からフォローし、ソーサラーとプリーストも次の魔法の準備に入る。

　戦闘が順調に推移して──熱ねつ狂きように冷や水を浴びせるかのように彼らを闇やみが覆った。

　雲が出てきたのか？　と、ひとりの冒険者が空を見上げ──そして、絶句する。

　山が動いた。彼の視界にはそう映った。

　だが実際には違う。それは唯ただ、一体のモンスター。

　巨大と形容していたモンスターを嘲あざ笑わらうかのように──極大。

　今日これまで観測されてきた巨大モンスターは、最も大きいものでも十メートルほどだった。しかし、このモンスターはそれすらも霞かすむような、規格外の大きさだ。

　モンスターの足が、バキバキと山の木々を薙なぎ倒たおす音を立てながら前へと動く。山を乗り越こえるようにして、平原へと進入した。

　冒険者たちは規格外の大きさと、予想外の事態に呆あつ気けに取られて動けなくなってしまう。如何いかに冒険に慣れた冒険者といえど、この大きさに萎い縮しゆくしてしまうのは無理もなかった。

「グルルルルル……」

　喉のどを鳴らしながら、踏ふみ出された足が大地を踏んだ。

　その下で草を食んでいたドラゴンが、冒険者たちが、逃にげる間もなく踏み潰つぶされる。

　ドラゴンのＨＰ10万、堅い鱗による高い防ぼう御ぎよ値ち。冒険者たちの装備、経験……それらを等しく無価値とするかのように。

　いくら堅かろうと、ＨＰが多かろうと、自分よりも遥はるかに大きいモンスターに踏み潰されれば即そく死しするのは、この世界の中でも必然だった。

　踏み潰された場所から鱗のようなものが散らばる。ドラゴンがドロップする落とすレアアイテムの〈ドラゴンスケール〉で、鎧の素材として重宝される代しろ物ものだ。落ちたその〈ドラゴンスケール〉は極大モンスターに吸い込まれるようにして消えていった。

『規格外の極大モンスター出現』

　その報はすぐに『ファルセリア』にもたらされ、街は大おお騒さわぎとなった。







　■第一章







　三つの太陽が重なる時、世界が変革する。

　この世界では、そんな話が公然たる事実として扱あつかわれていた。

　三ヶ月に一度──三色の太陽が重なり、その度たびに世界が大きな変化を起こすという。

　見たこともない、新種のモンスターの出現。

　新しいダンジョンの出現。

　最新の武器や魔法。

　バグの修正や細かい仕様変へん更こうやバランス調整もある。

　ＭＭＯＲＰＧには付き物のアップデートだ。

　ノイマン型コンピューターから量子コンピューターにメインストリームが移って数十年。

　ハイパースレッディング処理のアルゴリズムも急進し、サーバーをシャットダウンしてプログラムを更新という手順を経へることなく、リアルタイムに更新を行って各種データを順次、新しいプログラムに対応させることができる。ハードですら、部品交こう換かんをする際にシャットダウンする必要がなくなっていた。

　故ゆえに今はアップデートやメンテナンスをする際に、サーバーをオフにする必要もなくなった。オンタイムメンテナンスが常識となっている。

　こうしたリアルタイムでの世界改変アツプデートの演出ができるのも、技術的な障害が取り除かれてきたからだ。

　そして、今回。現れたのは、規格外の極大モンスター。

　そんな新しいモンスターの巨きよ体たいを前に、何十人もの冒険者が身構える。

　ここにいる誰だれもが極大と言われ、山のようだと聞かされ、それ相応の想像図を頭の中に描えがいてきただろう。

「極大モンスターについて、モンスターの形状は亀かめ。高さは四十メートル。全長は三百五十メートルとのことです」

　全員が、そんな説明をすでに受けている。

　だが、誰もが全高四十メートル。全長三百五十メートルという数字を甘く見ていた。

　曖あい昧まいな想像を、丸ごと消し飛ばす威い容ようが眼前にある。まさに聳え立っていると形容できるようなモンスターだった。

　その薄うす汚よごれた緑色の亀──極大モンスター、ケローネー。

　ケローネーが、右足を一歩前に踏み出す。

　それだけで木々が小気味いい音と共に薙ぎ倒され、暗い森の視界は開けた。倒れてきた木に巻き込まれ、動けなくなった冒険者までいる。森には掛け声と悲鳴が飛び交かい、混乱した様相を見せていた。歩くだけでこれである。

「あの足だけで十人を一瞬で戦闘不能にできそうだな」

「固まってたら、二十人は街送りになりそう」

　多数の冒険者に混ざって、少年と少女はそれぞれそんな感想を漏もらす。

　少年の名前はイチノ。〈コンプリート・ノービス〉と呼ばれる、レベル１の冒険者。身長は百七十二センチといったところか。すらりと整った体つき。その黒くろ髪かみは長めで、前髪は少し片目を隠かくすようにしており、後髪も乱雑に束ねていた。

　少女の名前はサクラ。〈アドベントフェアリー〉と呼ばれる、レベル51の冒険者。そして、この世界で九人しか持つことのできない称しよう号ごう、〈リザルターナイン〉を持つ者でもある。切れ長の目。艶つややかな髪。均整の取れた体型。女性の理想を体現したかのような姿で、銀を素材にした軽装鎧を着込んでいる。その出いで立ちは騎き士しを思わせるほどの気品があった。

「これ、倒せるの？」

　サクラが少し引き攣つった笑えみを浮うかべながらイチノの表情を窺うかがう。

「倒せないバランスのモンスターを出したりはしないと思うが……」

　ゲームに於おいて、あるいは物語に於いて──モンスターとは倒されるものである。その達成に困難やストレスが纏わり付くことがあっても、達成できないとあらばカタルシスを得られない。

　ゲームが完全に止まってしまうフリーズバグや、イベントが進めなくなる進行不能バグとも違ちがう。それは仕様通りに作られていても、そもそもその仕様自体がおかしい仕様バグに分類される。開発者の意図通りに作られていても、根本で勘かん違ちがいされていれば、それはバグなのだ。

　故に。

　この世界にバグという問題以外で、倒せないモンスターなどいてはならない。

「もし仮に──倒せないとしても、目的だけは果たさなきゃいけない」

　イチノは小さく拳こぶしを握にぎり込む。

　そして、目的──《メモリーフラグメント》に思いを馳はせた。
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「規格外の極大モンスター出現」

　この情報は、五大街のひとつ、『ファルセリア』を騒そう然ぜんとさせた。

　何しろ、このモンスターが『ファルセリア』の周辺を彷徨うろついているという情報だ。街が混乱、あるいは狂きよう騒そうに包まれるのも無理はない。

　イチノが拠きよ点てんとしている雲雀ひばり工こう房ぼうの食堂はいつにも増して騒がしく、様々な情報が飛び交っていた。しかし、騒ぎに興味を持たず、ソウルインしてすぐいつものようにダンジョンに向かう直前、イチノの耳にあってはならない話が入る。

「バルバレッド洞どう窟くつが破は壊かいされたって……！」

　極大モンスターの襲しゆう来らいによって、洞窟が破壊されたのだという。

　地形が変動することは珍めずらしくない。この世界では地じ震しんも起こるし、それによる津つ波なみも起きる。現実と同じ物理演算にこだわったことで、現実と似たような結果が反映されていた。

　ただ、致ち命めい的てきな破壊は今まで起きていない。

　災害によって街が破壊されたりすることはないし、大きく山が崩くずれたりもしていない。そこはプログラムによってセーフティがかけられているのだという安心感が冒ぼう険けん者たちの中にある。進行に大きな問題となるようなことが起きないようにできていた。

　──今までは。

　これまでモンスターの襲来で街の外がい壁へきが少し崩されたり、地形が変わってダンジョンの入り口の位置がズレるなど、小規模な変動はあった。

　しかし、ダンジョンが丸ごと潰されるなど前例がない。

「その話、本当か？」

　イチノは、バルバレッド洞窟が破壊されたと告げたファイターの冒険者に詰つめ寄った。

「マジマジ。バルバレッド洞窟の入り口近くにアイテムを採取しに行こうとしたら、この時期は氷こおり漬づけになってるだけの入り口が完全に消え失うせてたんだ。最初は入り口を勘違いしてたのかと思ってたんだけど、どこにもなくてさ。気になって知り合いのソーサラーにクレヤボヤンス透視を使ってもらったんだ。そしたら見事に中がぐちゃぐちゃになってて、もう攻こう略りやくとかそういう程度じゃなかった」

　イチノの胃に得体の知れない、重い汚お泥でいのようなものが下りてくる。

　バルバレッド洞窟。それは先日、イチノたちが時間制限によって攻略に失敗したダンジョンだ。

　中に《メモリーフラグメント》──妹である恋れんの人格データがあるはずの場所。

　それが存在している場所が、破壊された。

　つまり、もう二度と、《メモリーフラグメント》を入手できない……ということになる。

「冗じよう談だんじゃない……！」

　イチノは急ぎ、雲雀工房から街へと出た。

　自分の目で確かめなければ気がすまない。気が逸はやる。心を支配するのは動どう悸きを起こすほどの焦しよう燥そう感かん。

　バルバレッド洞窟の入り口は一年に数日しか開かない。だが、来年になればまた開く。だからこそ、一いつ旦たんは攻略を諦あきらめることができたのだ。

　それがダンジョンごと破壊されたなど、認められることではない。

《メモリーフラグメント》の喪そう失しつは妹、恋の命を失うも同然なのだから──！

「……イチノ」

　バルバレッド洞窟に急ぎ向かおうとしたところで、見慣れた影かげが浮き上がる。

　それはすぐに正体を現した。

「アレスか」

　フードを被かぶり、ボロボロの軽装を着用している。背の高さはイチノと同じぐらいか。

　この世界で生きる者ならば、誰もが彼をシーフのロールと気付くだろう。

「今忙いそがしい。話ならあとに──」

「……お前の集めているアイテムの話、だとしてもか？」

　アレスの言葉に、イチノの足が止まった。

「本当か？」

「……一度でもオレがお前に噓うそを言ったことがあったか」

「ないな。本当のことを言わないとか、騙だまそうとしたことは何度もあったけど」

「……ふん。わかってるじゃないか」

　アレスは薄うすく笑い、そしてすぐに本題に入る。

「……ただ、これは少し情報としては確度が低い」

「は？　そんな情報ならあとで──」

「……いいから落ち着いて聞け。例の極大モンスターについて聞いているな？」

「ああ」

　イチノは眉まゆを顰ひそめながらも、アレスにしっかりと向き直る。

　それに満足して、アレスは説明を続けた。

「……すでに何人かが遊び半分で挑いどんでいるが、問題はそこではない。重要なのは、奴やつが冒険者のドロップアイテムを吸収する性質を持っていることだ」

「ドロップアイテムを吸収……？　それはつまり、落としたアイテムが奴の中に回収されているということか」

　元来、戦せん闘とう不能になって落とドロツプしてしまったアイテムは回収不可だ。誰が取ることもできず、そのうち消えてしまう。

　だからこそ、イチノが戦闘不能になり《メモリーフラグメント》を落としたら、そのアイテムは消える。故にイチノは戦闘不能になるわけにはいかなかった。

「……その通りだ。この情報に関してはほぼ確実だ。落としたアイテムは消えることなく、奴の身体からだに吸い込まれていったという目もく撃げき証言が多数ある。まるで磁石のようにな」

「もしかして、それはドロップアイテムに限らず、落ちているアイテムも吸収されている……？」

「……冴さえてるじゃないか。吸収されたアイテムの所在がどこかはわからないがな。ものによっては身体に張り付いているものもある」

　アレスの情報は、大体に於いて信用できる。

　ならば、アイテムが吸収されるというのは真実なのだろう。

「ということは、破壊されたダンジョンの中にあったアイテムは──」

「……すべて奴が所持している可能性がある。さて、お前の本命の情報についてだが、以前聞いた特とく徴ちようを持つアイテム──親指大の白い歪いびつな石。それが、奴に吸収されたところを見た冒険者がいてな。少し話を聞いてきた」

　イチノは黙だまって続きを待った。

　一時は絶望へと追い込まれた心が、少しずつ希望を取り戻もどしていく。

　バルバレッド洞窟にあった《メモリーフラグメント》は、あの極大モンスターに吸収されたのかもしれない、と。

　逆に言えば。

　一時期しか入れないバルバレッド洞窟よりも、いつでも取れる場所へ移動したという見方もできる。

「……見た奴がひとりしかいないからな。だから確度が低い。ただの類似品という可能性もある。とはいえ、些さ細さいな情報でも耳に入れろというお前との契けい約やくがあったからな」

「サンキュー、アレス。充じゆう分ぶんな情報だ。報ほう酬しゆうには色付けとくぞ」

「……そんなものいらない。情報屋として、契約以上の金は貰もらわない主義でな」

「そういや、そうだったな」

「……今度、雲雀工房で飯でも奢おごれ。それで充分だ」

「わかった。一番美味い料理をひばりさんに頼たのんでやる」

「……ふん、ではな」

　そして、アレスは再び影となって、地面の中へと消えた。

「《メモリーフラグメント》はまだ消失していない……！」

　イチノは、それだけで希望を持つことができた。

　ならば、やるべきことを考え、実行に移すだけだ。




　　　　◆




　そして、イチノはケローネーのいる場所を聞き、ついてきたサクラと共にケローネーの下もとへ来た。

「極大モンスター、ケローネー。討とう伐ばつ、開始！」

　そして、もうひとり──いや、一ギルド。

　五大ギルドのひとつ、〈ゴスペル・クァイア〉のリーダーであるヒルトと、そのメンバーたちがケローネーに対して戦闘態勢に入っていた。

　極大モンスターは、街を破壊する力を持っている。

〈ゴスペル・クァイア〉が自治する『ファルセリア』の近きん郊こうに現れた以上、ギルドとしてはその危険には対処する必要がある。現時点では街を進行方向にしていないとはいえ、街を破壊される可能性は潰つぶしておかなければならない。

　出会ったのは偶ぐう然ぜんだったが、ヒルトはイチノたちがこの場で戦闘に参加することを快く承しよう諾だくしていた。

「チャーチ・クァイア、戦士隊フアイターフオース、突とつ撃げきよ！　魔法隊マジツクフオースはその援えん護ごを！」

「チャーチ・クァイア、戦士隊、着ちやつ剣けん！」

「チャーチ・クァイア、第一魔法隊、詠えい唱しよう開始！　第二魔法隊は、戦士隊にバ強フ化をかけて！」

　チャーチ・クァイア──〈ゴスペル・クァイア〉の精せい鋭えい部隊が動き出す。

　戦士隊の先頭に立つのはリーダーであるヒルト。その後ろで魔法隊が魔ま法ほうを詠唱し始める。また、魔法隊に所属している一部のソーサラーたちは、戦士隊にバフをかけていた。

「第二魔法隊、バフ終しゆう了りよう！　こちらも魔法詠唱に入ります！」

　森を破壊するケローネーに向かって、戦士隊が武器を構えて全力で突とつ進しんする。皆みんながそれに続いた。

　綺き麗れいな陣じん列れつだ。もし、これがパーティ同士の戦いであれば、その息の合った動きに見物している者は、いや敵すらも感かん嘆たんの溜ため息いきを吐つくかもしれない。

「包囲！　一いつ斉せい攻こう撃げき！」

　亀かめの右足が大地につく。その衝しよう撃げきで小規模な震しん動どうが起こり、足下が心こころ許もとなくなった。しかし、その瞬しゆん間かんを狙ねらって四十人のファイターたちは地に着いた足を取り囲み、ヒルトの号令と共に一斉攻撃。

〈アストラル・イノベーター〉には、協力攻撃ジヤストアタツクというシステムがある。

　複数人が同じ部位の当たり判定に同時に攻撃判定をぶつけることでダメージを増加させていくものだ。足なら足に。手なら手に。それぞれ設定された当たり判定の同一エリアを狙い撃うつことで、それは成功する。

　チームを組んで戦うことを前提としたレイドモンスター──それらと戦う時等に使われる、チーム戦ならではシステムだ。特にこのような極大モンスターであれば、多くの冒険者が同一エリアを狙うことができる。

　とはいえ、同時と言っても、その判定フレームは最初の攻撃が当たってから96フレーム。一秒２４０フレームで動くこのゲームにおいて、それは０．４秒。それを複数の冒険者が息を合わせて行わなければならない。

　如何いかに対象物が大きいとはいえ、四十人以上で全員がジャストアタックを決めるなど、見る人が見れば感嘆の溜息どころか、目玉が飛び出るだろう。

　ところが、彼らは事も無げにそれを決めていた。ひとりひとりが昔からヒルトに付き従うメンバーゆえに、お互たがいの呼吸や間合いを、すでに把は握あくしているのだろう。

　ヒルトの号令の元、右前足を狙う部隊と左前足を狙う部隊は、それぞれ攻撃を終えた。

「くっ！」

　しかし、ヒルトの表情は浮うかない。

　彼らの動きを見守っていたイチノはアイテム袋ぶくろから石を取り出し、投げつける。途と中ちゆうで小さな爆ばく発はつを起こし、そのキラキラとした破は片へんがケローネーの右前足へと降り注いだ。

　イチノが投げたのは、相手の各種情報を知るためのアイテムだ。降りかかった石が当たったモンスターの情報を知ることができる〈エグザマインストーン〉だ。イチノは既き存そんモンスターのＨＰも含ふくめてすべてのステータスを記き憶おくしているが、初めて相対するモンスターには使うこともあった。

　ＨＰ４９９９２８４７／５０００００００、ＳＰスキルポイント９９９／９９９、攻撃力──各種ステータスがイチノの頭の中に情報として入りこむ。

　イチノは前以もつて情報として得ていたが、改めて見ると桁けた違ちがいどころか桁けた外はずれのＨＰだ。

　これまで確かく認にんされているモンスターの中で、もっとも多いＨＰは１１５万。それを軽々と超ちよう越えつしている。

　他ほかにも攻撃力、守備力、そういった数値も軒のき並なみ高い。

　ただ、このアイテムで表示される攻撃力というのは、モンスターの筋力や体重、そういった情報を概がい算さんして弾はじきだした総合的な数値だ。言ってみれば、ただの目安でしかない。足に踏ふまれただけで死ぬのだから、攻撃力の数値などあってなきが如ごとしである。

「守備力は高いが……ただ、これはまだ理解できる数値だな」

　その反面、守備力はある程度、計算できる数値だ。

　これらは筋力や皮ひ膚ふの硬かたさ、防具、そういった情報から算出される。斬ざん撃げき攻撃に弱い、刺し突とつ攻撃に強い、殴おう打だ攻撃がウィークポイント──そういった特性のようなものは存在しているが、概おおむね守備力の数値から自身の武器の攻撃力を計算式に当て嵌はめることで、ダメージ数値を出すことができる。

「だが、なんだ……？」

「どうしたの、イチノ？」

　イチノの呟つぶやきが気になったのか、隣となりにいるサクラが声をかけた。

「ダメージが少なすぎるんだ……」

　現在ＨＰ４９９９２８４７が、現在４９９９２４２８へと減少する。たった今、右前足にジャストアタックが決まったのだ。

　イチノは、ケローネーの守備力と、チャーチ・クァイアのジャストアタックの攻撃力を一いつ瞬しゆんで演算し、概ねのダメージ数値を計算した。

「本来の計算式であれば、４００００近いダメージが入ったはずなのに……」

　彼らのレベル、装備している武器、そしてジャストアタックによる補正。それらを含めれば、五桁のダメージが期待できたはずだった。

　ところが、今減ったのは４００程度。百分の一も計算とかけ離はなれている。さすがに異常すぎる結果だった。

　嫌いやな予感を抱いだいたイチノは、隣で戦闘を見守っていたサクラに提案する。

「サクラ、少し加減してケローネーの右前足を攻撃してみてくれないか？」

「いいけど……加減ってどのぐらい？」

「二桁ダメージ程度で」

「難しいんだけど……。イチノじゃないんだから、そんな器用な真似まねは無理よ」

「じゃあ、適当に攻撃してくれればいい。なんなら、何度か全力で攻撃しても構わない。お前の本気の攻撃力なら、一撃で１００００は越こえるはずだしな」

「まあ、それなら……。いざ、サクラ！　参ります！」

　言うが早いか、サクラは戦場の中へと斬きり込んだ。大地をしっかりと踏みしめ、溜ためを作り──跳ちよう躍やく。

「はあああああああああああああああああああああっ！」

　サクラの持つ《オリジンウェポン》、〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉が風の唸うなりをあげる。

　翠みどりの軌き跡せきを描えがきながら、その一撃は見事に右前足に命中した。

　今のは様々なスキルを併へい用ようしたサクラの全力攻撃だ。一いつ般ぱん的なモンスター相手であれば、ダメージ１００００は越えるだろう。

「ＨＰは……」

　ケローネーのＨＰは４９９９２４２８から４９９９２３２６になっただけだ。

「１０２ダメージ……？」

　イチノが眉まゆを顰ひそめた。嫌な予感が確信に変わっていく。

「はあっ！」

　サクラが少し離れて、加減した攻撃──スキル〈ソニックスラッシュ〉を放つ。

　振ふった剣けん閃せんから真しん空くう刃はを飛ばす遠えん距きよ離り攻撃スキル。ダメージは通常攻撃よりも約三分の一程度にされるが、間合いを計ったり牽けん制せいしたりするには便利なスキルだ。

（ダメージが入るとすれば、１５００前後のはず）

　サクラから放たれた真空刃が、ケローネーの右前足へと命中する。

　ダメージは──０だった。

　イチノは結果を見て確信を得る。

「パッシブスキル！」

　パッシブ受動的スキル──任意のタイミングで使用して効果を発揮するアクティブスキルと違い、持っているだけで効果を発揮するスキルのことだ。

　スキルは冒ぼう険けん者の専売特許ではない。モンスターとて持っている。中にはモンスター専用のオリジナルスキルも存在していた。

「ダメージ百分の一に、１００以下ダメージ無効化か……？　さすがにこれは異常だろ」

　ダメージ計算が合わない場合、こういったパッシブスキルが計算式に介かい入にゆうしている可能性が高い。極大モンスターはダメージ計算式が違う、という可能性もあるが……。

　サクラの持つ〈風精剣ゼフィランサス〉は、風の属性を持つ剣ゆえに風の耐たい性せいを持つモンスターに対して、ダメージが軽減される……というケースもあり得るが、耐性の有う無むは〈エグザマインストーン〉でも見えない。属性による耐性が、ケローネーにはないのだ。

「なんにせよ、武器で与あたえるダメージは軽けい微びということか」

　であるならば、ダメージソースは魔法に頼たよることになる。

「詠唱終しゆう了りよう！　戦士隊の皆みなさん、離れて！」

　詠唱を終わらせた魔法部隊が、ファイターたちに警けい鐘しようを鳴らす。

　前足に張り付いていたヒルト率いる戦士隊は、ヒルトの「散開！」の合図と共に、そこから大きく離れた。巻き添ぞえを食わない場所まで散開したのを確かく認にんしてから、魔法隊から魔ま法ほうが放たれる。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我わが世界。巨人の国ヨトウンヘイムの裁きを、大地の隆起グラウンド・スラスト！」

　その言葉と共に、微かすかな振動──瞬またたく間にその振動は大きくなり、大地が無数の針のような三さん角かく錐すいになって隆起する。

　地属性魔法、〈グラウンド・スラスト〉。大地を鋭するどい三角錐の形で隆起させ、それで敵を貫つらぬく高レベルの魔法だ。ダメージもさることながら、まともに入ればモンスターを一時的に身動きできなくする効果もある。ケローネーを倒たおすことも目的だが、動きを封ふうじて進行を遅おくらせるために選せん択たくされた魔法なのだろう。

　だが──。

「それでも一発１２００程度か……」

　イチノが呟いた通り、ケローネーのＨＰはその程度しか減っていない。

　魔法攻こう撃げきにジャストアタックは存在しないのだが、それでも二十人近くが〈グラウンド・スラスト〉を使ったのだ。彼らのレベルからすればもっと減って然しかるべきだろう。

　それにＳＰ消費の安い魔法ではない。彼らが放てるのは五回から六回が限度だ。

　そこからＳＰ回復アイテムを使うにしても、ＳＰの自然回復を待つにしても圧あつ倒とう的てきにダメージが足りない。この魔法攻撃でケローネーを倒すには、５０００００００[image: ÷]１２００……つまり、四万千六百六十六回も実行しなくてはならない。その上、ＳＰが枯こ渇かつするたびにＳＰ回復のアイテムを使わなければならないのだ。

　ＳＰ全快復アイテムをひとりあたり、八千回使い、それを二十人。合計で十六万個のＳＰ全回復アイテムが必要だ。計算するのが馬ば鹿からしくなるぐらい、途と方ほうもない数字である。

「真正面から倒すのは……このままじゃ厳しそうだな」

　それでも、チャーチ・クァイアは健けな気げに少しずつダメージを与えていく。

　雀すずめの涙なみだしか減っていないが、それでもいつかは倒せるのだと言い聞かせるように。

　しかし、物量というものはいつか尽つきる。

「ＳＰ回復アイテム、尽きました！」

「戦せん闘とう不能多数！　戦力の三割を喪そう失しつ！　戦線を維い持じできません！」

「拠きよ点てんに送そう還かんされたメンバーが、万全になってここに合流できるのは、二十分後！」

　次々と悲痛な叫さけびが響ひびく。

　この世界の高レベルなレイドモンスターを瞬しゆん殺さつできるほどの力を持ったチャーチ・クァイアが、為なす術すべもなくやられていった。

　ヒルトは悔くやしそうに歯は嚙がみして、周囲に通達する。

「全員撤てつ退たい。街に帰き還かんして立て直します！」

「リーダーは!?」

「いいから行きなさい！　ここはわたくしが少しでも抑おさえて、皆さんは──」

「ヒルトさん、上ッ！」

　会話途中に、イチノの叫び声が飛ぶ。

　彼女は常に注意を払はらっていただろう。

　だが、周りのメンバーに気を配るあまり、何もないだろうと頭上の警けい戒かいを怠おこたっていた。

　見ればケローネーの下腹部に、このモンスターには不似合いな銀色の砲ほう身しんが突つき出している。直径五十センチ、全長五メートルほどの、大砲のような巨きよ大だいな砲身。

　それが照準をヒルトに合わせていた。

　唐とう突とつにズドンと火薬の炸さく裂れつする音が響き、砲ほう弾だんは音速でヒルトへと向かっていく。

「きゃっ」

　しかし、その前に動き出していたイチノの方が僅わずかに速い。イチノはヒルトを抱だきかかえて、全力で跳躍した。

　砲弾が着弾する。大きな衝しよう撃げきを周囲に伝でん播ぱさせ、広く広く砂さ塵じんが巻き上がった。

　砂塵が晴れると、そこには巨大なクレーターができあがっており、見るものの背筋を凍こおらせる。喰くらったら確実に戦闘不能で街送りにされていただろう。

「イチノ！　ヒルトさん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　心配そうにサクラが駆かけ寄る。イチノとヒルトは──

「大丈夫です？」

「え、ええ。あ、ありがとう。まさか助けられるとは思わなかったですわ……。瞠どう若じやく驚きよう嘆たんですわね」

　イチノがヒルトを押し倒すような格好になっていたが、お互たがいに無事だった。

　予想外の状じよう況きように、ヒルトの頰ほおがほんのりと赤い。

「あ、すいません。すぐに退どきます……」

「え、ええ。そ、そうですわね」

　イチノが立ち上がると、ヒルトも慌あわてて立ち上がる。

「助けていただいてありがとうございますわ」

「いえ。余計な御お世せ話わでしたかね」

「うふふふ。そんなことはありません。……さて」

　ヒルトはすぐにいつもの表情を浮うかべて、周囲に改めて通達する。

「ここは一いつ旦たん引きますわよ。改めてホームで対策を練ります」

　彼らは一いつ斉せいにアイテムを取り出した。それを地面へと叩たたきつけると、その姿が消えていく。街へと戻もどったのだ。

「イチノ。私たちはどうする？」

「……俺たちも戻ろう。アイテム袋ぶくろの中を長期戦用にしなきゃいけない」

　本音を言えばアイテムの捜そう索さくを続けたい。イチノの顔にそう書いてある。

　だが、あの大砲も含ふくめて他ほかにどんな行動や攻撃方法を持っているかわからない。《メモリーフラグメント》がある場所も含めて、死なずに調査をするには情報収集をする方が先決だと判断した。

　イチノはアイテム袋からアイテムを取り出しながら、眼前にいる山──ケローネーを見上げ、睨にらむ。

　そして、睨み付けたまま、イチノは帰還アイテムを叩きつけた。
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　街に戻ったイチノたちは、即そく座ざにヒルトと幾いく人にんかのギルドメンバーに出で迎むかえられる。

「あれ？　まだホームに戻ってなかったんですか？」

「ええ。きっとあなたたちふたりが戻ってくると思っていたから待っていたの」

「待ってた？」

「ええ。うちのギルドホームで対策を立てるのだけど……来てもらえませんか？　普ふ段だんはメンバー以外入れないのだけど、助けてくれたお礼もしたいので」

「いえ、お礼とかは構いません。迷めい惑わくになりますし……」

　イチノはやんわりと断ったが、ヒルトは是ぜ非ひにと引かなかった。他のメンバーたちも特に嫌いやがるような素そ振ぶりや顔色も見せていない。

　ギルドはホームの中に外部の冒険者が入ることを嫌きらう。しかし、〈ゴスペル・クァイア〉は規律が緩ゆるいというわけではないのに、この手のことに寛かん大だいだった。リーダーのヒルトがそこまで規律にうるさくないからだろう。

「迷惑なんかじゃないわ。それに……イチノ君がケローネーをどうしたいのかはわかりませんが、情報はいくらあっても困りませんよ？」

「……行ってもいいんじゃない？」

　ヒルトに言われて、サクラにも促うながされて、イチノも折れた。

「わかりましたよ。もう一度、ケローネーと相対するには残り時間も中ちゆう途と半はん端ぱですしね」

　精神的に負荷が掛かかるゲーム酔よいの時間まで、残り一時間もない。

　ゲーム酔よいは人の身体からだへのセーフティではあるが、妹の救出を最優先としたいイチノが忌いみ嫌うシステムでもある。これさえなければ、イチノは二十四時間ずっとこの世界の中にソウルインしていただろう。

　ただ、ゲーム酔いには無理に逆らうことができない。続ければ続けるほど酔いは強くなり、集中力を乱していく。絶えず集中し、演算しながら動くイチノにとって集中力の乱れは致ち命めい的てきだ。戦せん闘とう不能──妹の死へと直結する。だからこそイチノと言えど長時間、この世界に居続けることはできないのだ。

　その残り時間で、できることは多くない。

　であるならば、少しでも情報収集を、とイチノは意識を切り替かえた。

「ありがとう。では、案内させてもらうわね」

　にっこりと笑って、ヒルトが自分たちのホームへと案内する。

　三人は街を十字に走る大通りの北へ向かって進んだ。街のシンボルである噴ふん水すいから門までの中なか程ほどに、〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームはある。

　一いつ般ぱんの冒険者が資金を貯ためて購こう入にゆうする一いつ軒けん家や、六軒分の土地に建てられた西洋風の白い館やかた──それが〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームだった。

　ヒルトが扉とびらから入り、それにイチノとサクラも続く。

「倉庫からＳＰ回復アイテムを引っ張り出して！」「街中のＳＰ回復アイテムを買ってきて頂ちよう戴だい！」「アルケミストたちにＳＰ回復アイテムを合成してきてもらって！」

　ギルドホーム内では誰だれもが声を張り上げて、大おお騒さわぎとなっている。ほぼ何もできずに撤退してしまったその悔しさを、声に込こめているようでもあった。街の安全、ギルドのメンツ、無力さ。彼らの心の中では、様々なものが渦うず巻まいているだろう。

　特に戦士隊のメンバーの落らく胆たん振ぶりは、傍はた目めにもわかるほどだった。

　それもまた仕方のない話だ。何しろ武器ではケローネーに対して有効なダメージを与えられないことがわかったのだから。パーティ戦で最もダメージを叩き出すはずのジャストアタックが、４００しかダメージを与えられなかった。それが常勝だった彼らにとって無念極きわまりないことは想像に難かたくない。

「ヒルトさん、あのモンスターはいくらなんでもおかしいです！　運営からあのモンスターについて説明か何かないのですか？」

　ひとりのメンバーが戻ってきたヒルトの前に出て訴うつたえる。

　しかし、ヒルトは小さく首を振ふった。

「今回もありません。情報は自分たちで集めろ……ということですわね」

　アップデートによる新モンスターの追加やイベントは、当然運営が介かい入にゆうしている。

　だが、〈アストラル・イノベーター〉を開発し、運営しているセプタゴン・クリアという会社はほとんど情報を流すことなく、事細かな説明をしようとしなかった。

　ヒントを充じゆう分ぶんにばらまくことで、その世界の中で完結させようとしているためでもある。当初、不便だというユーザーからの苦情に対して説明されたのは、『世界観をできる限り、壊こわさないため』ということ。過去、このゲームについて運営から説明があったのは、それも含めて二回だけだった。サービス開始以来、ずっと秘密主義を貫いている。

　イチノは元開発ディレクターの野の上がみ仁じんを父に持つが、イチノもまたゲームについての説明は一いつ切さいされなかった。インターネット上に公式情報も流れない。それだけ企き業ぎようコンプライアンスが徹てつ底ていしているのだ。

　ただ、今の仁は《メモリーフラグメント》に関する情報だけは優先的にイチノへ話してくれた。《メモリーフラグメント》を入手するための攻こう略りやく情報も話してくれる。

　本来の仁はそんなことを話すタイプではない。「攻略してみせろ」と不敵な笑えみを浮かべて言うタイプである。だが、やはり今は娘むすめの命が優先なのだ。そのための行動を最優先に、そして必死にやっている。ケローネーの情報が弌はじめに降りて来ないのは、まだ渡わたせる情報としてまとまっていないか、情報を得ていないかだ。

「皆みなさん、落ち着いて。急ぐのはいいのだけど、慌ててもどうにもなりませんよ。自覚がある人は一度深呼吸をしなさい」

　ヒルト自身は剣けんも魔ま法ほうも、高い練度で使える冒ぼう険けん者だ。だが、どちらかと言えば剣の方が得意なタイプ。

　だが、彼女は落らく胆たんをしていない。すでに次の対策を練っているのか真剣な表情をしていた。落ち込む暇ひまはないと言わんばかりの面おも持もちだ。

「ヒルトさん、余よ裕ゆうな感じね」

　サクラが感心したように言う。

「彼女みたいな精神力を持ってないと、五大ギルドのリーダーは務まらないんだろうな」

　イチノもヒルトのそんなところを尊敬もしていた。

　ヒルトはイチノたちを手招きしてロビーのテーブルに座り、ひとりの少女と話し始める。

「世界改変に合わせて新技術や新武器の調査を頼たのみましたけど、何か見つかりまして？」

「えーっとですね……」

　話し相手は〈ゴスペル・クァイア〉の抱かかえる開発科のリーダーらしい。一般的なアルケミストのような格好をしていた。ソーサラーのような服装に眼鏡をかけ、白いマントを肩かたに引っかけて全身を覆おおっている。

　ひばりもアルケミストではあるが、彼女のように和服を着込んでいること自体異質であり、こちらの彼女の方が由ゆい緒しよ正ただしいアルケミストと言える。

「それらしい武器は見つからなかったんだけど、魔法には何かありそうなんだよねー。詠えい唱しように失敗したんだけど、先の見える失敗だったし……。ＳＰを集めるタイプの魔法」

「こちらでも魔法、ね。やはりあのモンスターは魔法で倒たおせということなのかしら」

　ヒルトは小さく溜ため息いきを吐つく。

「そうとも限らないかもしれないっていうか」

「あら。どうして？」

「まずひとつ。大たい砲ほうができたのですよ」

「た、大砲？」

　ヒルトが素すっ頓とん狂きような声をあげる。さすがに兵器は意外だったらしい。

　今までにトレビュシェット投石機や、バリスタ大型弩砲もあった。馬と組み合わせたチャリオット戦闘用馬車もある。ただ、実用性から使う者はいなかった。

　トレビュシェットもバリスタも当てた相手に固定ダメージが入るものの、３００から５００程度と大した数字ではない。武器で攻撃した方が当たりやすいし、ダメージも高い。

　チャリオットにも現時点でそこまで有用性がなかった。

　故ゆえに作られることもなく、使われることもない。

「ケローネーの最後の攻撃……。あれも確実に大砲だったが」

「あれはさすがに驚おどろいたけど……。これで対たい抗こうしろってことなのかな？」

　イチノとサクラがお互いに聞こえる範はん囲いで会話する。

　それに気付くこともなく、開発科の少女は説明を続けた。

「ええ、ドッカーンと砲ほう弾だんを撃うち出す大砲。射程は最長距きよ離りでこの街の直径の二倍ぐらい。今のバージョンだと、ダメージは固定で５０００入るのですよ」

　しかし、文化が進んだかのように、大砲の固定ダメージは今までの十倍以上となったらしい。有用性が出てきたということだろう。

「一発撃つのにどのぐらいかかるのかしら？」

「十秒かな。十発撃つと砲身を冷やすために、二十分の時間が必要になるから。ただ、これは氷魔法を併へい用ようすることで十秒に短縮できたのを確かく認にん済み」

「大砲一発の単価は？」

「えーと、それなんだけどねー……」

　と、彼女たちは話をさらに詰つめていく。

　横にいたサクラがイチノの耳に口を寄せた。

「大砲って、なんだか近代的ね」

「今回のアップデートはあの極大モンスターもあるが、もしかしたら文化技術向上の側面もあるのかもしれないな」

　この分であれば、拳けん銃じゆうとは言わないまでも火ひ縄なわ銃じゆうが武器として出てきてもおかしくない。

　戦史においては、大砲よりも前に銃の方が出てきているのだから。

「それと大砲の弾たまを合成中に副産物で、こんなものができたのですよ」

　開発科の女の子は、テーブルに小さな石を置く。毒々しい紫むらさき色いろの結けつ晶しよう。鋭えい利りな棘とげが印象的なアイテムだった。

「これは？」

　ヒルトが摘つまみ上げる。

「爆ばく弾だんでーす」

「……まあ、そうよね。砲弾の副産物なんだし……」

　まじまじと見てから、そっとテーブルに置いた。

「名前は〈アミドプルバー〉。小さいけど、めっちゃ性能がいいんだよね。この大きさだから、たぶんアイテム袋ぶくろの中に十個ぐらい入れることもできると思う。威い力りよくは固定で３００００。一定以上の衝しよう撃げきを与あたえると爆発するよ」

「……なんで砲弾よりも威力が高いの？」

「これを利用して砲弾を作ってみたんだけどねー、砲身の方が一発で壊れちゃった。あくまで通常砲弾の火薬を合成した時にレアで出る副産物みたいで、量産も無理っぽい。大砲の方は二十基ほど作って、砲弾は五百発。その砲弾五百発の中に生まれたのが、四つの〈アミドプルバー〉。一個砲弾に使っちゃったから、減ってるけど」

　その話がイチノの耳にとまった。

　自身が大砲を扱あつかうことはないだろうが、爆弾アイテムというのはイチノのダメージソースになり得るアイテムだ。現時点で最も威力の高い爆弾は、アイテム袋の中で大きいスペースを取るために一個しか入れることができない。

　だが、今のアイテムであれば固定ダメージ３００００の爆弾を十個を入れることができるという。それは一回の戦闘で出しうるダメージソースの向上に他ほかならなかった。

「では、大砲をケローネーのいる南側に設置して。氷の魔法を使えるソーサラーを大砲の数だけ配備します。ケローネーが街に来るかどうかはわからないけど、念のために大砲と弾をできる限り作って」

「了りよう解かいっすー」

　そして、開発科の女の子は椅い子すから立ち上がり、別室へと向かう。

　イチノは彼女を引き留めて合成レシピを聞こうとしたが、忙いそがしそうなのでやめておいた。聞く機会はいつでもある。今の彼女たちはケローネーを倒すことが最優先なのだ。







「お疲つかれ様でした。イチノ君。サクラさんも」

「いえ、俺は何もしてませんが」

「私も聞いてただけですし……」

　ひとまずの話が終わり、イチノとサクラはヒルトのプライベートルームに招かれていた。

　冒険者の大半は宿屋でソウルアウトを行う。いわゆる拠きよ点てんだ。戦闘不能になった場合なども、登録した拠点へ戻もどってくる。

　また宿屋の寝しん室しつや、ここのようなプライベートルームはプライバシーが確保されていた。扉を閉めれば声が外に漏もれることもないし、鍵かぎを閉めれば外の冒険者が中に入ることもできない。

　うっかり鍵をかけ忘れて、装備変へん更こう中の姿を見られる……なんてことは時々あるが、稀まれである。インナー姿を恥はずかしがる女性は相当に多い。

「それで、何か用ですか？」

　呼び出された用件がわからないのを嫌きらったイチノが切り出す。

「もう。用件がないと呼んじゃいけないのかしら？」

「いえ、そういうわけじゃ……。俺、そろそろゲーム酔よいの時間なんですけど」

「ふぅ……。仕方ないわね。今回、役に立つかどうかはわからないけど、私の方から討とう伐ばつ・調査許可証を出しておきます。受け取って下さい。これが助けてくれたお礼です」

　ヒルトが一枚の羊よう皮ひ紙しを差し出す。それをイチノは受け取った。

　そこにはケローネーの討伐、調査等々、様々な特権が与えられているのを示す文章が書かれていた。〈ゴスペル・クァイア〉の印もある。

「わたくしとしては、別に誰だれが何を倒そうと自由だと思うのですけどね……」

「ここまで大きく長くやってるＭＭＯＲＰＧだと、どうしても派は閥ばつとかできますからね。特に〈リザルターナイン〉とか五大ギルドとか、特権も多いですし」

「そうねぇ。とはいえ、〈リザルターナイン〉を適当な人に受け渡すわけにもいかないし……。わたくしももう少しダンジョン攻略に精を出したいわね」

「〈リザルターナイン〉になる前は、かなり凄すごかったって話を聞きましたよ。小さな街が襲しゆう撃げきされた時、たまたま居合わせて百匹ぴき以上のモンスターを、冒険者ひとりの犠ぎ牲せいも出さずに倒したとか」

「やだ。誰から聞いたの？」

「かなり前に、サブリーダーの人と話す機会があった時に一度」

「まったく。口が軽いんだから……」

「なんにせよ、この紙はありがたくもらっていきます」

「どうぞ。まあ、役に立つかどうかは微び妙みようですけど、ね」

　すると、ヒルトは少し疲れた表情を浮うかべた。小さく溜息を吐いたのを、サクラは見み逃のがさなかった。

「ヒルトさん、どうかしたんですか？」

「あら、失礼。少しこの世界に入った時のことを思い出しましたの」

「三年前……でしたっけ？」

「サクラさんは入ってまだ日が浅いんでしたわね。この世界に入ってすぐは本当に楽しかったわ。今も楽しくないわけではないのだけど、責任感も伴ともないますから」

「〈リザルターナイン〉ですか……」

「それと、五大ギルドのリーダーになってしまったことかしら」

　ヒルトはしみじみと語る。まるで昔に思いを馳はせているようだ。

「以前は冒ぼう険けんに行くだけでよかったのですけれど、今では街の自治や他のギルドとの折せつ衝しようもありますし、雑事が多くなりましたからね。皆みなさん、本当に真しん剣けんだし、本気だしで参ってしまうわ」

「ギルドの外交は、色々紛ふん糾きゆうするって聞きますね。面子メンツとか体面とか色々と」

　イチノが同情するように言う。

「そうなのよ！　まったく、面めん倒どうだったらありゃしないですわ。遊びのようにやってると、説教食らいますしね。遊びでしょう、って言い返したいけど、そうもいかないのですよねぇ……。こんなこと、メンバーの子には言えないですし」

　溜たまっている愚ぐ痴ちを吐はき出すように言う。

「本当に、この世界に社会が形成されてるみたいでね。少し不安なのよ」

「不安？」

「噂うわさでね。この世界はもうひとつの世界になるんだって。エネルギー問題が叫さけばれてるじゃない？　で、このデジタルの世界が、人の生きる世界になるんですって」

　確かにそんな噂をイチノも聞いた気がする。しかし、所しよ詮せんはネットでの戯たわ言ごとだ。

「取るに足らない噂なのだけど、こうも世界が現実と同じように見えて、その上、社会までが同じように形成されると、笑い飛ばせなくなるのよ」

　そこでヒルトは口に手を当てた。

「ごめんなさいね。こんな話までするつもりじゃなかったのですけど」

「いえ。いつも世話になってますし、愚痴ならいつでも付き合いますよ」

「あら、優やさしいのね。それじゃ、今度甘えさせてもらいますね」

　そして、ヒルトは立ち上がる。

「さて、わたくしはソウルアウトしますわ」

「お疲れ様です。じゃあ、おやすみなさい」

「私たちもお暇いとまします」

　イチノとサクラが別れを告げて、部屋から出て行き、イチノが扉とびらに手をかける。

「あ、イチノ君。サクラさんも」

　部屋から出ようとしたところで声をかけられる。

「明日あしたも討伐に向かいます。次は一いつ緒しよに戦ってくれないかしら？」

「……パーティの誘さそいですか？」

　イチノが困った顔をヒルトに向けた。

「首を縦に振ふってくれるならそうしたいところだけど、ダメなんでしょう？」

「はい」

　イチノはいつものようにやんわりと断る。サクラもイチノに合わせて断った。

　ヒルトは残念そうに溜ため息いきを吐つく。だが、すぐにギルドリーダーとしての顔に戻った。

「こちらから指示を出すことはないわ。ただ、協力をして欲しいの。サクラさんは実力的に申し分ないわ。そして、イチノ君のモンスター解かい析せき能力は、これまで何度もわたくしたちを助けてくれたのだから」

「ダンジョンを破は壊かいするような極大モンスターに、それが通じるかどうかは……」

「それでも貴方あなたは解析できる気がするわ。そんな予感がする。今回、万が一に備えて手は幾いくつか打ってますが、貴方を一番頼たよりにしてるのよ？」

　ヒルトはイチノに向けてニッコリと笑った。

　イチノは照れくさそうに頭をがりがりと搔かく。

「わかりましたよ。俺が役立てるなら。ただ、俺も目的があるんで、そっちが判明したらすぐに離り脱だつしますよ」

「それでいいわ。では、討伐の時間なのだけど──」

　そんな約束をして、イチノとサクラは拠点である雲雀ひばり工こう房ぼうへと戻り、ソウルアウトした。




　　　　▽　▽　▽




　目を開ける。

　眼前には、〈アストラル・イノベーター〉のタイトルロゴ。

　無事、現実にソウルアウトした。眼鏡型のウェアラブルコンピューターのレンズにも、メッセージがそう表示されていた。

「ふぅ……」

　イチノが現実での野の上がみ弌に戻る。

〈アストラル・イノベーター〉のソウルアウトと連動した部屋の蛍けい光こう灯とうが点灯し、レンズに映っていた映像は消え、肉眼に部屋が映った。

「父さんは……まだ会社か」

　弌の父、野上仁は〈アストラル・イノベーター〉の開発会社の元ディレクターで、家に帰ってくることはあまりない。

　元々帰ってこない日は何度かあったが、例の事件があって以来はほとんど会社に籠こもりきりとなっている。

　例の事件とは、弌の妹──野上恋の喪そう失しつだ。

　三ヶ月前、恋はゲーム内でモンスターにやられて街に送られて以降、その所在が行方ゆくえ不明になった。〈アストラル・イノベーター〉からソウルアウトをしたわけでもなく……。

　その後、その犯人と思われるクラッカーから、開発会社に一通のメールが届いた。

　クラッキングをしたという声明と──そして、要求だ。

　その要求は、ふたつ。

『ずっと〈アストラル・イノベーター〉を運営し続けること』

『このことを、どこにも通報しないこと』

　約束を破った場合、

『全ユーザーが野上恋のように八個に分割される』

　と、記されていた。

　そう。彼女は人知れず、人格データを分割されてしまった。

　現在、恋はソウルアウトできず、その体は近年に開発され、民間へと下りてきた冷凍睡眠コールドスリープで眠ねむっている。今、恋の身体からだは母親と共に実家へと帰っていた。

　そして、その後にわかったことだが、分割された妹の人格データは特とく殊しゆなアイテム──《メモリーフラグメント》というアイテムと化し、ゲーム内に散らばっていたのだ。

　それからすぐに野上仁を中心とし、少数の信しん頼らいできるスタッフのみで構成された班が組まれた。この事態に対処するため、そして、同じ被ひ害がいを防ぐために。

　故ゆえに仁はずっと膨ぼう大だいなデータの中から、データ検けん索さくも使えない状じよう況きよう下かで恋のデータを探しているのだ。寝しん食しよくの時間すらもったいないと言わんばかりに。

　そして、弌はゲーム内でその《メモリーフラグメント》を探している。

　現在、持っているのはアレスの情報によって手に入った〈ＳＴ００１〉、サクラが持っていた〈ＳＴ００５〉、ガリアスタワーで発見した〈ＳＴ００３〉。八個中、三個。

　所在が明らかになっているのは、元はバルバレッド洞どう窟くつにあったもの。

　そして、もうひとつ。

　チュートリアルダンジョンで出てくる、イベントボスのドロップアイテムだ。

　始めたばかりの冒険者では決して勝つことのできない負け確負け確定の強制バトル。

　だが、このモンスターにレベル１で勝たなければ、ドロップアイテムは入手できない。

　チャンスはチュートリアルダンジョンをクリアする一度だけ。

　敗北してしまえば、完全に望みを絶たれてしまう。

　だからこそ、ありとあらゆる準備をしておく必要があった。必要なアイテムを揃そろえるために、アレスにも情報収集を頼たのんでいる。

「絶対に、取り戻もどす……！」

　握にぎる拳こぶしに力が入る。

　そこへ、眼鏡としてかけていたウェアラブルコンピューターが、ピピピピピ……と音を部屋に響ひびかせた。

　通話要よう請せいのＳＥだ。送信者には、『サクラ』と表示されている。

　テンプルに備え付けられたボタンを押すと、

「もしもし、弌君……？」

　すぐに通話が開始された。

「どうした、サクラ」

　サクラことクラスメイトの日ひ比び野の咲さく良らと弌は近ちか頃ごろ、こうしてボイスチャットをよくしている。学校でも話す機会は増えていた。

　もっぱら話題は〈アストラル・イノベーター〉のことだったが。

「え、えっと……その……」

　ゲーム中とまったく違ちがい、現実だと彼女は内気だ。言葉もしどろもどろになることが多い。

　それを知っている弌は、のんびりと彼女の言葉を待った。

「ご、ごめんなさい……」

「なんだ、いきなり？」

「も、元々、ダンジョンの攻こう略りやくができてたら、こんなことになってなかったから……」

　バルバレッド洞窟を攻略できていれば、あの極大モンスターにアイテムを吸収されることもなかった。

　そもそも、サクラがマシューと決けつ闘とうをしていなければ、攻略できていた。

（サクラはそう言いたいんだろうな）

　最近は、何を言いたいのかも、僅わずかながらわかるようになっている。

「もう何度も謝ってくれただろ。別に気にしてない」

「で、でも……」

「ストップだ。今後、謝罪は一いつ切さいなしにしてくれ。あの極大モンスターが持っている可能性は高いんだ。だったら、倒たおすなり調査するなりすればいい。一年待つ必要もなくなったからな」

「……弌…君。う、うん。私、頑がん張ばるから……」

「ああ、頼りにしてる」

「私、絶対に弌君の力になるから。あのケローネーを絶対に倒して、《メモリーフラグメント》を取り返そうね……！」

「当たり前だ」

「それじゃ、おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

「ま、また明日、学校でね」

　そう言って通話は切れた。




　　　　◇　◇　◇




　アップデートの翌日。弌は学校を終えて、すぐに〈アストラル・イノベーター〉にソウルインしていた。

　いつも通り、自分に割り当てられた部屋を出て、食堂へと下りる。

　食堂はいつもと同じように人が集まっているが、普ふ段だんに比べて騒さわがしかった。皆みんな、どこかわくわくしているような節がある。

　ひばりが下りてきたイチノに気付いて小さく会え釈しやくする。彼女は周囲と違って浮うかない顔をしていた。

「こんにちは、イチノさん」

「ども。サクラはもう来た？」

「まだ来てないですね」

　声にも力がない。

「酒場が大おお賑にぎわいなのに、ひばりさん、元気ないですね」

「あら、イチノさんにしては珍めずらしいですね。情報を聞いてないなんて」

「ネットの情報も見てこなかったしね、今日は」

　待ち合わせ時間のこともあったし、とイチノは心の中で付け加える。

「それが例の極大モンスターいるでしょう？」

「ああ、ケローネーね」

「その進路が『ファルセリア』になったんですって。しかも、スピードを上げて、あと一時間もしないうちに来るそうで」

「え……？　ってことは」

「もしも、倒すことができなければ街がなくなるかもしれないって……」

　ケローネーが地形を破壊しながら進むという情報はすでに街中に出回っている。

　だが、ケローネーが進んでいた辺りは他ほかにダンジョンもなく、バルバレッド洞窟以外は問題ないと思われていた。

　今、この時までは──。

　地形を破壊して進むケローネーが街へ来たら……下手をすればこの街が消える可能性すらありえる。

　だが、現実ではないこの世界で、そこまで悲ひ壮そう感はない。むしろ、迫せまり来るトラブルに胸を躍おどらせている冒ぼう険けん者の方が多かった。

「冒険者の人たちは『俺が倒すぜ！』『いや、オレだ！』って大盛り上がりなのですけれど……」

「ひばりさんも名目は冒険者だけどね」

「うふふ。まあ、時折素材を取りに行ったりはしますけど。なんにせよ、街が壊こわされるようなことになったら困りますね。この店が破は壊かいされるってこともありえますし」

　仮に壊れたとしても雲雀工房を建て直すことは可能だろう。街を作り直すことも不可能ではない。時間とお金、素材は必要だが、消しよう滅めつしたままというわけではない。

　だが、それよりも逃にげて別の街に移住した方が一からやり直すよりかは楽だろう。

「……どうにかできるならしてみるさ」

「あら。この店を守ってくれるんですか？」

「愛着はあるつもりだよ」

　イチノがそう言うと、ひばりは嬉うれしそうににっこりと笑った。

「では、期待しちゃいますね。守ってください」

「いや、あんまり期待しないで」

　そう言って、イチノは街の様子を見るべく雲雀工房から外に出た。

　往来が、いつもよりも慌あわただしい。行き交かう人の多さもいつもより三倍はいるだろうか。

　誰だれもが例のケローネーへと向かって行っているようだった。装備を整えた彼らの表情は一様に明るい。自分たちが倒せるかもしれない、という淡あわい期待が見え隠かくれしている。

　また逆に荷物をまとめて逃げる準備をしている者もいた。アイテム袋ぶくろに入りきらないアイテムを自力で抱かかえて、街に備え付けられている転送ゲートへ向かっている。

　いつものようにしている冒険者もいるし、我関せずという冒険者もいる。

　しかし、いつもに比べれば、喧けん騒そうに満ちていた。

「イチノ！」

　もう聞き慣れた声がイチノの耳に届く。

　振ふり返ると、雲雀工房の出入り口にサクラが立っていた。

　サクラは、イチノへと駆かけ寄る。

「もう話は聞いたか？」

「うん。大変なことになっちゃったね。まさか進路がこっちに向くなんて……」

「まだ街が壊れると決まったわけじゃない。約束もあるし、まずは〈ゴスペル・クァイア〉の人たちと合流しよう」

「了りよう解かいっ」

　サクラが威い勢せいよく返した。こんな時ではあるが、未知の面おも白しろさを全力で楽しもうとしているのがわかる。

「よし、行くぞ」

　まずはふたりで大通りへ向かい、そこから北。〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームへ向かう。そこでふたりは、ヒルトたちと合流した。

　ケローネーの到とう着ちやくまで、残り一時間──。







　城門からすでに山──甲こう羅らが見える。

　前回よりも遥はるかに速い足取りで、ケローネーが前進していた。速いと言っても、今までよりはというレベルで、ここに辿たどり着くまでにまだ僅かに猶ゆう予よはある。

「設置急いで！　終わったものから、すぐに砲ほう撃げき！　砲身付きソーサラーは二十発の砲撃後、すぐに砲身を冷れい却きやくすること！」

　ヒルトが大きな声で指示を出して、大砲の設置を急がせる。

「開発科ー、砲ほう弾だん合成、開始！　合成に集中してねー！　集中乱して合成失敗とか、かっこわるいよ！」

　ヒルトと話していた開発科の女の子も、メンバーを引き連れて前線に出張っていた。彼女自ら砲弾を合成している。

　そして、ここにいるのは〈ゴスペル・クァイア〉のメンバーだけではなかった。

「よっしゃあ、腕うでが鳴るぜ！」「アレ倒せばいいんだろ！」「どんなもんか、いっちょやってやんぜえ！」「剣けんが効かないとか冗じよう談だんだろ、俺様が試ためしてやろう！」

『ファルセリア』の冒険者たちがこぞってケローネーに駆けていく。

　彼らの目的は様々だ。功績を得る。腕試し。新たなモンスターへの好こう奇き心しん。

　ただ、目的はどうあれ、ケローネーを撃げき退たいするということと、街を守るということは共通している。

「彼らに負けてられないわ！　魔法隊、戦士隊の武器に魔ま力りよくを込こめて。物理ダメージの遮しや断だんに特化していても、これなら多少はダメージが通るはずよ！」

　ヒルトがファイターたちとソーサラーたちに号令をかける。

　ソーサラーたちは、こぞってファイターたちの持つ武器に魔力を込めた。

〈マーシナリー・マジック〉という武器に魔力を込める魔法がある。

　物理攻こう撃げき力を上げる他、もっとも変化するのは、この武器による攻撃が物理属性から、魔法属性に変化することだ。

〈アストラル・イノベーター〉の攻撃によるダメージの種類──属性には大きく分けて、物理攻撃と魔法攻撃のふたつが存在する。

　物理攻撃は読んで字の如ごとく、武器による攻撃だ。剣や槍やりによる直接攻撃や、投げナイフの投とう擲てき、弓矢による間接攻撃。あるいは、拳こぶしや関節技わざなどもこれに分類される。剣や槍によって発生する真しん空くう刃はも物理の計算式が当て嵌はまっていた。

　それに対して、魔法攻撃は魔法による計算式が宛あてがわれる。火水風土光闇といった属性を駆く使しし、物理とは計算式の違ちがうダメージを与あたえるのだ。相手に耐たい性せいがなければ、ダメージが倍になるなどの補正もかかる。

　攻撃力と守備力による基本計算式でダメージが算出されるのは双そう方ほう同じだが、物理には物理の守備力、魔法には魔法の守備力が存在している。そのため、そこから物理攻撃に強い、あるいは魔法攻撃に強いという特性が発生するのだ。

　ケローネーは物理に対しての守備力が高い上に、それを遮断するパッシブスキルまで持っているのだから、物理攻撃では有効なダメージが与えられない。

「エンチャント完かん了りようです！」

　しかし、物理に比べれば魔法はまだ有効と考えたのだろう。だからこそ、ヒルトはすべての攻撃属性を魔法にするよう切り替かえたのである。

「では、戦士隊は突とつ撃げきします！　魔法隊は後ろから援えん護ごを！　同士討うちや巻き添ぞえに気をつけて！　開発科は弾たまの続く限り砲撃を！」

　指示が終しゆう了りようし、ヒルト自らが先頭となってケローネーに突撃した。

　イチノとサクラもそれに合わせて続く。

　イチノは前回と同じく〈エグザマインストーン〉を投げて、ケローネーの現在ＨＰ情報が頭の中に流れるようにした。

　ＨＰ４９９３７２８８／５０００００００。若じやつ干かん減っているが、これは途と中ちゆう途中で細かい攻撃を受けていたのだろう。また砲撃によるダメージも進んでいた。

　ただ、これだけの冒険者たちがダメージを与え続けているというのに、割合的には未いまだに一パーセントも減っていない。

「攻撃！」

　ヒルトの号令の元、戦士隊が再び右前足にジャストアタック。一いつ斉せいに武器が右前足に命中する。その瞬しゆん間かん、ケローネーのＨＰは４９９３２８２３となる。ダメージは４４６５。

〈マーシナリー・マジック〉なしの時に比べれば雲うん泥でいの差だった。

　左前足グループも同じようにジャストアタック。４０００近いダメージが入る。

「気力を切らさないで！　何度も攻撃するわよ！　進路だけでも逸そらせるように！」

　しかし、だ。

　右前足を攻撃するグループと左前足を攻撃するグループが、何度も何度も攻撃して、ようやく４９８１４９８０となった。

　未だに一パーセントも減っていない。まるで無む間げん地じ獄ごくの様相を見せている。

「いくらなんでもおかしいな」

「何が？」

　イチノの呟つぶやきを隣となりで聞いていたサクラが尋たずねる。

「もし何もないのであれば、このモンスターが倒たおれるわけがない。〈マーシナリー・マジック〉だって時間制限がある。ＳＰだって尽つきる。気力だってそうだ」

　誰もが感じているだろうが、ＨＰが桁けた違ちがいすぎるのだ。

　ケローネーがここに来て減らしたＨＰは現時点で約12万、経たった時間は三十分。

　あと、一万二千五百分、時間にすれば二百八時間──あるいは八日と半日と言い換かえてもいい。

　こんな真似まねを延々と続けなければ倒せないのだ。それも何事もなければという前提である。

「撃うって撃ってー！　撃ちまくってー！」

　開発科の女の子が指示を出して、城じよう壁へきから次々と砲弾が射出されていく。砲弾はケローネーの頭や甲羅に命中し、その度たびにケローネーのＨＰを５０００ずつ減らしていった。

　そんな砲弾に晒さらされるケローネーを睨にらむように、イチノは目を見開く。

　何かないか、と。ケローネーの顔、脚あし、甲羅、あらゆる場所を観察した。

　どうにもならない時。未知に遭そう遇ぐうした時。必要になるのは、突とつ破ぱ口こうを見み抜ぬく目だ。

　砲撃が当たった時の反応、魔法が当たった時の反応──その命中部位、攻撃判定の速度、あらゆる場所を悉つぶさに見る。

「……ん？」

　絶え間なく続く砲撃の中、イチノが首を傾かしげると、

「やー、凄すごいですねぇ」

　いきなり気の抜けた声がイチノの耳に届いた。

　声のした方を向くと、高位の法ほう衣えを着込み、フレイルの杖つえを手に持った女の子がケローネーを見上げている。プリーストらしい姿をしていた。

「……またお前か、カレン」

　彼女はひょんなことで出会った女の子だ。紫むらさきの髪かみを首まで伸のばし、ちょうど耳の上に白いリボンが結ばれている。その箇か所しよからピッグテールというのだろうか、ちょこんと髪が突つき出ていた。その身体からだの割に豊満すぎる胸も変わっていない。

「……ひどいなぁ。ゲンナリした顔しないで下さいよ。カレンもちゃんと体力のヤバそうな人を回復させてるんですから」

「辻つじヒールしてるのか？」

　辻ヒールとは辻斬ぎりから派生したＭＭＯＲＰＧ独特の言葉だ。通りすがりの人を斬きってダメージを与えるのではなく、通りすがりの人に魔法をかけてＨＰを回復させる。そこから辻ヒールという言葉が生まれた。

　大たい抵ていの相手にありがたがられる行こう為いだが、中には「ＨＰが四分の一になってる時に限り、攻撃力が４倍になる」といったスキルも存在しているため、それを実行している冒ぼう険けん者に対して回復をすると「余計なことしやがって」と嫌いやがられることもある。

「回復役で来たのか？」

「街の危機ですからね。一度、倒そうとしたら踏ふみ潰つぶされて拠きよ点てん送りにされましたが」

「やられたのかよ。……ってか、お前、この街に拠点あるのか？」

「ふふふ、秘密です」

　カレンは気楽そうに笑う。

　とはいえ、カレンに限らない。中には楽しそうに戦っている者もいる。

　いくら無茶をしてもリアルで死ぬことはないのだから。いわばこれは祭りみたいなものなのだ。

　ただ、ヒルトら〈ゴスペル・クァイア〉にとっては違う。街を守る必要もあるし、周囲に向けて威い厳げんを示す必要もあるからだ。

「にしても、どうやったら倒せるんですかねー。ＨＰ全然減ってませんよ。まだ４９７０万以上ありますし」

　カレンもＨＰが見えているらしい。〈エグザマインストーン〉を使ったのだろうと、イチノは察した。

「沢たく山さんの人が色んな場所に攻撃してるけど、星が散ってない。クリティカルがまったく発生していない。だが、ウィークポイントのないモンスターなんてほとんどいないからな。おそらくどこかにウィークポイントがあるはずだ」

「なるほど。でも、ウィークポイントって肩かたと首じゃないんですか？」

　カレンは事も無げに言う。

　イチノは目を丸くした。イチノ自身もそう予想していたからだ。

「……なんでそこだと思った？」

「え……なんとなく？」

「またか……。いや、俺も同意見だ」

　彼女は適当にしているようで、時折妙みように核かく心しんを衝つく。

　イチノは彼女が冒険者なのか、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターなのか、未だに区別がついていない。ＮＰＣであればゲーム側の人間だ。ＨＰやウィークポイントがわかっていてもおかしくない。

　ただ、カレンには妙に人間くさいところもあって、イチノには判別がつきかねていた。

「イチノ、なんで首や肩がウィークポイントだって思うの？」

　サクラが不思議そうに尋ねてくる。以前のように疑いの眼まな差ざしではなく、感心しているような瞳ひとみだ。以前のような、チートという疑いの目を向けることもない。

「砲ほう撃げきが肩や首に当たった時だけ、ケローネーは僅わずかに目を窄すぼめる。見ようによっては、痛がっているようにも思えた」

　砲撃が続く中、イチノは当たった場所とケローネーの顔を交こう互ごに見ていた。モンスターが嫌がるような攻撃は、何かしら顔や肌はだに出る。

「……ホント、よく見てるわね。視力いいの？」

「この世界、別に現実側の視力とか関係ないだろ……」

「目が良い方が目の使い方をわかってるから、こっちでも視力がいいって言わない？」

「初めて聞いたよ。別に目が悪いわけじゃないしな。事実は知らんが、オカルトくさいぞ、その話」

　イチノはヒルトの方を向く。

「とりあえず、やるだけやってみよう。やるだけならタダだからな」

「何を？」というサクラの言葉も待たず、イチノはヒルトのいる右前足へ向かった。

　すでに街への到とう達たつ制限時間は三十分を切っている。

　悩なやんでいる暇ひまはない。

　ヒルトたちがジャストアタックを決めたところで、イチノはヒルトへと近づいた。

「あら、どうしたのかしら？」

「ヒルトさん、例の爆ばく弾だんアイテム持ってきてましたよね。貰もらえませんか？」

「イチノ君なら別にいいですけど、ひとつだけね。何かわかったのかしら？」

「それを確かめに行きます」

　ヒルトが出した紫むらさき色いろの結けつ晶しよう──〈アミドプルバー〉をイチノは一個だけ受け取り、袋ふくろの中に詰つめ込む。そして、次にハーケンを取り出した。

「イチノ君、何する気……？　まさか……」

「もちろん、登ります」

　イチノがタイミングを見計らって、動くケローネーの右前足に素す早ばやくハーケンを差し込んだ。ソーサラーではない以上、こんな大きなモンスターに登るには、登とう攀はん装備を使うしかない。

　そのハーケンを足場に、またハーケンを取り出して差し込み、そこをまた足場にして……と繰くり返して、テンポよく登っていく。

　ヒルトが呆あきれたような目をしていたのが目に入ったが、イチノはそれを見なかったことにした。

　幸いなことにケローネーは大暴れすることがないからか、イチノはすいすいと登っていく。ゆっくりと動くため、振ふり落とされそうな心配もない。ざらついた皮ひ膚ふのせいで少し気色悪そうではあったが、イチノは問題なく登っている。

　ふと、イチノが下を見ると刺さしていったハーケンを使って、サクラも登ってきていた。

「……ま、いいか」

　さらに足場を作りながら、少しずつ上へ。

　そして、ようやくイチノが右肩の頂上へと辿たどり着く。凹おう凸とつはあるが、そこは広いスペースのようだった。甲こう羅らの端はしが屋根のようになっていて、そこまでの高さは約六メートルといったところか。外側は光が入ってきているため明るいが、屋根が光を遮さえぎっており内側は少し暗かった。

　ケローネーが歩いているためによく揺ゆれるが、戦せん闘とうには支障が出ない程度だ。充じゆう分ぶんに戦えるし、空を飛ぶような相手でなければ条件は対等となる。

　イチノは改めて周囲を見み渡わたす。

　視線の先には、首と、そしてケローネーの顔があった。その巨きよ大だいな目で右肩にやってきたイチノを睨み付けるが、すぐに視線を正面に戻もどす。

（まるで、そこには居て欲しくないような目をしていたな）

　明らかに、そこに居る冒険者を意識したような目だった。何がいるのか、確かめるかのような──。

「もう、置いていかないでよ！」

　イチノに数分遅おくれて、サクラも到とう着ちやくした。

「落ちたら死ぬし、確かめるだけのつもりだったからついてこなくても」

「絶対についていくって決めたから。高いところなんて、別に怖こわくないし」

「……怖いのか」

　サクラはそう強がりつつも足が震ふるえている。

　極きよく端たんな高所恐きよう怖ふ症しようではないようだが、落下防止の柵さくもロープも何もなければ、この高さには恐怖を感じるだろう。

　イチノは残ったハーケンを今いる右肩に打ち込み、そこにザイルを通した。そして、ザイルをサクラの腰こしに巻き付ける。

「これで、落ちても大だい丈じよう夫ぶだろ。宙づりにはなるが」

「……ま、まあ、叩たたき落とされて死ぬよりはマシだけど」

　この世界では落下すれば、高さ相応のダメージを受ける。多少低くても打ち所が悪ければ戦闘不能で街送りとなる。この世界では身長の六倍の高さから落ちてもダメージを喰くらわない。だが、それ以上となると加速度的に増えていく。二十五メートルの高さから、百六十五センチのサクラが落ちた場合、３０００以上のダメージだ。最大ＨＰ７８８のサクラだって即そく死しだ。

　落下の衝しよう撃げきがあるわけではないし、痛みがあるわけでもない。ただ落下死がシミュレートにおいて確実となった場合、初期設定では落下を待たずに街送りにするシステムとなっている。

　もちろん、その設定をオフにしている者もいた。曰いわく、現実でできることではないから──ということだ。イチノ自身もそうしていた。もっとも落下死などしたことはないが。

「さて。明らかに怪あやしいアレを攻こう撃げきしよう」

　イチノが視線を向けた先に、大きく膨ふくらんだ塊かたまりがあった。緑の皮膚と同じ色のそれは、あまりにも不自然に膨らんでいる。

　イチノの身長ほどの高さのそれは、直径が一メートル弱といったところか。まるで生えている角を堅かたい皮膚で覆おおったような、そんな塊だ。

「了りよう解かいっ！　あれがウィークポイントかな？」

　イチノに言われて、サクラが先んじて攻撃を始めた。

　サクラが剣けんを振ると、翡ひ翠すいの軌き跡せきを描えがいて、剣けん閃せんはその塊にヒットする。

　しかし、サクラの攻撃で星が散ることはなかった。ダメージも今まで通り、百分の一にカットされている。

「もうっ！　ウィークポイントじゃないの!?」

　サクラはさらに剣で、その突とつ起き物を斬り裂さく。だが、結果は変わらない。ダメージはほとんど入らないし、ケローネーが目を細めて嫌がるような素そ振ぶりも見せない。

　やはり、武器によるダメージはカットされていた。

　そこへ──ひゅるるるると、妙に間の抜ぬけた音が響ひびく。

「サクラッ！」

　イチノは跳とぶようにしてサクラへと駆かけた。突起物の近くにいたサクラがその姿に目を丸くするが、有う無むを言わさず抱だきかかえる。

　そして、さらに跳んでその場から大きく離はなれた。

　その瞬しゆん間かん、突起物の周辺が──大爆ばく発はつを起こす。

「な、何!?」

「街からの砲撃だ。慌あわてなくていい」

　城じよう壁へきから放たれた砲ほう弾だんが飛んできたのだ。それが、屋根となっている甲羅と右肩の隙すき間まに入り込んだのである。

「狙ねらったのなら凄すごい腕うでだが、恐おそらくは偶ぐう然ぜんだろう」

「な、何かと思っちゃった」

「いきなり聞こえてきたからな。悪い」

　すぐにサクラの身体からだを離す。

「う、ううん。守ってくれたんでしょ？　あ、ありがと……」

　顔を赤くして、サクラは頭を下げた。

「い、いや……。別にいいから」

　イチノも頭を搔かいて目を逸そらしている。珍めずらしいことだった。

（調子が狂くるう……）

　この世界でのサクラは礼れい儀ぎ正ただしいが、活発で自分勝手なところがある。

　ただ、こうして妙に照れている姿は、現実でのサクラとよく似ていた。咄とつ嗟さの時に、素が出ているのかもしれない、とイチノは努めて冷静になろうと考えるが、あまり意味を成なさなかった。

「とにかく砲撃に気をつけて、もう一度攻撃しにいこう」

　イチノは誤ご魔ま化かすようにして、突起物のある場所へと向かう。サクラも気を取り直してイチノを追いかけた。

「……ん？」

　砲弾の当たった突起物に変わったところはない。吹ふき飛んだわけでもないし、形が大きく変わったわけでもない。目立つのは黒い煤すすが周りに付着しているという程度のものだ。これは火薬か何かの素材が付着したのだろう。

　だが、イチノが気になったのはそこではない。

　突起物の皮膚──外がい殻かくが一部、ほんの少しだけ抉えぐれていたのだ。正面の中なか程ほどに、抉れた痕あとがある。

　その上、その箇か所しよは、太陽光に反射して小さく光っていた。それは明らかに緑の皮膚とは違ちがう、闇やみ色の異質なものだった。

「………」

　イチノは自身の剣を取り出し、構えを取る。無骨で装そう飾しよくなど何もない、店売りの変へん哲てつもない剣だ。しかし、それは何度も鍛たん錬れんしてもらい、自分のプレイスタイルに最も合うようにクリティカル補正をあげてもらったイチノにとって最強とも言える武器だ。

　ケローネーの顔を見み据すえながら、剣を針の穴を通すようにして露ろ出しゆつした闇色の箇所へ向かって突ついた。

　剣は突起物に突き刺さることなく、鈍にぶい音と共に弾はじかれてしまう。

　だが──。

「星が、散ったな」

　僅わずかではあったが、星が散ったのをイチノの瞳ひとみは見み逃のがさなかった。

　その上、剣を突いた時のケローネーの目が、明らかに窄すぼまったのも確かく認にんした。

　だが、ＨＰの減りはまだ甘い。

　ウィークポイントを衝ついた場合、相手の防ぼう御ぎよ力は無視され、攻撃力がダメージと比例するようになる。

　また、ウィークポイントにはクリティカル補正がエリアごとに設定されていた。人の場合、頭なら１．５倍。首であれば２倍といったダメージ上じよう昇しようの補正である。星が散れば散るほど、その補正は強くなる。

　しかし、この馬ば鹿かげたＨＰを持つケローネーを倒たおすことを考えれば、クリティカルが出たとしても、その補正が高くなければ意味がない。１００ダメージが１２０ダメージになったところで焼け石に水なのだ。

　この規格外なモンスターを倒す──桁けた違ちがいのＨＰを０にするには、それこそ十倍二十倍──いや、物理ダメージ百分の一なんてスキルからすれば百倍のクリティカル補正が必ひつ須すだろう。

　ピンポイントに狙うのは難しいがクリティカル補正が五十倍というとんでもないモンスターもかつて存在していた。それを考えれば、このケローネーもウィークポイントを狙うのが前提という可能性もある。ウィークポイントが人の大きさほどあるのだから。

「もっと露出すればいけるか？」

　イチノはアイテム袋ぶくろから紫むらさきの結けつ晶しようを取り出した。ヒルトから譲ゆずり受けた、砲弾を作った際に副産物で出るという高性能な爆ばく弾だん。

「砲弾で露出したなら、これでどうかな」

　取り出したアイテムを凝ぎよう視し。アイテムの名前や使い方が頭の中へ入り込んでくる。

〈アミドプルバー〉。投げれば爆発。

　使用方法は、至し極ごく単純だった。

　イチノは突起物から離れ、そちらに向かって投げつける。

　突起物に当たった〈アミドプルバー〉は、その瞬間に凄すさまじい音を立てて大爆発した。

　轟ごう音おんが響き、大量の煙けむりが右みぎ肩かたのエリアに充じゆう満まんする。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　と、同時に大音量の悲鳴が響いた。

　それは初めて聞く、ケローネーの悲鳴だった。

　許容できない攻撃だったのか、ケローネーがダメージに耐たえきれないように身を捩よじる。

　大おお地じ震しんのような揺れがイチノとサクラを襲おそった。

「イチノ！」

　サクラが手を伸のばして、イチノの身体を抱きしめる。

「え、ちょ、おい！」

「い、イチノが、お、落ちちゃうから！」

　イチノはザイルを付けていない。イチノが見てて落ちそうで、それが不安だったのだろう。

「大丈夫だっての」

「だ、ダメだよ！」

　何がダメなのか指し摘てきをしたかったが、揺れが収まるまで放してくれそうになかったため、イチノは一いつ旦たん諦あきらめた。

　少し時間が経たつと大きな揺れは収まり、ケローネーは再び前に向かって歩き出す。煙も薄うすれ、視界も晴れてきた。

「ふう……」

「……お前が俺を支えにしたかっただけじゃないのか」

「そ、そんなことないから」

　サクラが恥はずかしそうに目を逸らす。どうやら図星だったらしい。

　イチノは溜ため息いきを吐ついて、視線を突起物へと戻もどした。

「露出してるな」

　すべてではなかったが、突起物の上半分は露出している。下半分は緑色の皮ひ膚ふのままだが、上半分は黒い鉱物のようなものになっていた。

　イチノがそこに剣を思いっきり振ふり下ろすとガキン！　と鈍い音と共に剣は弾かれてしまったが、またもケローネーは目を窄め、嫌いやがる素振りを見せる。

　さらに減ったＨＰ量は、先程に比べれば四倍に増えていた。

　それはイチノにとって、求めていた勝ち筋の端はしを捉とらえたようなものだ。

「もっと露出させれば、クリティカル補正が増えるかもしれないぞ」

　イチノは少し興奮気味にそう呟つぶやく。

　だが、すぐに思い至る。そのための手段がないことに。

　ヒルトからもらった爆弾はひとつだけなのだ。今、イチノはその手の爆発系アイテムを何ひとつ持っていない。

「イチノ、どいてっ！」

　サクラが突起物へと肉にく薄はく。剣けん閃せんを燦きらめかせる。

「〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉！」

　剣の名前であり、装備した者限定のスキル〈風精剣ゼフィランサス〉。

　六回の攻こう撃げきと、花弁による防ぼう御ぎよ膜まくを張る、攻防一体のスキル。サクラの必殺技わざだ。

　緑の剣閃が花開く。

　花弁を描いた剣閃は、吸い込まれるようにして突起物に命中した。命中の都度、相当な量の星も散る。

　ダメージは３２１８。十人以上のジャストアタックで約４０００だったことを考えれば、サクラひとりでこれを叩たたき出せたのはかなりの明るい材料と言えた。

　だが、サクラの目的はダメージではない。突起物の肌はだは剝はがれず、中身は完全に露出しなかった。

「くっ……武器じゃ、ダメなの？」

　サクラが口くち惜おしそうに口を真一文字に結んだ。

「武器じゃダメなんだ。アイテムの爆発か、たぶん魔ま法ほうじゃないと……」

　このモンスターは、とことん武器を使う冒ぼう険けん者を嫌っているらしい。

　サービス開始当初は魔法の効率的な運用ができず、ソーサラーのロールは冷れい遇ぐうされていたというが、その反動が来るのか、とイチノは内心思う。

　文化が進歩するということは、今まで中心だったものの意義が薄くなるということでもある。なくなることはあり得ないが、必要性が薄くなるという可能性は高い。

　何よりも大たい砲ほうができたということは、世界史に照らし合わせれば剣や槍やり、斧おのの時代は終わるという意味を示し唆さしているのかもしれなかった。

　威い力りよくの高い遠方からの攻撃は、それだけで剣や槍を使う冒険者を戦せん闘とう不能にすることができるのだ。もちろん、すぐに切り替かわることはないだろうが、時が進むにつれ、剣が時代遅おくれとなる時が来るのかもしれない。

　そんなことを思い描えがきながら、イチノは首を振った。

（いずれ、とか、未来とかのことを考えても仕方ない）

　意識を切り替えて、今この場をどうするべきか演算する。

「このぐらい剝がれてれば──いや……」

　マニュアルによって剣を扱あつかえば、露出している箇所をピンポイントに狙ねらい撃うつことは可能だ。だが、イチノだけがウィークポイントを攻撃したところでダメージは多くならない。セミオートによる操作をしている冒険者も含ふくめて、誰だれもが狙えるように完全に露出させて、全員で攻撃をする必要がある。

「連れん絡らくしてソーサラーに来てもらうか、あるいはヒルトさんから残りの爆弾をもらってくるか……」

　今、イチノのアイテム袋の中に爆弾アイテムは入っていない。

　素材だけなら拠きよ点てんとなる部屋に大量にあるが、今から作ってもらう暇ひまもなかった。

　すでに『ファルセリア』の城じよう壁へき近くまでケローネーは迫せまっている。距きよ離りにしてあと十分もすれば城壁にぶち当たるだろう。

「どちらにしろ、下りる以外の選せん択たく肢しはないか……いや」

　ソーサラーに来てもらうにせよ、爆弾をもらうにせよ、まずはこのウィークポイントを知らせた方がいい。

　イチノはアイテム袋から乳白色の水すい晶しようを取り出した。それはヒルトから借り受けた〈タイズラインペブル〉──近距離用の連絡アイテムだ。

「ヒルトさん！」

　呼び掛かける。近くにいれば、アイテム袋から大きな鈍い音が鳴り響ひびくため、すぐに気付くはずだ。

　目もく論ろ見み通り、通信先であるヒルトはすぐに出た。

『イチノ君？　何か用事かしら。今、こちらも忙いそがしいのだけど』

　いつも通りの落ち着いた口調だ。

「ウィークポイントを見つけました。肩の上にある突とつ起き物がそうです」

『ウィークポイント……そんな箇か所しよにありましたの』

「ただ、皮膚に覆おおわれてるんで効率的にクリティカルを出すために完全に剝がす必要があるんですけど、魔法か爆発アイテムでないと無理みたいなんです。ソーサラーをひとりこっちに寄よ越こしてくれませんか？　できれば、爆発系の魔法が使える冒険者を！」

『わかりました。ひとりをそちらに──ＳＰ回復中ですって？　イチノ君、少し時間がかかりそうです。それまで待っていてください』

「了りよう解かいです」

　イチノは登ってきた場所まで行き、そこにハーケンを刺さしてザイルを通す。そして、そのザイルのもう片側を下に落とした。ザイルの長さは五十メートルはある。これで他ほかの冒険者たちも登りやすくなるだろう。

「さて。あまりダメージは通らないが、少しでもダメージは与あたえておこう」

「了解ッ！」

　イチノとサクラはそれぞれ突起物の端に立って、そのウィークポイントを攻撃する。

　大したダメージは出ないが、それでも大事なのは積み重ねだということをイチノは嫌というほどわかっている。

　そして、二分が経過した頃ころ。

「イチノ、サクラ、離はなれてっ！」

　イチノにとっては聞き慣れた声が届いた。

　イチノとサクラは警告された通り、咄とつ嗟さにその場から大きく跳ちよう躍やくして離れる。

　ひゅっ──と風が空気を斬きり裂さく時のような音が耳みみ朶たぶに触ふれ──その瞬しゆん間かん、轟音を響かせて大爆発が起こった。

　右肩のエリアが大きく揺ゆれる。爆発の余波で周囲に砂さ塵じんが舞まった。

　ちょうど突起物の辺りへと命中したようだったが、砂塵が充満し、まだ確かく認にんすることができない。
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　少しして、風と共に視界が晴れる。

　突起物が完全に露ろ出しゆつしていた。そこにはまるで鉱石のように堅かたそうな石がある。黒く輝かがやき、血管のように張り巡めぐらされた線をなぞるように光が流れていた。

「どお？　魔法ならあたしでしょ？」

　スタッとイチノの隣となりに降り立つ少女。

　それは元ギルド仲間のユリだった。魔法使い然とした格好をして、その手には樫かしで作ったような杖つえを持っている。その肩には小さな鳥のようなモンスターを乗せていた。ユリがペットにしたモンスターだ。

　イチノの胸までしか身長がないため、とても幼く見える。

「ユリか。どうして……」

「下でカレンに会って、イチノが上にいるって聞いたのよ。で、ヒルトから話を聞いて、余よ裕ゆうのあったあたしが、いち早く浮ふ遊ゆう魔法を使ってここに来たってわけ。で、ここに来たら、イチノとサクラが突起物になんかいっぱい攻撃してるから、そこを攻撃すればいいのかなって」

「……別にここに来てから撃ってもよかったんじゃないか？」

「は、早い方がいいに越こしたことはないでしょ！」

　ユリは誤ご魔ま化かすように照れ笑いして顔を逸そらす。

　順序はおかしかったが、最良の結果をもたらしたのは確かだ。

「ってことで、アレに攻撃すればいいのね？」

「まあ、うん……」

「任せなさい！」

　そして、ユリは詠えい唱しようを開始し、露出した突起物に炎ほのおの弾たまを何発も撃ち込んでいく。切れ目なく、何度も何度も。突起物から大量の煙けむりが立ち上り、クリティカルの証あかしである星が数多く煌きらめいた。それが晴れる頃には次の弾が命中するため、煙と星は途と切ぎれない。

　脳内に流れ込むＨＰ残量も見る見るうちに減少していった。

　どうやら魔法による攻撃でもウィークポイントには変わりないようで、ユリの叩き出すダメージ量はこれまでとは桁けた違ちがいだった。ウィークポイントといっても中には魔法攻撃がクリティカルにならないケースなどもある。イチノはそこを懸け念ねんしていたが取り越し苦労だったようだ。

「それそれそれぇっ！」

　興が乗っているのか、ユリはその手を突起物に向けて、そこから炎えん弾だんを連射しまくっている。元々、ユリは派手な魔法が好きなこともあり、それを何度も間断なく使用するためにＳＰの節約もスキルを付けてＳＰ運用をしていた。

　途切れない魔法は、瞬またたく間にＨＰを減らしていく。

　しかし──。

「……ちっ」

　イチノが小さく舌打ちした。

　ケローネーがまともなモンスターであれば、身体からだが消し炭になっていただろう。

　ユリの魔法がクリティカルで命中して１００００前後。三十発近く打ち込んでいた。

　一発ずつに乱数でダメージは違ってくるが、ユリだけで約３０００００は減らしている。今までに比べれば、段違いの大きな成果ではあるのだ。

　だが、ケローネーのＨＰはその遥はるか上を行く。如何いかにユリがＳＰ運用が上手うまかろうと、限度というものがあるのだ。

「イチノ！　どのぐらい減った？」

「０．６パーセントだ」

「……は？」

　ユリは予想外すぎたのか、驚おどろきを通り越して表情が凍こおり付いている。

「そこらの巨きよ大だいモンスターを三匹びきぐらいは倒たおしてる火力をぶっ放したのよ!?　それが、０．６パーセント!?　イチノを疑うわけじゃないけど……」

「最大ＨＰ５０００００００だぞ。３０００００じゃ、まだ焼け石に水だ」

「これ以上、ＤＰＳ時間当たりダメージ上がんないよ！」

　ユリが嘆なげくのも仕方のない話だが、事実は事実だ。その通りに伝える他ない。

「イチノ！　もう、城壁に……！」

　サクラが叫さけぶ。

　すでに城壁は目の前にあった。城壁の上部にいる大砲を撃っていた〈ゴスペル・クァイア〉のメンバーたちは、ここを支えるのを無理と判断したのか、一糸乱れずにその場から離れた。

　ケローネーが城壁に構わず前進する。

　そして、城壁はまるで積み木と思わせるかのようにあっさりと崩くずされた。

「きゃあああああああああっ！」「城壁が崩れたぞ！」「お、おいマジかよ！　街が壊こわれるって本気かよ！」「運営何考えてんだ!?」「早くどうにかしてくれぇっ！」「冗談じゃねぇよ、なんだこいつは！」「もう街は終わりなの？　地図から消えるの!?」

　街中から悲鳴が響く。

　どうにもならない。そんな感情が街中にひしめいていた。

　その上──さらに悪いことが起こる。

「キシャアッ！」「ガアッ！」

　どこから現れたのか、イチノたちがいる場所──内側の薄うす暗ぐらい場所に、何匹ものモンスターが現れていた。

　いや、それは現在進行形だ。魔ま法ほう陣じんが現れては、そこに小さな人型で、小型ナイフを持っている醜みにくいモンスター──ゴブリンが浮うき上がってくる。

　この世界に存在するゴブリンというモンスターによく似ていた。ただ、肌はだが黒々として、力ちから瘤こぶは筋力を誇こ示じしているかのように張り詰つめており、それは今まで見てきたゴブリンとはまったく違う。

　転送魔法でも使っているのか、それらのモンスターが次々と湧わき出てきた。その上、小型ナイフは、禍まが々まがしい紫むらさき色いろの刃はを持っている。切られた場合、麻ま痺ひか毒か──何かしらのステータス異常を引き起こさせる可能性が高かった。

　ゴブリンが二十匹以上になったところで、一いつ斉せいにイチノたちへと襲おそいかかってくる。まるで突起物をこれ以上、攻こう撃げきさせるなと使命を受けたかのように。

「くそっ！」

　イチノは即そく座ざにゴブリンのウィークポイントを記き憶おくから引き出し、襲いかかってきたゴブリンのウィークポイントである喉のどを真横に撫なで切りにする。ウィークポイントは別種といえども同じだったようで、星が瞬いてゴブリンは呻うめいた。

「一撃じゃ無理か……！」

　続けて同じ場所に剣けん閃せんを放つ。その剣閃で再び星が煌きらめき、ゴブリンは倒れた。

　だが、その隙すきを狙ねらって、後ろにいたゴブリンが前のゴブリンを踏ふみ台にして空中から襲いかかってくる。

　イチノは返す刀でゴブリンを下から切り上げた。空中にいたゴブリンは倒れることはなかったものの、後ろに大きく吹ふき飛ばされる。そして、一回転して着地した。

　さらにゴブリンが三匹、手に持ったナイフを投げつけてきた。イチノは即座に軌き道どうを演算し、剣の軌道と三つの投げられたナイフの当たり判定が重なるようにして剣を薙なぐ。

　無事、当たり判定の相そう殺さいが成功し、ナイフは弾はじかれた。

「邪じや魔まっ！」

　サクラもゴブリンにかかりきりだ。

　イチノと違い一撃で屠ほふることができているが如何いかんせん数が多すぎる。二十匹ぴきだったゴブリンは五匹減ったが、また新たに十匹が追加されていた。埒らちがあかない。

「この忙しい時にっ！」

　ユリが詠唱を完成させた。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我わが世界。霧の国ニブルヘイムより来たれ、氷の大地レクイエム！」

　ケローネーの右みぎ肩かたに、瞬く間に厚い氷の膜まくが張り付いていく。ゴブリンたちはまず足にその氷が纏まとわり付いて動けなくなった。

　動けなくなったところを、さらにその全身を淀よどみなく氷が覆おおっていく。

　完全に氷こおり漬づけとなり、ユリがパチンと指を鳴らす音が響ひびいた。

　ガラス製品を荒あら々あらしく叩たたき割った音と共に、氷は次々と割れていく。

「ソーサラー舐なめんなっ！　雑魚ざこの殲せん滅めつ魔法ならお手の物なのよっ！」

　勝ち鬨どきを上げるかのように、勝ち誇ほこった顔で杖を高々と掲かかげるユリ。

　だが、その顔も長くは続かなかった。

　絶え間なく大量の魔法陣が浮かび上がり、そこからゴブリンが現れる。

　転送で現れるため、どこかしらの転送元となるポイントがあるはずだが、周囲を見み渡わたしても中に入れるような場所も見えない。

「まさかウィークポイントを攻撃したら、こんなトラップまであるなんてな」

　ウィークポイントを完全に露出させると、このゴブリンたちが転送されてくるのだろう。

　雑魚とはいえ、こうして大量のモンスターが現れるとウィークポイントへの攻撃もままならない。どこもかしこも手が足りなかった。

　街の冒ぼう険けん者だけでは無理なのではないか？

　この世界の冒険者をすべてつぎ込まなければ無理なのではないだろうか？

　そんな考えがイチノの脳のう裏りを過よぎる。

　下では少しずつ城じよう壁へきが崩され、街への侵しん入にゆうを許そうとしていた。

　もはや街の崩ほう壊かいは秒読みである。

「……さすがに面めん倒どうすぎる」

　イチノが最も苦手とするのは数の圧殺だ。

　レベル１のイチノは、一撃でも食らったら戦せん闘とう不能に陥おちいる。

　故ゆえに攻撃と守備のタイミングを常に見計らう必要があった。

　逃にげるべき時には逃げることも、イチノは厭いとわない。

　しかし、すでに撤てつ退たいのタイミングを見誤った。

　一匹、気の利きくゴブリンがいたのか、イチノが登ってきた場所に刺さしてあったハーケンが抜ぬかれ、ザイルごと放ほうり投げられてしまっている。

「憎にくたらしい奴やつだ……！」

　即座にそのゴブリンを斬り倒したが、落ちたハーケンは戻もどらない。

　帰き還かんアイテムを使うべきなのだが、このまま街が崩壊してしまうのを見届けるのは抵てい抗こうがあった。

「ユリ！　浮ふ遊ゆう魔法のＳＰは残ってるか!?」

「無理、じゃないけど……ふたりも抱かかえて降りるならこの場が落ち着かないと……！」

　浮遊魔法──〈レビテーション〉は使うのに、少しコツがいるとはユリの弁だ。

　浮遊魔法は風の魔法を応用して使用するために、風を吹き付けさせる範はん囲いやその強さを適てき宜ぎ調整する必要がある。

　自分ひとりであればバランスを取るのは楽ということだが、誰だれかを抱えて浮くのは難しい上に使用するＳＰが雪だるま式に増えていく。

　もし、途と中ちゆうでＳＰが尽つきれば、身体を浮かせている風は止やみ、当然落下することになる。

　地面に近い高さで尽きればいいが、高い場所で尽きれば落下死は免まぬかれない。

　だが、今のイチノたちが落下死を免れつつ生き残るためには、ユリの浮遊魔法だけが手段となる。だからこそ、そのためのＳＰを残すために、今のユリは魔法を使わずに逃げているのだろう。

「今、この場で俺とサクラで殲せん滅めつしなきゃならないってことか……！」

　イチノは戦闘不能に陥るわけにはいかなかった。

　この世界での死が、現実での死に繫つながるわけではない。それはゲームとして当然の話だし、現実の死の危険がある世界など、命知らずでない限り冒険したくはないだろう。

　だが、イチノは恋の人格データ、《メモリーフラグメント》を守る必要があるため、死ぬことは許されなかった。

　預けることも、誰かに一時的に持ってもらうこともできない特とく殊しゆなアイテム。

　戦闘不能になれば、幾いくつか落ちてしまうアイテムの中に《メモリーフラグメント》が混ざる可能性があった。

　もしドロップして喪そう失しつすれば、妹の恋は二度と目覚めることはできなくなる。

「くっ……！」

　だが、死は迫せまり来る。イチノたちはじり貧な状じよう況きようへ追い込まれていた。

　どうにか生きてはいるが、イチノは集中力を切らした時点で終しゆう了りようである。

　このまま戦闘が推移すれば集中力がなくなり、ゴブリンたちからどこかで命取りとなる一撃を食らう。

　空にも暗雲が立ちこめ、まさに絶望への崖がけに追いやられようとしていた。

　その瞬しゆん間かん──。

「〈プロト・トールハンマー〉！」

　いずこから声が響く。ユリの声ではない。

　声が耳に届いた時──イチノたちのいるエリアに無数の雷かみなりが拡散し、ゴブリンたちが雷らい撃げきを食らう。モンスターたちは雷に身を焼かれ、倒たおれながらその身体からだを消していった。

　イチノたちはその身を白く薄うすい膜のようなものに覆われ、魔法の巻き添ぞえにならないようフォローまでされている。

「今のは……《オリジンマジック》!?」

　ユリがそんな言葉を漏もらす。

《オリジンマジック》。それは《オリジンウェポン》と対ついを成なす、伝説の魔法だ。

　異世界の精せい霊れいを契けい約やくを為なすことで使用可能な、この世界の理ことわりを異とする魔法。世界にひとりしか使えない。

　だが、その伝説的な魔法である、〈トールハンマー〉が次々に打ち出される。

「〈プロト・トールハンマー〉ってことは、《オリジンウェポン》を模も倣ほうした魔法ね」

　武器と違ちがい、魔法はその原理さえわかれば模倣することができた。

　と言っても、原理を解明するのは並なみ大たい抵ていのことではない。数式を証明するようなものだ。間違えれば魔法は暴発し、自らのＨＰにダメージを負う。

「我々に任せるがいい！」

　この世界でそんな解明をできるものは限られている。

「この五大ギルドがひとつ、〈セレマ・グノーシス〉に！」

〈セレマ・グノーシス〉。それは魔法専門のギルドだ。あらゆる魔法を使いこなし、解かい析せきし、効率化し……ひとりひとりが巨きよ大だいモンスターを一瞬で屠れるとまで評される最強のソーサラーたちが集まるギルドだ。

　すでにケローネーの右肩エリアを包囲するように、彼らは浮かんでいた。その数、三十五人。

　難易度の高い浮遊魔法を悠ゆう々ゆうと使いこなし、同時に攻こう撃げき魔法を詠えい唱しようしている。ユリも軽々しく使っているが、これはなかなかできることではない。浮遊魔法による処理を行いながら、攻撃魔法の処理もするというのは、左手と右手で別々の計算式を解くといった行こう為いに等しい。

「援えん軍ぐん……？」

「そうっぽいな」

　サクラが少し信じられないように呟つぶやくと、イチノがそれに答えた。

「援軍に来たぞー！」

　地上から猛たけ々だけしい声が、イチノたちのいる場所まで響いてくる。

　援軍に来たのは〈セレマ・グノーシス〉だけではなかった。

　地上では銀の鎧よろいを着込んだ騎き士したちが剣を振ふり、チャーチ・クァイアを援護している。

　また城壁とは反対側からは多数の車輪付きの大たい砲ほうが並べられ、そこから大量の砲ほう弾だんがケローネーに射出されていた。その冒険者たちは工具を身につけた工兵のような格好をしていて、様々なアイテムをその身に纏っている。

　騎士たちは〈ローズリッター〉のギルドメンバー。

　工兵たちは〈アマツマウラ〉のギルドメンバー。

　いずれも五大ギルドの所属である。

　魔ま法ほうギルド〈セレマ・グノーシス〉、騎士ギルド〈ローズリッター〉、鍛冶かじギルド〈アマツマウラ〉。そして、聖せい賢けんギルド〈ゴスペル・クァイア〉。

　五大ギルドのうち、ひとつの街にその四つが相あい見まみえている。

「ヒルトさん、前に手は打ってるって言ってたけど、これかな？」

「かもな」

　サクラの考えは正しい。事実、ヒルトは他ほかの五大ギルドに援軍を打だ診しんしていた。

　このモンスターを一ギルドで倒すことが不可能だと確信していたのだ。

「前魔部隊、無差別に攻撃せよ！」

　宙に浮ういているリーダー格の女性が号令をかける。

　ケローネーの右肩を包囲するように浮いていたソーサラーたちは杖つえを掲げた。

　そして、その杖から様々な魔法が放たれる。炎ほのお、氷、風、雷……千差万別だが、いずれもレベルの高い魔法だ。ウィークポイントをまだ聞いていないのか、右肩の全域を攻撃範囲にしている。

　イチノたちは巻き込まれないよう、端はしへと待たい避ひした。「ウィークポイントは、そこの突とつ起き物だ！」と、イチノは叫さけぶが、魔法による轟ごう音おんでまったく届いていない。

　無差別な攻撃はなおも続いた。

「後魔部隊、モンスターを一いつ掃そうせよ！」

　次のリーダー然とした者の周りに付き従っていた五人ほどのソーサラーたちが、転送されてくるゴブリンたちを、その度たびに広範囲魔法で次々と倒していく。

　ゴブリンたちは、右肩のエリアに現れては消えていった。

「ケローネーのＨＰが五分の一減少！　あと、一分あれば四分の一に減らせます！」

　誰かがそう叫んだ。

　イチノの頭の中に、確かにその情報は流れ込んでいた。剝むき出しになったウィークポイントもまとめて攻撃しているとはいえ、１０００００００をこの短時間で減らすとは、とんでもないＤＰＳである。

　そして、瞬またたく間に一分が経たち、ケローネーのＨＰは３７５０００００まで減っていった。こうもあっさりいくと拍ひよう子し抜ぬけですらある。

　だが──そう理想通りに推移すれば冒険者たちは苦労しない。

「ＨＰの減少が著しく遅ち滞たい！　いや、これは──回復しています！　自然回復です！」

　誰かが叫ぶ。

　イチノがウィークポイントを見ると、確かに黒かった突起物がうっすらと赤くなり、また黒へと戻るように一定周期で明めい滅めつしていた。

「魔法によるダメージが大きく減少しています！」

　さらに悲鳴のような声が響ひびく。

　イチノは勝ちパターンの崩くずれていく音を聞いた気がした。

　元々ＨＰが減ると行動パターンや耐たい性せいなどを変化させる敵は多い。このケローネーも例に洩もれず、やはり変わるのだ。

「魔法による攻撃のダメージは……想定の範囲内だが」

　もし、ウィークポイントがなければという想定で言えば、彼らの叩たたき出しているダメージはイチノの計算通りだ。自然回復による回復もあるが、それも含ふくめてである。

　もし、ダメージの減少を感じたというのなら、それはウィークポイントに魔法攻撃のダメージが入らなくなったことに他ならない。

　自然回復の付ふ与よ。魔法耐性の付与。

　あまりにも極きよく端たんな変化ではあるが、今まで変化を起こすモンスターがいなかったわけではない。

　だが、この場に於おいて〈セレマ・グノーシス〉にとっては想定外だったらしい。部隊のリーダーが爪つめを嚙かんで、どうするべきか次の行動を決め倦あぐねていた。

「物理攻撃を推すい奨しようします！」

　部下らしき男が魔法を放ちながら叫ぶ。事実、ここではそれしかないだろう。

「〈ローズリッター〉に連れん絡らく！　ファイターを幾人かここまで登らせろ！」

「返信来ました！　リーダー不在で許可が出せないそうです！　〈アマツマウラ〉の方からは浮遊魔法で連れて行けとのこと！」

「リーダー不在だと？　なんだそれは！　浮遊魔法!?　そんな余よ裕ゆうあるか！　ロープでも垂らしてやれ！」

　突とつ然ぜんの勝ちパターン崩ほう壊かいに、誰もが余裕をなくしている。

　ギルド同士の軋あつ轢れきや関係、メンツもあるのだろう。連れん携けいもできていない。

　そんな中、イチノは──。

「だったら、俺がやる！」

　戦せん況きようを見守っていたイチノは魔法攻撃が止やまぬ轟音と煙けむりの中、突起物へと肉にく薄はくする。

　一度剣けんを引き、そして、素す早ばやく突つき出した。

　明滅していたウィークポイントは、今度は剣を弾はじくことなく根元まで突き刺ささり──凄すさまじい量の星を散らす。

　クリティカル補正が幾つなのか、ぱっと見ではわからないほどだ。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　ＨＰは全体で見ればまだ大きく減っていない。だが、ケローネーはついに根負けしたかのように雄お叫たけびを上げた。

　そして、激しく身を捩よじる。

「うわっ！」「きゃあっ！」

　右みぎ肩かたのエリアに足をついていた冒ぼう険けん者たちは全員、空へと投げ出された。イチノとサクラ、そしてユリも。

「このおっ！」

　だが、ユリは残ったＳＰを使って浮ふ遊ゆうし、風を制せい御ぎよして落ちていくイチノとサクラへと手を伸のばす。

　ふたりともしっかりと、ユリの腕うでをそれぞれ摑つかんだ。

「サンキュー、ユリ」

「あ、ありがとう……」

「ど、どういたしましてっ……。ちょっと集中力を切らしたくないから、話しかけないでっ！」

　もはや集中力もＳＰも残り僅わずかなのだろう。ふたりを支えているためか必死の形相だ。

　さすがに浮上するＳＰは残ってないのか、ゆっくりと降りていたが、この速度なら落下死はしない。

　降りながら、イチノはケローネーを見る。

　その身体を、街とは別の方角に向けていた。そして、街からゆっくりと離はなれていく。

　ケローネーを追いかける者は誰だれもいなかった。さすがに、誰もこれ以上ケローネーと戦う気力はないのだろう。

「ケローネーが方向を変えてくれたか……」

　イチノが誰に言うでもなく呟いた。

「ま、守れたの？」

　サクラが恐おそる恐る尋たずねてくる。

「ま、最低限のことはできたんじゃないか」

　とはいえ、完敗だった。

　まだすべてを解明しきれていない上に、勝ち筋も見えていない。

　ウィークポイントを露ろ出しゆつさせれば、ダメージは通るという希望は見えた。

　だが、そこから自然回復もあり、魔法を遮しや断だんすることもあり、ウィークポイントを露出させれば雑魚ざこモンスターが湧わき出てくる……それら絶望もまた見えた。

　あらゆる力を総動員して、モンスターの道を逸そらすという最低限の仕事ができただけだ。

「でも、街が壊こわされなくてよかった」

　サクラがしみじみと囁ささやくように小さく言う。

　イチノたちだけでなく、ケローネーと戦った冒険者たちは、街を守れたことに安あん堵どの溜ため息いきを吐ついていた。







　■第二章







　街に拠きよ点てんを置く冒険者たちと複数のギルドの協力で、ケローネーによる街の消しよう滅めつ危機は去った。

『ファルセリア』では〈ゴスペル・クァイア〉主導で城じよう壁へきの復旧作業、及および破は壊かいされてしまった家の建て直し作業などが行われていた。

　城壁を作る場合などもアルケミストの合成によって作られるし、家もアーキテクトのロールが行うこと以外は同じだ。

　家を破壊されてしまった場合、内装は駄だ目めになってしまうが物置に入れてあるアイテムは物置自体が無事であるため、アイテム消失の問題はない。その物置自体を持っていこうとする悪わる知ぢ恵えの働くものはいるが。

　以前、このような問題が起こって以降、物置にはＩＤ番号が振られ、そのＩＤ以外の冒険者は触ふれられないようになっている。それはそれでまた別の問題を引き起こすのだが。

　ともあれ、『ファルセリア』の街はケローネーの危機が去って一時間。すでに活気を取り戻もどしていた。ただ、本当に危機が終わったわけではないことも重々承知で、住人たちの顔にはどこかしら影かげがある。

　出現した時の熱ねつ狂きようはどこへやら、引っ越こしをしようかどうか、真しん剣けんに考えている冒険者は多かった。街は『ファルセリア』だけではない。他ほかにもあるのだ。ここに執しゆう着ちやくする必要はない。あるいは危機が去るまで、別の街に引っ越していてもいい。

　ただ、やはり誰しも愛着はある。見慣れた街。採取し慣れて覚えたポイント。育はぐくんだ人間関係。効率のいいルーチンワーク。それらを軽々しく捨てることもできなかった。

　それゆえ、彼らは力の強い集団に頼たよる。街を守ってくれる集団に期待する。

　すなわち街を自治するギルドへと。

〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホーム前では、多くの冒険者たちが陳ちん情じようにやってきて、メンバーたちはその対応に追われていた。

　だが、ギルドメンバーにその思いは十二分に届いている。自分たちの自治する街だ。どうにかして守りたいと考えているに決まっている。

　だからこそ──そのための会議が、今、会議室で行われているのだ。

　以前、イチノたちも入った〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホーム。その会議室で、冒険者たちがテーブルに座り向かい合っていた。

〈ゴスペル・クァイア〉のメンバーだけではなく、他のギルドのメンバーたちもいた。

　テーブルに座るのは、〈ゴスペル・クァイア〉のリーダーであるヒルト。

　その対面に〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーを務める女性。

　その右側の端はしに〈ローズリッター〉の四騎き衆しゆうの男性がひとり。

　その対面に〈アマツマウラ〉の砲ほう兵へい大隊長の男性がひとり。

　リーダーではないが、いずれも劣おとらぬ高レベルの冒険者だ。このメンバーたちの座る後ろに、それぞれ二名から三名の補ほ佐さをしているのであろう冒険者たちが控ひかえている。

　そして、会議室の隅すみにイチノとサクラ、そしてユリがいた。ケローネー撃げき退たいに参加したということで、ヒルトがゲストとして無理矢理この会議に参加させていた。もっとも、嫌いやがるイチノたちを無理矢理引っ張り込んでいるため、三人の表情は憮然としていたが。

　またイチノたちとは対面となる隅に、先の戦闘に参加していなかった〈八や咫た烏がらす〉のギルドメンバーも入っていた。しかし、仮面を付け、その表情は窺えない。性別すらも、だ。またこの会議に参加した理由すら不明である。

「なぜ、戦闘に参加すらしていない〈八咫烏〉がいる」

〈セレマ・グノーシス〉の女性が、その闖ちん入にゆう者しやを睨み付ける。

　吊り上がった目がいかにも気の強さを示しているようで、声も威い圧あつ感かんを隠かくしていない。その身体からだは藍あい色いろのローブで覆おおわれており、冷れい淡たんなように見える。その女性が苦手なのか、後ろに控える者たちも緊きん張ちようして、がちがちになっていた。

　すると、〈八咫烏〉からの参加者は呟くように声を放つ。

「我々は傍観者。五大ギルドの会議ならば見守る義務がある。ヒルト殿からの許可もある」

「何を偉そうに……！」

「いいではありませんか。〈八咫烏〉ならばいつものことです。毒にはならんでしょう」

　そう言って〈アマツマウラ〉の砲兵大隊長の男性が窘める。

　実際のところ、五大ギルドのひとつ〈八咫烏〉は他のギルドとの接触を好まない。排他的という噂もあり、とにかく謎が多いことで有名なギルドだった。

「ともかく大変でしたな。あんなモンスターが近くに現れて。ヒルトルートさん」

　しかし、砲兵大隊長は気にせず、世間話を始めるかのように口火を切った。がっしりとした体つきの中年男性で髪かみを剃そり上げているのがとても目立つ。髭ひげも生やしており、来ている服も含めて、ほとんどの者は気のいい小父さんという印象を抱いだくだろう。もっとも現実でも同じ姿かどうかはわからないが。

「いえ、こればっかりは仕方のないことですわ。ですが、皆みな様、援えん軍ぐんに来ていただいて改めて感謝致いたします。この場を借りて謝辞を述べさせていただきます」

　ヒルトが座ったまま、小さく頭を下げる。

「〈ゴスペル・クァイア〉は『ファルセリア』を治めていた前ギルドが失しつ脚きやくして成り上がった……力がないのは仕方ない。むしろ、我々を頼ることを選せん択たくしたのは英断であろう」

〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーが、挑ちよう発はつするように薄うすら笑いを浮うかべた。

　彼女はイチノもケローネーの上で間近に見たが、確かに五大ギルドのサブリーダーになるだけのことはある技量を確かく認にんしている。浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを使いながら悠ゆう々ゆうと上級魔法を使いこなすのは並なみ大たい抵ていの者ではできない。

「貴様っ！」

　ヒルトの傍そばに控えるメンバーのひとりが声を荒あららげた。自分たちを侮ぶ辱じよくされて黙だまっていられなかったのだろう。

「止やめなさい」

　それをヒルトが手で制する。安い挑発に乗ってはダメよ、と顔に書いているようで、その表情には余よ裕ゆうが見える。激げき昂こうした冒険者は渋しぶ々しぶと口を噤つぐんだ。

「成り上がったことを否定はしませんわ。ただ、力がないと言われるのは心外ですわね」

「ふん……。ケローネーに手も足も出なかったギルドが何を言っているのだ？」

「情報を集めたのは私たちと、そこにいる彼らです。情報がなくても、貴方あなた方は倒たおせたとおっしゃるのかしら？　それに、魔法が効かなくなってからも、貴方方に倒せまして？　それに、まだ倒したわけでもありません。油断なきよう」

「……ふん」

　苦み走った顔をして、〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーは口を真一文字に引き結んだ。

　そこへ、まあまあと〈ローズリッター〉の四騎衆のひとりが柔にゆう和わな笑えみを浮かべて、ふたりを止める。

「まあ、〈ゴスペル・クァイア〉さんの情報があったからこそ、我々も準備ができたのです。それが街を守ることに繫つながった。それでいいではありませんか」

　そして、無難にまとめた。温和な青年のようで、その表情に若々しさがある。現実で言えば大学生ぐらいのようにも見えた。刈かり上げた髪を逆立て、それがまた快活そうな印象を与あたえる。控えている者が持っている巨きよ大だいな斧おのは彼の武器のようで、話によるとそれを軽々と扱あつかったらしい。筋力ステータスは相当強いのだろう。

「はっ。貴様、戦場にはいなかったではないか」

　そこに〈セレマ・グノーシス〉の女性の指し摘てきが入る。

　事実なのか、〈ローズリッター〉の青年はばつの悪そうな顔をした。

「ははは、すいません。少々、用事で遅おくれてしまいまして。連れん絡らく不備で申し訳ない」

　暖簾のれんに腕うで押おしと思ったのか、彼女は舌打ちをして、それ以上追つい及きゆうをしない。

　この時点でサクラやユリは、この腹の探さぐり合いにげんなりとした顔になっていた。イチノは、ここから早く抜ぬけ出したいと思っているようで少し苛いらついた表情だ。なぜ、ヒルトがこの会議に参加してほしいと言ってきたのか、理由もいまいちわからない。ウィークポイントのことであれば、いつでも教えるというのに、だ。

　そして、ヒルトは場の流れを汲くむように絶ぜつ妙みようのタイミングで口を開く。

「では、あのモンスターの処しよ遇ぐうを決めましょう」

　その瞳ひとみに真剣な光を宿し、そして、本命の議題を切り出した。

　モンスター──ケローネーの処遇。それはすなわち。

「どこのギルドが、討とう伐ばつを担当するかを、ね」

　ケローネーは、オートメーションのモンスター生態プログラムで自動生成されたわけではない。

　告知はないが、アップデートによる世界改変運営のイベントである。

　今までその世界改変によって起こったイベントをクリアした冒ぼう険けん者やギルドには様々な恩おん恵けいが与えられてきた。

《オリジンウェポン》《オリジンマジック》、そういったものからレアアイテム、オリジナルのスキル。その報ほう酬しゆうは様々だ。

　そして、何よりも栄えい誉よが与えられる。

　この世界での栄誉というのは、とても大きい。ギルドを運営するにせよ、街を自治するにせよ、実力や功績がなければ長続きしない。いや、できないのだ。

　この世界では、実績がないと信用されない。レベルが大きなシェアを持つ世界の特性上、ぽっと出の冒険者が大きなことができるわけでもない。何かしら大きなことをやるためには、それなりの実力や積み重ねてきた信用が必要になるのである。

　だからこそ、ギルドはこぞって強いモンスターを倒したり、革新的な技術を発明したりすることでその地位を上げようとする。

　大きなギルドは自分たちの地位を守るために。

　小さなギルドは自分たちの地位を上げるために。

　それは特権──いや、利権と言い換かえていいかもしれない。

　その上、この世界の在あり方を変えるようなアイテムが出てくれば、その影えい響きようは絶大だ。事実、〈リザルターナイン〉のひとり〈農業支配ドミネーシヨン〉ユーリヤは、手に入れた素材を元に現在の料理体系を作り上げた。酒とまったく同じ味、酔よいを再現し、現実側からの介かい入にゆうがあったのもこの者だ。事、料理のスキルやレシピに関して影響を受けていない者はいない。

　文字通り世界は革新されることがある。今回の改変で大砲が作れるようになったように。ユーリヤの場合は料理というジャンルではあったが、それでも大きな変化だった。

　それらを求めて、数多くのギルドがひしめき合うのだ。

　たかがゲームなのだから、そんな真剣にならなくても……と指摘する者も中にはいるが、そのような意見を表立って言う者は少数派だ。

　ヒルトがイチノに言った通り、この世界はひとつの社会を形成しつつあるのだから真ま面じ目めにもなる。自身の地位向上は、今後を有利に進めるための指針となるのだから……。

　イチノもサクラもユリも、この度を超こえた真面目さはどうなのかと思っているが、敢あえて口にはしないだけだ。

「従来であれば、自治する街の近くに出た〈ゴスペル・クァイア〉、あるいは街にホームを置いているギルドが倒す権限を持つ。しかし今回、我々は助力した。であるならば、ここにいるギルドにはすべて倒す権限があるだろう」

「異論はありませんわ」

　最初に意見を述べた〈セレマ・グノーシス〉の女性が、鼻を鳴らす。得意そうな表情を浮かべた。そして、その態度のまま話を続ける。

「では、ケローネーの撤てつ退たいに、もっとも貢こう献けんした我々が権限を持つということで──」

　と、言ったところで、〈ローズリッター〉の青年が手を上げた。

　女性の視線もどこ吹ふく風といったように、自らの意見を述べ始める。

「貢献、ですか。少々、気に障さわることを言うかもしれませんが、お許しを。単純に魔法しか効かなかったからそうなっただけでしょう？　〈セレマ・グノーシス〉さんは最終的に我々に助力を打だ診しんしたわけですし、貢献というのも見けん当とう違ちがいでは？」

　そこへ〈アマツマウラ〉の男性も、〈ローズリッター〉に味方した。

「そうだのう。我々の砲ほう弾だんもダメージを与えたし、〈ローズリッター〉の方々も進行を遅ち滞たいさせた。貢献というのはダメージだけでは計れますまい」

　だが、ふたりの意見に納なつ得とくできないのか、〈セレマ・グノーシス〉の女性が反論する。

「〈ローズリッター〉の。我々はあなた方にも助力を頼たのんだ。だが、拒こばんだのはあなた方であろう」

「それについては謝罪するほかありません。ですが、〈アマツマウラ〉に聞きましたが、浮遊魔法でウィークポイントへ行こうとしなかったとか」

「当然だ。そんな余裕もなかった」

「ですが、あの状じよう況きようで浮遊魔法なしにケローネーに登るのは至難だったことでしょう。時間がないならなおさらです。であるならば、貴方方は浮遊魔法で連れていくのが筋かと思うのですが、いかがでしょう？」

「我々を移動装置として見ているのか？　なんと愚おろかな……！」

「そちらこそ我々を便利な剣けんと考えているのではないですか？　五十歩百歩でしょう」

　ヒートアップするふたり。そこへヒルトがまあまあと割って入る。

「喧けん嘩かをしても何も生みませんわ。もう少し建設的に行きましょう」

「では、ヒルトさんには何か妙みよう案あんでも？」

　ヒルトが宥なだめるように言うと、〈アマツマウラ〉の代表が興味深そうに尋たずねた。

　そんな言葉に対して、ヒルトが意味ありげにちらりとイチノを見やる。

　その真意を理解できず、イチノは眉まゆを顰ひそめた。

「さて、特にありませんが……どうしましょう。そもそもウィークポイントの出し方を皆みなさんは知らないわけですし、ここは我々が──」

「では、そのウィークポイントの出し方を発表して──」

　会議はさらに紛ふん糾きゆうする。予想以上の長期戦になるような様相を呈ていしてきた。

　どこもかしこも自身のギルドの面子メンツに言げん及きゆうしたり強さを誇こ示じするのみで、まるで解決への道筋が立ってこない。

　それから数十分が経たっても話はまとまらず、後ろに控ひかえている冒険者たちもさすがに飽あきが来ているのか、眠ねむそうな顔をしていた。

　サクラとユリが「長引きそうだなー」と、ふたりして小さな溜ため息いきを吐つくと──。




「時間の無む駄だだ」




　騒そう然ぜんとする会議室で、突とつ然ぜんそんな声が響ひびいた。

　そこまで大きな声ではなかったが、会議室を静かにするには充じゆう分ぶんだったらしい。

　声をあげたのは──会議室の隅すみにいたイチノだった。

　この茶番のようなやり取りに辟へき易えきしているのか、苛ついた表情をしている。こんなことをしている時間がもったいない。こんなことうんざりだ、とわかりやすく顔に書いてある。

　そもそもイチノには、こんなことに付き合っている暇ひまはない。《メモリーフラグメント》の情報収集を最優先にしたいのだから。

　隣となりに立っていたサクラとユリは気が気ではないようで、眼を丸くしていた。

「なんだと、貴様？」

　いち早く〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーがイチノを睨にらみ付ける。

　ゲストとして招いたヒルトは、意味ありげにイチノを見ていた。少々「仕方ないわね」という風にも見えるし、「してやったり」というようにも見える。

「すいません、ヒルトさん」

　と前置きしてから、イチノは語り出した。

「こんなことをして何になるんだ。全員で倒たおすなり何なりすればいい。俺らみたいな一いつ般ぱんの冒険者からすれば倒すのは誰だれだって構わない」

「ギルドにも所属していないソロ風ふ情ぜいが、知った風な口を──」

「だったら、俺からの提案だ。受けてくれれば、俺たちが暴あばいたウィークポイント……これの情報を出す。あんたたちはまだウィークポイントについて知らないみたいだしな」

「角の突とつ起き物がそうだったとは聞いているが。貴様の情報など──」

「あの角は最初から剝むき出しになってるわけじゃない、としてもか？」

「……なんだと？」

「剝き出しになっていなければウィークポイントにはならない。情報なしで行っても、何もできずに立ち尽つくすことになるだけだ。あれを剝き出しにするには必要なものがある」

　なおも納得のいかない〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーを、ヒルトが「最後まで聞きましょう」と言って制止する。

「誰が倒したっていい。俺からの提案は討伐の権限なんか無視しての──競争だ」

　イチノは、会議室の中で強い口調でそう提案した。







　不ふ穏おんな会議も終わり、イチノとサクラ、ユリの三人は拠きよ点てんとなる雲雀ひばり工こう房ぼうへと戻もどってきた。戻ってきたのは夜遅おそくなってからだ。

「で、結局、競争になったわけですか？」

　ひばりが、イチノに冷たい飲み物を渡わたしながら興味深そうに尋ねる。

　イチノたちは食事処どころのテーブルに腰こしを下ろして、事の顚てん末まつをひばりに教えていた。会議の内容はすでに街中に知らされている。

「〈セレマ・グノーシス〉の人とかは、認められないって凄すごい喰くい下がってたよね。最終的には諦あきらめたけど。こっちは見てて冷や冷やしたわ……」

　サクラは呆あきれたように肩かたを竦すくめた。

「ギルドの力関係や外交に関しては俺の管かん轄かつ外だし、どうでもいいさ。何でヒルトさんは俺たちを参加させたのやら……。いつもはあんな強引な人じゃないのに」

　自由に動きたい身としては、あの手の話は堅かた苦くるしすぎる。ヒルト自身はああいうやり取りも嫌きらいではないということだが、イチノは理解できない。
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「イチノ、ヒルトさんに乗せられたんじゃないの？」

「……まあ、そんな可能性はあるかもしれないが」

　ああ見えてヒルトは〈リザルターナイン〉だ。懇こん意いにしてよくして貰もらっているとは言え、特別な九人のうちのひとりなのだ。

　事実、イチノ自身もああすることを促うながされたという疑念がうっすらとはあった。だが、それで何が変わるわけでもないために、あまり深く考えないようにしていた。

「にしても、どうやって倒すのか見当がつかないよね」

「謎なぞが多すぎだってのよ」

　サクラとユリが揃そろって溜息を吐く。

　ユリの言う通り、確かにケローネーには未いまだに謎が多かった。

　現時点でわかったことは幾いくつかある。

　まず、まともに攻こう撃げきした場合、武器はほとんど通じない。魔ま法ほうは通るが、莫ばく大だいなＨＰから考えれば、これも焼け石に水だ。

　ウィークポイントは右肩の突起物。他ほかに、イチノたち以外も確かく認にんしたようで左肩と首にも突起物があった。そこは硬かたい緑色の皮ひ膚ふに覆おおわれており、魔法か爆ばく発はつアイテムでないと露ろ出しゆつさせることができない。

　そのウィークポイントをすべて露出させれば、クリティカル補正によってダメージが大きくなる。

　もっとも、このウィークポイントも物理攻撃よりかは、魔法攻撃の方がより多くダメージが通った。

　ところがである。

　ＨＰが四分の一になった段階で、ダメージを与あたえられていたはずの魔法がウィークポイントにまったく通らなくなってしまった。

　その上、その時点でケローネーはＨＰを自然回復させ始めている。

　自然回復というのは厄やつ介かいだ。特にイチノのようにＤＰＳが低い冒ぼう険けん者は特にだ。

　自然回復がなければ、極きよく端たんな話、１ダメージを与えていけば、いつかはＨＰが０になる。与えるダメージが少なくとも、愚ぐ直ちよくに数字を積み重ねていけば自おのずと結果が出るのだ。

　ところが、自然回復があるとそれすらできなくなる。自然回復がＤＰＳを上回ったらもうお終しまいだ。どれだけ時間をかけようと倒すことはできない。積み重ねという行こう為いそのものに意味がなくなる。

「しかし、武器は冷れい遇ぐうされているな……」

「イチノもそう思うわよね!?」

　サクラがテーブルに身を乗り出して同意を求めてくる。

「思うことは思うが、ただ不自然な気はするんだよな」

「何がよ？」

「特定の武器や魔法でしか倒せないというルールについてだ」

「ルールって？」

「物理攻撃、魔法攻撃、遠えん距きよ離り攻撃、近距離攻撃。まあ、色々とあって、有利不利はあるけど、それで絶対に倒せない敵なんていうのはゲームとしてあり得ないと思う。強制イベント戦ならともかく、な……」

　もし、仮にケローネーとは逆に物理でしか倒せないモンスターが出てくれば、〈セレマ・グノーシス〉は何もできなくなる。

　もちろん、そういうゲームだって世の中にはあるだろう。しかし、自分自身という冒険者を扱あつかえるのは自分自身しかいないのだから、どうにかする手段がなければおかしいとイチノは考えていた。

　特に、父である仁じんが、このような公平さを歪ゆがませるような真似まねは決して許さないと思っている。開発ディレクターから離はなれてはいるが、その意志は開発スタッフに受け継つがれているはずとイチノは信じていた。

「物理でも倒す方法は何かしらあるはず。まだ見つかってないだけで」

　しかし、仮にそうだとしても、問題はある。

「もっとも見つかってない以上、当分俺たち剣けん士しの立場は弱くなりそうだけどな」

「ほとんど役立たずに近いもんね……」

　サクラがまた深い溜息を吐いた。

「ま、当然、あれに対たい抗こうするにはあたしの力が必要よねっ！」

　ユリが席を立って、イチノの背後から抱だきつく。

　鬱うつ陶とうしそうにしながらイチノはユリを剝はがした。

「もう、あたし、役に立ったでしょ!?」

「まあ、確かにな。でも、別に抱きついてくる必要はないだろう」

「もー。イチノったらいけずー。ぶー」

　ユリは唇くちびるを尖とがらせる。その肩の上でペットの鳥も不満そうな顔をイチノに向けた。

「ま、あいつを倒すならいつでも呼んでね。呼ばれなくても付いていくけどっ」

「あのなぁ……」

「何よ、サクラはよくて、あたしはダメなの？」

　不満そうにユリがサクラを睨む。

「私はイチノの力になるって決めたから」

　困ったようにサクラが言うものの、ユリはさらに眉まゆ根ねを寄せた。

「そんなのあたしだって一いつ緒しよだし！　べーっだ！」

　ふて腐くされて、そのまま雲雀工房の出入り口へと向かう。

「どこ行くんだ？」

「もうソウルアウトするのよ。ゲーム酔よいが近いしっ」

　彼女の拠点はここではない。彼女の所属するギルドホームだ。

　イチノが以前、所属していたギルドの……。

「じゃあねっ！」

　そして、ユリは扉とびらを開けて出て行った。歩き方からして、まだ怒おこってるなとイチノは溜息を吐く。

「ま、明日あしたになれば機き嫌げんも元に戻るだろ」

「……随ずい分ぶん知ってるのね。彼女のこと」

「そりゃ、元々ギルド仲間だしな」

　イチノがそう言うと、サクラがゆっくりと席を立つ。

「お前もソウルアウトするのか？」

「う、うん。少し疲つかれちゃったから」

　確かに表情にはいつもの快活さがなかった。

　ただ、疲ひ労ろうというには違ちがう気がしたが、イチノにはそれをどう言葉にして表せばいいのかわからない。

　サクラが二階へ上がっていくのを、イチノは見守った。

「どうしたんだ、あいつ」

　そんなイチノの様子を見ながら、事の成り行きを見守っていたひばりが盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「お邪じや魔まします」

　そんな折、雲雀工房に来客がやってくる。

「いらっしゃいませー」

　扉を開けて入ってきたのは、意外な人物だった。〈ローズリッター〉四騎き衆しゆうの青年──会議にも参加した彼だ。その背に巨きよ大だいな斧おのを背負い、柔にゆう和わな笑えみを浮うかべながらイチノに近づいてくる。

「こんばんは。少しよろしいですか？」

「はぁ、どうぞ」

　青年は馴なれ馴れしく、イチノのかけているテーブルにつく。他にも空いている席はあるのに、だ。だが、その馴れ馴れしさを、イチノは不快に思わなかった。

「ヒルトさんに聞いて、君がここにいると聞きましてね。少し話をさせてもらいたかったんです」

「なんです？　ケローネーの話ですか？」

「それもありますけどね。ですが、何よりも一番聞きたいのは〈コンプリート・ノービス未経験者を極めた者〉……君の話を聞きたい」

　青年は真しん剣けんな表情を浮かべて、イチノを見つめる。

　その様を見て、ひばりはなぜか顔を赤くして真剣に見守っていた。

「……そっちの趣しゆ味みはないんだけど」

「ははは、誤解させてしまいましたか？　大だい丈じよう夫ぶ、僕にもそっちの趣味はないですよ。たぶん」

「たぶんって……」

　イチノは背筋が薄うすら寒くなる思いだ。この場を離れたいという思いが、少しずつ顔に表れてきている。

「改めて自己紹しよう介かいをしましょう。僕の名前はグント。栄はえある〈ローズリッター〉のメンバーです。四騎衆なんて大おお仰ぎような肩かた書がきもありますけどね」

　そこでグントは真剣な表情へと変わった。

「本題に入りましょうか。君のレベル１での戦い方を知りたい」

「知りたいって……。別に隠かくすほどのものじゃないですけど、〈オフセット〉──相そう殺さいに〈アストラル・ガード〉を使ってダメージを食らわずに、ウィークポイントを攻撃してクリティカルを出してるだけです」

　すると、グントは頭を抱かかえた。

「真似できるものじゃないですね。クリティカルなんて巨大なモンスターだったら狙ねらえますけど、そうじゃなければそうそう狙えない。何か秘密の一いつ端たんでもあると思ってたんですがね」

「俺は基本を積み重ねているだけですからね。特別なことは何もしちゃいない。相殺も〈アストラル・ガード〉も反復して身につけたものだからな」

「ふーむ。フレームを見切るっていうのは、それだけでも特別なことだと思いますけどね」

　そこへ珍めずらしく、ひばりが横から口を挟はさんだ。

「でも、何でそんなことを聞くんですか？　グントさん、お強そうですのに」

　ひばりの質問でグントの表情に一いつ瞬しゆんだけ影かげが差す。

　しかし、グントはすぐに感情を無理矢理抑おさえ付けるかのように、その表情を柔にゆう和わなものに戻もどした。

「いえ、僕なんてまだまだですよ。特に……〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼに敵かなう者なんていませんしね」

〈獅子聖サンオブザリオン〉、エリゼ。

　その名は〈リザルターナイン〉の中でも最も知名度が高い冒険者だ。

　その功績は枚挙に暇いとまがなく「最難関のダンジョンをソロで攻こう略りやくした」「レイド級モンスターをソロで瞬しゆん殺さつした」「ダメージが与えられることを見たことがない」──等々。

　レベルも68と他ほかの者に比べて高く、頭一つ抜ぬきんでている。

「どうにかして彼を倒たおすことができれば、うちの自治する街『ゴレスデン』にも派は閥ばつなんてなくなると思ってたんですよ」

　それを聞いて、イチノはある話を思い出した。五大街のひとつ、『ゴレスデン』の内情を、だ。

『ゴレスデン』は、騎き士しギルド〈ローズリッター〉が自治を担当している。

　ここを拠きよ点てんにしている、ある有名な冒ぼう険けん者が問題だった。

　その冒険者こそが、〈獅子聖サンオブザリオン〉だ。

〈獅子聖サンオブザリオン〉、エリゼ自身はギルドを持たない。ソロで世界を回る冒険者だ。

　だが、熱心な取り巻きが数多く存在し、シンパイザーの者たちが過激だった。

　すなわち、〈獅子聖サンオブザリオン〉こそが『ゴレスデン』を自治するべきだと訴うつたえているのである。

〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼは、その揉もめ事に介かい入にゆうすることなく目もくれない。

　制止するもののいないシンパの者たちは、さらに過激になってしまう。

　その勢いは〈ローズリッター〉を上回りつつあるというのだ。

「で、俺の話を聞いて、奴やつを倒そうと？」

「平たく言えば。あと、サクラさんの話も聞きたかったんですけど、いないみたいですね」

「サクラの話を？」

「ええ。彼女は史上最速でレベル50になって、〈リザルターナイン〉となった。その速さは恐おそらく〈獅子聖サンオブザリオン〉すらも凌りよう駕がすると思っています」

　確かにサクラのレベルの上がり方は異常な速度と言える。

　半年しか経たっていないにも拘かかわらず、凄すさまじいスピードだ。〈獅子聖サンオブザリオン〉ですら、レベル68になるのに三年の時間を要しているというのに。

「彼女から効率的にレベルを上げる方法などは聞いていませんか？」

「俺はレベルに興味がないんでね。方法についてはまったく聞いてないな。ただ、あいつの話を断だん片ぺん的に聞く限りじゃ、自覚はないと思うが。特定の場所でレベリングしていたわけでもなさそうだしな」

「そうですか。やはりこのゲームのレベル上げのシステムは不明なところが多いですしね」

「戦せん闘とう、アイテム製作……何かしら行動をしていればそのうち上がるのは確かだけど、それは人によって違うらしいからな。同じ行動をしても、レベルの上がる冒険者と上がらない冒険者がいる」

　グントはやれやれ、といったように溜息を吐く。

「技術で倒せないならレベルでと思ったのですが……残念です」

「まあ、地道にレベルとプレイの技量をあげていけばいいさ。たぶん人に応じたレベリングがあるんだろうし」

「そうですね。それで、それとは別件ですけど、君はギルドには所属してないんですよね？　サクラさんも」

　グントの問いに、次に続く言葉が推測できたが、イチノは頷うなずく。

「どうですか？　我々としてはふたりに、〈ローズリッター〉に入団していただきたいんですが」

「勧かん誘ゆうか」

「ええ。ふたりがギルド未所属なのはもったいない。どうですか？　待たい遇ぐうは保証します」

　イチノは当然のように首を振ふる。

「今、俺はギルドに所属するつもりはない。〈ゴスペル・クァイア〉からも誘さそわれてるが断ってるんだ。勘かん弁べんしてくれ」

「……意思は固そうですね」

「ああ、悪いな。それにサクラについてはあいつの意思次し第だいだ。俺が決めることじゃない」

「それはそうです。君に聞くことじゃありませんでしたね。いや、すみませんね。ですが……あのケローネーは、またやってきて世界を混こん沌とんに導くでしょう。身の振り方は考えた方がいいですよ」

　そして、グントは立ち上がる。そこにイチノは疑問を投げた。

「あんた、あのケローネーを、倒せないと思ってるのか？」

「厳しい……いや、無理だと思っています。あのＨＰ量では、ね。とはいえ、せいぜい足あ搔がくだけです。時間を取らせてすいませんでした」

　グントはそう言って、イチノたちに背を向ける。

「こっちも悪かったな。何の力にもなれなくて」

「……気にしないでいいです。我々〈ローズリッター〉を認めさせる手段だけなら、〈獅子聖サンオブザリオン〉を倒すという手段でなくともいいですから。……では、また戦場で」

　そして、彼は雲雀ひばり工こう房ぼうを出て行った。

「はー、真ま面じ目めそうな人ですねぇ」

　ひばりが出て行った扉とびらを見ながら呟つぶやく。

「まあ、会議でもいい人そうな感じだったしね。実力もあるだろうし、さすが五大ギルドの幹部って感じだ。あの斧でかち割られたら、ほとんどの冒険者は一発で瀕ひん死しだろう」

「……でも、イチノさんなら倒せるんじゃないですか？」

「やってみないとわからないよ」

　そして、イチノも席を立ち上がり、部屋に戻ってソウルアウトし、この日のゲームを終えた。




　　　　◇　◇　◇




　ケローネーの襲しゆう撃げきから一夜明け、弌はじめと咲さく良らは登校した。

　如何いかにやることがあるとはいえ、学生の本分は勉強だ。サボるようなら〈アストラル・イノベーター〉のアカウントを凍とう結けつすると父親である仁にも脅おどされている。

「恋れんちゃんのためとはいえ、君の人生まで壊こわすわけにはいかないんだよ。仁さんの気持ちちを汲くんであげてくれ」

　とは、仁の部下である栗くり林ばやしの弁だ。

　仁たちとしては現状、《メモリーフラグメント》の収集は弌に頼たよらざるを得ない。弌自身も恋を救うためなら、いくらでもその身を犠ぎ牲せいにしても構わないと考えている。

　だが仁には、これ以上、子供たちを危険に晒さらしたくないという思いがあった。〈アストラル・イノベーター〉に関わらせたくないというのが本音だろう。

　こうして弌が学校生活を送れているのも、お互たがいの妥だ協きよう点を取った結果と言える。ゲーム酔いで長時間ソウルインできないという、システム的な事情も歩み寄った要因のひとつだ。

　弌は、逸はやる気を落ち着けながら授業を消化する。この時間は〈アストラル・イノベーター〉の中で摩ま耗もうした集中力を回復させる時間でもある。

　そして、ようやくといったように四時間目の授業終しゆう了りようの鐘かねが学校中に鳴り響ひびいた。

　昼休みとなった教室が活気を帯び始める。生徒たちは背筋を伸のばしたり、学食に向かってダッシュしたりと、その様子は様々だ。

　弌はというと、買ってきたコンビニ弁当を机から取り出す。

　ふと隣となりのサクラこと日ひ比び野の咲良を見ると、茶ちや巾きん袋ぶくろを机に置いてそこから小さなピンク色の弁当箱を出すところだった。その表情はいつもに比べると少々影が差している。

　元々、現実側では男が苦手で内気な咲良ではあるが、この日は朝からいつにも増して俯うつむきがちだ。

　とろとろと机に置いた弁当箱の蓋ふたを開けて、箸はしを取りだし……そして、周囲にばれないような小さい溜ため息いきを吐ついた。

「どうかしたのか？」

「ひぇっ……？」

　弌が話しかけると、意表を衝つかれたのか、咲良は少し身を引く。

「お、おい？」

「ご、ごめんなさい……。急だったからビックリして……」

「わ、悪い……」

「う、ううん……」

　会話が終わり、ふたりしてまごついた。

「…………」「………」

　そして、牽けん制せいし合うような空気になる。

　気まずいような、落ち着かないような、弌は今までにない気持ちに駆かられた。

「え、えっと……。それで弌くん……な、何？」

　先にどうぞと言わんばかりに咲良が控ひかえめに手を差し出して弌を促うながす。

「聞いたのはこっちなんだけど。いや、妙みように元気がなさそうだからどうかしたのかなって」

　もう一度尋たずねると、咲良は少し迷い気味にプイと顔を逸そらした。

「し、知らない……」

「いや、知らないっていうか、元気がないんじゃないのかって聞いただけなんだが」

「わ、私が元気かどうかなんて、は、弌くんに関係ない、でしょ……。む、むしろ、ユリが元気かどうかを心配してればいい、と、思う……」

「は？　なんで、そこでユリが出てくるんだ？」

　弌は本気で戸と惑まどった。何を言っているのかわからないと顔に書いてある。

「ゆ、ユリと一いつ緒しよにやるんでしょ……？　わ、私、いらないでしょ……？　ど、どうせ武器、通じないし……」

　続けて言われ、話が朧おぼろ気げに繫つながってくる。

　昨日、雲雀工房でユリとやり取りしてた際、ユリが頼たよりになるという話をした。イチノとしては適当に受け流したつもりだったが、サクラとしては自分が邪じや魔まだと言われたようで気にくわないのかもしれない。平常時に武器が通じない以上、今から魔ま法ほうでも覚えない限り、ケローネー戦では役に立てないのだから。

　……と、弌に考えることができたのはここまでだった。

「いや、いらないとかそういうんじゃなくてな……」

「わ、私、イチノに出会ってから、そんな経ってないし、も、元ギルド仲間の方がいいよね……」

「いや、だから、そんなんじゃないっての！」

　弌の声はいつもよりも荒あらかったかもしれない。

　普ふ段だん、クラスでも大人しい方の弌と咲良が言い合いをしていると、当然クラスメイトからは注目され始める。教室に残っていた弁当組の生徒たちは、固かた唾ずを吞のんでふたりを見守っていた。

　それに弌と咲良も気付く。思わず、ふたりして黙だまり込むと、クラスメイトたちはこそこそと友人たちと囁ささやき合う。

「あのふたりが話してるなんて、そもそも珍めずらしいね」「何？　痴ち話わ喧げん嘩か？」「え、あのふたりそういう関係なの？」「この前、ふたりで一緒に登校を……」「というか、名前で呼び合ってるんだから察しろよ」「気付かなかった……！　マジかよ」

　勝手なことを──と思いつつも、気まずくて何も言い返せない。

　弌にできたのは、コンビニ弁当を持って教室から逃にげることだけだった。

「あ……」

　そして、弌を追いかける咲良。それも律りち儀ぎに弁当を持って。

　ふたりで出て行ったら、またあらぬ噂うわさを立てられるだろう……と心の中で嘆なげいたが、彼女を止める言葉も持っていない。

（間が悪かったと諦あきらめよう……）

　ふたりは無言のまま、肩かたを並べて歩いた。







　そして、ふたりは屋上へとやってきた。

　この学校の屋上は柵さくとネットによって、どうやっても飛び降りることができないようにされていた。監かん視しカメラもついており、飛び降りようとしたところで、すぐに壁かべが迫せり上がって落ちないようにされている。仮にその壁をどうにか乗り越こえても、下にゲル状の衝しよう撃げき吸収マットが瞬しゆん時じに敷しかれ、傷も一いつ切さい付かない。現代最さい高こう峰ほうの衝撃吸収材は、人が百メートルの高さから落ちても怪け我がをしないところまできている。それも新技術と新たに見つかった新素材のおかげだった。

　百メートルまでなら問題のない衝撃吸収材は、とても安価だったために瞬またたく間に多くの学校に広がっている。屋上というスペースを有効活用すべく、様々な場所に設置されたのだ。

　この学校にも小さなバスケットボールコートまである。昼飯を済ませたのか、すでに遊んでいる者も多かった。

　そのコートから離はなれたところにあるベンチがちょうど空いていたので、弌と咲良はそこに腰こしを下ろす。

　ふたりして無言で膝ひざに弁当を置き、もそもそと食べ始めた。

「ご、ごめんなさい……」

　食べ始めて少し経たってから申し訳なさそうに咲良が呟く。

「きょ、教室で、あんなこと言っちゃって……。め、迷めい惑わく……だったよね……」

「いや、迷惑だったわけじゃ……」

　まずは誤解を解こう。弌が何よりも先に考えたのはそれだった。

「ユリはあの時、頼りになったけど、別にこれからもずっと一緒にいるとか、そういう意味じゃないぞ」

「で、でも、元ギルド仲間なんでしょ……？」

「そりゃそうだけど……なんでかユリは俺にひっついてくるけど、本当なら距きよ離りを置かなきゃいけないんだ」

　すると咲良はその不安そうな表情を、不思議そうなものにして、首を傾かしげた。

「話しておくか……」

　仕方ないなという顔をして、諦めたように弌は語り出す。

「ギルドメンバーはな……妹の人格を分割した容疑者なんだよ」

「えっ……」

「親父おやじと栗林さん……って親父の部下の人が可能性があるって話しててな。というよりも情報がまったくないから、とにかく少しでも関係があるやつを疑うみたいな論調だったが……」

　少しずつ咲良の表情に影かげが差していく。

「弌くんは……ユリを疑ってるの？」

「まさか。俺自身はまったく疑っていない。ユリも含ふくめて、そんなことをする連中とは思ってないからさ。だけど、それ以前に、皆みんなをこの騒そう動どうに巻き込みたくなかったんだよ」

　相手は仁の娘むすめである恋のことを知っていた。

　それ故ゆえに、万が一にもクラッカーが気まぐれでも起こした場合、彼らも人格データを分割させられる可能性だってある。

　仁自身も弌に〈アストラル・イノベーター〉の中でデータ捜そう索さくなどさせたくはないと、常々言っていた。

　弌のやっていることは、やはり危険と隣となり合わせなのだ。

「納なつ得とくしたか？　今回は行きがかり上、彼女と組むだけだ。ケローネーを倒たおしたら、また元の状態に戻もどることになるさ」

「そ、そっか……」

　それで咲良が納得したのかしてないのか、弌にはいまいちわからない。

　ただ、不安そうな表情は鳴りを潜ひそめ、俯きがちだった顔も以前と同じようになった。

「それでもすべてが終われば、ギルドには戻るつもりでいるけどな」

　弌がそう付け加えると、咲良は何とも言い難がたい複雑な寂さびしさの交わる表情を浮うかべた。




　　　　▽　▽　▽　▽




　学校から帰宅し、家事を手早く済ませ、イチノはソウルインした。

　部屋から下の食堂に向かうと、サクラがユリと一緒のテーブルに着いている。そこにはなぜかカレンもいた。

「なんでカレンがここにいるんだ？」

「すぐ近くを彷徨うろついててね。私が誘さそったの」

「あはは、サクラさんにお呼ばれしましたー」

　普段と同じ装備のまま三人は何やら色々と話し込んでいる。

「スイーツなら『ピストレイア』の街が一番いいわね」

「あー、ユリさん、なかなかいいセンスですねぇ。あそこって鍛冶かじも凄すごいですけど、料理とかそっちの方面も凄いですもんね」

　特に他愛のない話題で、スイーツの話で盛り上がっていた。この世界のスイーツもちゃんと合成手順を踏ふめば、美味おいしいものができあがるようになっている。素材の投入タイミングや隠かくし味といった要素で差別化もできた。ただし、現実に戻った時に腹が膨ふくれてはいないため身体からだが甘いものを求め、結局現実でも食べてしまい太ってしまったという話は、女性冒ぼう険けん者なら誰だれもが通る道だ。

「『ヤマト』も結構よくない？　和物揃そろってるし」

「あー、サクラさん、通ですねー。和わ菓が子しとかいいですよね」

　そんなやり取りをしている女三人の中に入るのを躊躇ためらっていたイチノの横に、影が膨らんだ。その影は人型を形成すると人間へと変化する。

　現れたのはシーフのアレスだった。

「……イチノ」

「毎回毎回、その出方はやめろって言ってるだろ。まったく」

「……そろそろ慣れろ」

　イチノは諦めたように溜ため息いきを吐つく。

「で、なんだ？」

「……お前の依い頼らい通り、ケローネー自体の情報が揃ってきた。知ってることは多いとは思うが、確かく認にんのために聞いておけ」

　イチノはアレスにインターネット経由で仕事を頼たのんでいた。

《メモリーフラグメント》がケローネーのどこに吸収されてしまったのか、ということを依頼したのだ。そのついでという形でケローネーの生態についても頼んだのである。

　イチノにとって、情報は生命線なのだ。

「よし。じゃあ、聞かせてくれ」

　イチノが目で促うながすと、アレスは三人娘むすめのいるテーブルに着いた。

　イチノはアレスの隣となりに座る。ちょうど、サクラとの間に挟はさまれる形となった。

　そして、アレスは淡たん々たんと説明を始める。

「……まず、最大ＨＰ５０００００００」

「改めて聞いてもとんでもない数字よね……」

　ユリが眉まゆを顰ひそめて疲つかれたように言う。

「……１００以上のダメージを百分の一に軽減するスキルと、１００未満のダメージを０にするスキルを持っている。剣けん、槍やり、斧おの、弓……物理攻こう撃げきはすべてだ。つまり、１００００を超こえるダメージを出さない限り、奴やつには１ダメージも入らない」

「魔ま法ほうはどう？」

　ユリが説明に割り込んで尋たずねた。

「……魔法攻撃は通常通りのダメージが入るが、それでもＨＰが多い故ゆえに消しよう耗もう戦となる。ＳＰが枯こ渇かつすればどうしようもない」

　それを聞いて、ユリは「ＳＰの運用、もう少し効率化できないかな」と何気なく呟つぶやく。

「剣士が役に立つことはないのかなぁ」

　その横でサクラが不安そうに漏もらす。

「……絶望的なことには変わりないが、最後まで聞け」

　アレスは小さく首を振ふって、説明を続ける。

「……右肩と左肩に、それと首にそれぞれウィークポイントがある。地上からでも辛かろうじて確認できる突とつ起き物だ。場所で大差はない。どれも似たり寄ったりなものだ。このウィークポイントは最初は外がい殻かくに守られているが、魔法、及および爆ばく弾だんアイテムによって露ろ出しゆつする。爆弾アイテムの方が効率はいいがな」

「それは知ってる。問題はそれ以外での露出だ」

　イチノはそんな問いを投げるが、アレスは首を振った。

「……少なくともオレが知っている情報の中で、それ以外の方法は聞いていない」

　だとすると、やはりまだ物理攻撃のファイターたちには為なす術すべがない。

「……だが、露出後は少し特とく殊しゆだな」

「特殊って？」

　ユリがテーブルに身を乗り出した。

「……弱点に限って言えば、物理も魔法も両方ダメージが通る。スキルの影えい響きようは受けるが、クリティカルによる補正が強いのか、それ以上のダメージを叩たたき出せていた。もっとも元々の守備力が高いのか、魔法の方がダメージが通るがな」

「結局、剣士が不利なことには変わりないじゃないの」

　サクラが不満そうに口を尖とがらせる。

「……いいから黙だまって聞け。問題はＨＰを四分の一以上減らしたあとだ」

　イチノはふとケローネーに最後の一撃を与あたえた時のことを思い起こした。

　確かにその残りＨＰになった時、ケローネーの耐たい性せいが激変していたことが、しっかりと記き憶おくに刻まれている。

「……この状態になると、魔法が効かなくなる。ウィークポイントも含めて、身体が魔法の防ぼう御ぎよ膜まくに覆おおわれる」

「効かなくなる？」

　ユリが信じられないのか、オウム返しする。

「……一いつ切さいの魔法を弾はじくようになった。短い間での出来事だったが、情報を収集した限りでは確実だ」

「けったいなモンスターだな」

「……違ちがいない」

　アレスはイチノの意見に同意したのか苦く笑しようする。

　だが、すぐにその瞳ひとみを鋭するどくし、イチノに向けた。

「……お前にとって嫌いやな情報がある。知ってるかもしれないが、自然回復があった」

「ああ、知ってるよ」

　厳しい……というよりも、自然回復以上のダメージを出せなければイチノは詰つむ。こればかりはレベル１のイチノにとってはどうしようもない部分もあった。

　ダメージ以上に回復されてしまったら、どうにもならない。

　仮に自然回復以上のダメージを叩き出せても長丁場になってしまう。

　故にイチノは自然回復をするモンスターをできる限り避さけている。あまりにも非効率的だからだ。

　幸いなことに、その手のモンスターがドロップするアイテムで、イチノが求めているアイテムもない。

「……自然回復によって、露出したウィークポイントは再び皮ひ膚ふに覆われ、最初からやり直しとなる。今のところわかっているのは以上だ。それ以外に報告は特にない」

　アレスが説明を終えると、サクラが手を上げて質問をする。

「じゃあ、弱点を露出させた後はＨＰを魔法で減らして、それ以降はずっと物理攻撃で倒せるってこと？　弱点は三つあるんでしょ？　そこをそれぞれ攻撃すれば……」

「……理想的に推移すれば、な。ケローネーは弱点を露出させると、モンスターがウィークポイント周辺に転送され、そこを攻撃する者に対してアクティブになる。大した強さではないが、それでも数は力だ」

「じゃあ、弱点を守りながら剣で攻撃……？」

「……あのスペースにどれだけの人員が配置できるか、だな」

　弱点への攻撃が効果的と言っても、そこを攻撃できる人数には限りがある。

「魔法だけで最後まで行けるなら、遠目から包囲して攻撃でいいんだけどねー」

　ユリが唸うなりながら呟いた。ＨＰが減ってから、ウィークポイントに魔法が効かなくなるのが厄やつ介かいなのだ。

「物理攻撃であのウィークポイントを攻撃できるのは、せいぜいが五、六人だろうしな」

「あれ？　じゃあ、弓ならどう？」

　サクラが少し得意げに解決案を提示する。

　だが、アレスは首を振った。

「……弓には最もダメージを叩き出せる適正距きよ離りというものがある。その距離範はん囲いから近くても遠くてもダメージが低くなる」

「それは知ってるけど……あ」

「……気付いたか。ウィークポイントからの適正距離は右肩の範囲外。要するに空中だ」

「じゃ、じゃあ、浮ふ遊ゆう魔法を使って、弓の人を空中に──」

　すると、今度はユリが顰しかめっ面つらで口を挟む。

「無理よ。自分以外の冒険者をひとり浮かすだけでも結構難しいんだからね？　それができるのはそんなに多くないし。その上、相方が弓を番つがえてる最中に一切揺ゆらさずに静止なんて、できるのは一ひと握にぎり」

「ま、できることであればジャストアタックもしたいところだろうしな。タイミングまで合わせるとなると、どれだけの神かみ業わざが必要になるやら」

　イチノが溜息を吐きつつ補足した。

「イチノはその神業を連発してるじゃないの」

「フレームの見み極きわめなんて、反復の賜たま物ものだ。第一、弓は門外漢だぞ」

　そして、イチノは立ち上がる。

「なんにせよ、俺たちに倒たおすことは現段階では無理そうだ。他ほかに情報がなきゃ、こんなモンスター、大手ギルドが協力しなきゃ無理だろう」

　それをユリが見み咎とがめた。

「イチノ、どこに行くの？」

「ケローネーのところだよ」

「……諦あきらめたんじゃなかったの？」

「俺は倒すのが目的じゃないからな。あくまでアイテムを探すだけだ」

　恋の人格データ、《メモリーフラグメント》を。

　サクラは察したように頷うなずいた。

「よし、わかったわ」

　しかし、そんなサクラの反応を見ても、ユリにはなんのことだかわからない。

「ちょっと。何がわかったのよ」

「べ、別に。なんでもないわよ」

「なんでもないってことはないでしょ！」

　雲雀ひばり工こう房ぼうを出て行くイチノを、気合いの入った顔のサクラと、それを怪あやしげな目つきで追いかけるユリ。

　ふたりは言い争いをしながら、お互たがい肩かたを入れて邪じや魔ましながらイチノを追いかける。

「イチノさん、イチノさん。せっかくなんで一いつ緒しよに行かせてもらっていいですか？」

「何もないぞ。まあ、別にいいけど……」

　そんなふたりを尻しり目めに、カレンがちゃっかりとイチノの隣を確保した。







　現在、ケローネーは特に目的もなく進んでいるようだった。

　もちろん、進路先にある森などは破は壊かいされていっているのだが、幸い町や村は破壊されていない。

「平常時はそういうプログラムを組まれているのかもしれないな」

「つまり、街を襲おそう時はそっちのモードに切り替かわってる的な？」

　イチノの言葉に、サクラも納なつ得とくしたようだった。

「まあ、説明もないからなんとも言えないけど」

　そんな話をしながらイチノたちは街道を進み、のっそりと歩いているはずのケローネーを追いかける。

　街道の左右は高い木々に覆われた森。まさにその森の端はしに当たる部分がケローネーによってところどころ破壊されていた。

　フィールドの自然物はそのうち勝手に直るとはいえ、無数の木々が根元から折られているのは惨さん憺たんたる風景である。

　ケローネーの甲こう羅らが肉眼で見え始めたところで、街道を塞ふさぐように立っている者たちも見えた。全部で二十人ほどいる。

「あのマントは、〈セレマ・グノーシス〉かしら？」

　ユリが言った通り、彼らは〈セレマ・グノーシス〉のギルドメンバーだ。

〈セレマ・グノーシス〉は装備を自由としているが、青いマントだけは全員が装備していた。ステータス異常にかかる確率を半減し、魔法攻撃も一定確率で跳はね返すという、便利な装備だ。

「何か用事か？　現在、我々はケローネーを討とう伐ばつ中である」

　イチノたちが近づくと、その場の代表らしき傲ごう慢まんそうな青年が、居い丈たけ高だかな口調でイチノたちを引き留めた。

「いや、俺たちもケローネーのところに行きたいんだけど」

「認められない」

　その場に胸を張って立ち、そこを退どくような気配を見せない。

「自己責任ってわかってるから、通してくれないか？　巻き添ぞえを食らっても文句は言わない」

「ダメだ。討伐の邪魔だ。帰れ」

「一応、討伐・調査の許可証を貰もらってるんだが」

　イチノはダメ元でヒルトに貰った羊よう皮ひ紙しを見せるが、彼らはまったく態度を変えない。

「なぜ我々が〈ゴスペル・クァイア〉如ごときの許可証で退かなければならないのだ。〈セレマ・グノーシス〉の許可証ならまだしも……」

　彼らはイチノたちに対して、早く立ち去れという雰ふん囲い気きを醸かもし出しながら対応する。

　態度が軟なん化かしそうな気配もない。取り付く島もないように見えた。

「何よ、あ、まさか、もしかして独どく占せん？」

　ユリがそう言うと、彼らの顔色が少しだけ引き攣つる。まるで図星でも指されたかのように、顔が真っ赤になった。

「五大ギルド様は随ずい分ぶんとセコイことするのね」

「まー、面子メンツ保つのに全力を傾かたむけてるギルドもありますしねぇ」

　ユリとカレンが嫌みたっぷりに指し摘てきする。

　事実、独占なのだろう。

　競争と言いつつ他のギルドを締しめ出す。よくある話だ。

　特に〈セレマ・グノーシス〉は魔ま法ほうに強いギルドだ。魔法に強いということは、ケローネーを倒す最有力候補とも言える。

　ウィークポイントには途と中ちゆうから魔法が効かなくなるとはいえ、本体にダメージは通りやすいのだ。ＨＰを削けずるのに途と方ほうもない時間が掛かかるというのはさておいて。

「黙だまれ！　烏う合ごうの衆しゆうがうるさく鳴きやがって……！　なんと言われようと、ここは通さん。さっさと帰れ。こちらは魔法で今すぐお前らを殲せん滅めつできるんだぞ」

「ちょっと！　そんなことが許されると思ってるの？」

　そんな態度に業ごうを煮にやしたサクラが前に出る。

〈リザルターナイン〉が出てくるとは思わなかったのか、彼らもさすがに戸と惑まどいを見せた。

　だが、任務に忠実なのか、傾けい倒とうする相手が違うのか、彼らは〈リザルターナイン〉相手にも引こうとしない。

「相手が誰だれであろうと、この街道は通さん。一対一ならともかく、駆かけ出しの〈リザルターナイン〉が我々に勝てるとでも思うのか？」

　それでもまったく退こうとしない。もはや誰が頼たのみ込んでも、〈セレマ・グノーシス〉のメンバーでなければ通すつもりがないのだろう。

「第一、魔法が有効なんだ。物理攻こう撃げきのお前らふたりが行ったところで何になる。特に男のお前は初心者装備とかケローネーを舐なめているのか？　それとも記念の見学か？　ほら、帰れ帰れ！　通りたければ力ずくで通ってみろよ」

　明らかに見下した目をイチノに向けながら、犬を追い払はらうような仕草をする。

　イチノは溜ため息いきを吐ついて、一いつ旦たん彼らから離はなれた。イチノは街道の脇わきに立っている木のひとつに寄り掛かる。

「何よ、あれ！　ホント、五大ギルドって面めん倒どうすぎ。何様のつもりかしら」

　彼らから少し離れた場所で立ち止まり、ユリはぷんすかと頰ほおを膨ふくらませてた。容姿と相あい俟まってとても子供っぽい。

　以前イチノがユリと話した時、彼女は高校生だと言っていた……が、イチノはその情報を一旦忘れることにした。

「どうする？　強引に押し通る？　ＰＫプレイヤーキラーしちゃうことなるけど」

　ユリが過激な意見を述べる。確かにそれもひとつの手段ではあった。

「五大ギルドとの軋あつ轢れきは正直、勘かん弁べんしたいところだな。ＰＫ自体もやれば悪い噂うわさが立つ。第一お前、ＰＫしたことないだろ」

「う……そりゃ、まあ……」

　ユリはシュンと肩を落とす。

《メモリーフラグメント》に限らないが、情報を集めるのに悪評はデメリットでしかない。

　そういった悪評を持つ者たちの情報ネットワークもあるにはあるが、イチノが集めるタイプの代しろ物ものには疎うとい。彼らの持つ情報は、もっと危険なものだ。

　またイチノは〈ゴスペル・クァイア〉のゲストとして会議にも参加している。ＰＫまでしたら〈ゴスペル・クァイア〉の責任問題に発展しかねない。

　出し抜ぬくとは言え、程度を見極める必要があった。

「あたしの浮遊魔法で行く？」

「三人も一緒にか？　それに道を塞いでる連中だって、浮遊魔法が使えるだろう。お前ひとりだけだったらいけるだろうけど、俺たち三人を運ぶのはさすがに無理だと思うんだが」

「う……」

　ユリは再び肩を落とした。実際、浮遊魔法で他の冒ぼう険けん者と共に浮うき上がるのは至難と言われている。自分自身だけならともかく、引き連れている冒険者が不意に動いただけで、バランスが崩くずれるため処理の難易度が至極高いのだ。せいぜいがその場で浮き続ける、あるいはゆっくりと下りるというぐらいにしか使えない。

　すると、今度はサクラがイチノを見ながら問う。

「でも、どうするの？　彼らを出し抜かなきゃ、あそこは抜けられないわよ」

「……わかってる」

　街道をああして大人数で塞がれてしまった場合、退かさない限り抜けることはできない。棒ぼう高たか跳とびでもすれば別だが、そんな棒はアイテム袋ぶくろの中にはない。

　森の中にも人員は配置されているため、森の中を抜けることも厳しそうだった。

　だが、ノンビリと構えているわけにはいかない。ケローネーの身体からだのどこかに《メモリーフラグメント》があるはずなのだ。妹を救うためにも、早く入手しなければならない。誰かに入手され、不意の事故や戦せん闘とう不能で消えたりすれば……もう二度と手に入らない。

　ケローネーに近づくためには、どうにかして彼らを退かして通る道を作る必要がある。大事にならないよう、できれば傷付けずに、だ。

「少しギリギリな行こう為いだが……これで行こう」

「何する気？」

「強引だが道を作る。付いてくるなら、その道を通ってきてくれ」

　言うが早いか、イチノは街道を塞いでいる者たちに向かって駆けた。

　イチノが剣けんを構えたところで、すぐに彼らも気付いたらしい。

「貴様、ここを通れるとでも思っているのか！　初心者装備の分際で！」

　突とつ然ぜんの強きよう襲しゆうに、二十人が全員、杖つえを構えてイチノを待ち構える。

「お前の言う通り、力ずくで押し通らせてもらうぜ。ちんたらやってられないんでな」

　彼らは詠えい唱しようを始めた。しかし、それはあまりにも遅おそかった。

　イチノの鋭するどい剣が先さき程ほど追い払ってきた男の腕うでを狙ねらう。その剣けん閃せんが手首へと命中。

　ウィークポイントのエフェクトは発生しない。それどころか、ダメージすらも与あたえていなかった。

　だが、男は杖を取り落とす。これで大きな魔法は使えない。上級の魔法は常に杖、あるいは媒ばい体たいとなるものが必要となるからだ。

「峰みね打うちだとっ!?」

　イチノがやったのは、剣の向きを変えてその峰を当てる峰打ちだ。勢いが速すぎるとダメージを与えてしまうが、適度な速度で命中させることでダメージを与えることなく、手首に衝しよう撃げきを与えて武器を落とすことができる。この適度な速度というのがくせ者で、命中する10フレーム前の攻撃判定の座標を参照することで速度を演算していた。故ゆえに速すぎればダメージ、遅すぎれば何も起こらないという結果が待っている。大した使い道のない技術で、人型モンスターの武器を落として奪うばい取る時に役立つぐらいだろう。また峰打ちにはダメージを抑おさえる効果もあるが、こちらも使いどころは限られる。

「これで終わりじゃないぜ」

　イチノの行動は、武器を落とさせただけでは終わらなかった。

　イチノは右みぎ肩かたを入れるようにして、その男の懐ふところに潜もぐり込む。そして、勢いのまま男の身体を押し込んだ。すると、男は大きくノックバックしてその場から吹ふき飛ぶ。

　人と人との接せつ触しよく判定に、初心者と上級者の違ちがいは存在しない。ましてや相手はソーサラーで、吹き飛ばすのは容易たやすい。ノックバックをしないようにするスキルは存在しているが、それは主に防ぼう御ぎよ役のタンクが持つものでソーサラーがスロットに入れるスキルではない。

「貴様あっ！」

　すぐに別の冒険者が魔法詠唱で、イチノを倒たおそうと試みる。

　だが、間に合わない。イチノはひとりずつ相手の腕を狙い武器を落とさせ、流れるような動きでノックバックさせる。

　時折詠唱時間のあまり掛からない魔法が襲おそってくるが、イチノはそれを避よけながら、次の相手を無力化した。

　三十秒も経たたないうちに八人ほど無力化したところで、ようやく道ができあがる。

　冒険者たちの壁かべを綻ほころばせたところで、イチノは隙すきを衝つき、その道を駆け抜けた。

　タイミングを見計らっていたサクラたちもすぐに続く。

〈セレマ・グノーシス〉のメンバーから慌あわてて制止する声が聞こえたが、イチノたちは無視してケローネーへと向かって進んだ。

　彼らは追いつくこともできない。そして、相手も諦あきらめたのか、それ以降、追いかけられることはなかった。

「まったく、強引なんだから……！」

「でも、ＨＰは１も減らしてないからな。ＰＫにはならない」

　追いついたサクラが呆あきれたような目をイチノに向ける。

「ま、まあ、私にはできないかな……。峰打ちって」

「ギルドの皆みんなに付き合ってもらったからな。練習を」

　そんな会話をしながらイチノたちは先へ進み、ケローネーの後ろ姿を視界に捉とらえた。







　イチノたちはケローネーの右足にハーケンを刺さして上へと登った。

　登ってくる途中、ケローネーの右肩や首近辺に、〈セレマ・グノーシス〉のギルドメンバーたちを見たが、彼らがイチノたちに気付くこともなかった。そもそも目的も違っているため、バッティングすることもない。

　話は聞こえないが、おそらくはイチノが教えた弱点を露ろ出しゆつさせるタイミングについて話していると推測できる。特に魔ま法ほうから物理に切り替かえるタイミングは入念に話しておかなければ、魔法を乱発することになり、無む駄だなＳＰ消費に繫つながってしまうからだ。

　まだ大規模な戦闘は始まっていない。始まって弱点が露出すれば、モンスターが大挙して押し寄せてくるだろう。それが甲こう羅らにまで来るかどうかはわからないが。

「すぐ近くには、アレ、なさそうね」

　サクラが何気なく、そう喋しやべる。

「まあ、見えないな。そうなると隙すき間まか何かに挟はさまってるのか……」

　イチノが腕を組んで考えていると、

「アレって何」

　ユリが不満げに尋たずねてくる。

　ユリはそもそもイチノが集めているものを知らない。何かを集めていることは察していても、それが何なのかはまったく教えられていなかった。

「ねえ、アレって何よ」

「あ、いや……」

　失言だったと自覚したのだろう。サクラは見る見るうちに気まずそうな表情となる。

　それを見て、イチノがすかさずフォローした。

「……別に何でもいいだろう。とにかく親指大の白い石みたいなアイテムがあったら教えてくれ。絶対に触さわったら駄だ目めだぞ。触ったら面倒なことになる」

　落ちているアイテムの所有権は触った冒険者のものとなる。

　通常のアイテムであれば受け渡わたしは簡単だが、《メモリーフラグメント》の場合、決けつ闘とうでしか受け渡しができない。それゆえ、手間は避さけたかった。

「さて」

　そして、その話は終わりだとばかりにイチノはアイテムの捜そう索さくを再開する。

「じゃあ、私、あっち探すね」

「カレンはこちらに」

　サクラとカレンもそれぞれ散って、アイテムを探し始めた。サクラは高いところが少し苦手ということもあって、いち早く甲羅の真ん中よりを探している。カレンはケローネーの後方側だ。

「わかったわよ。じゃあ、あたし端はしの方探すから。落ちても浮ふ遊ゆう魔法使えば良いし」

「悪い。助かる」

　捜索を始めたサクラとカレンを見て、ユリもしぶしぶと甲羅の端へと向かいアイテムを探し始めた。置いてきぼりになっている……そんな沈ちん痛つうな表情を浮かべて。

　そんな表情を見てイチノは心が痛んだが、それでも今彼女を巻き込むわけにはいかないと自分に言い聞かせた。

　そして、アイテム捜索を始めて十分ぐらい経った頃ころ。

「魔法攻こう撃げき、開始！」

　誰だれかの号令が響ひびき渡る。

　その瞬しゆん間かん、爆ばく発はつが起こったかのような轟ごう音おんと共に大きな揺ゆれが発生した。

〈セレマ・グノーシス〉がウィークポイントを露出させるために、外がい殻かくを剝はがしにかかったのだ。

　右肩、左肩、首から煙けむりが上がり始める。

　激しい音が聞こえてくるたびに、ケローネーは不ふ愉ゆ快かいそうに身を捩よじる。甲羅の上が倒れてしまいそうな揺れに襲われる。

「外殻、破は壊かい完かん了りよう！」

　あっという間に弱点を露出させたらしい。遠くからそんな声が届いた。

（ってことは、モンスターが……）

　イチノの考えた通り、

「ゴブリン、現れました！」「数！　こちらは四十匹ぴき」

　そんな声が響いてくる。

　そして、ゴブリンが現れたのはウィークポイント周辺だけではなかった。

　甲羅の上に、次々と魔ま法ほう陣じんが描えがかれてはモンスターが出現してくる。前回と同じように紫むらさき色いろの不気味なナイフを携たずさえて。

　サクラとカレンはすぐにイチノの下もとへと戻もどった。

「こっちにまで出てくるの!?」

「ウィークポイントを露出すると、外敵排はい除じよってシークエンスに入るのかもな」

「カレンもそう思います！」

　そんな会話をしている間に甲羅の上は、あっという間に大量のゴブリンでひしめき合うような状じよう況きようになった。

　ゴブリンはイチノたちを少しずつ囲んでいき、攻撃のタイミングを見計らうかのように睨にらむ。

「仕方ない。一いつ旦たん、撤てつ収しゆうしよう」

　イチノがそう声をかけた時、ひとつ問題が起こっていた。

　少し離はなれていたユリがゴブリンに囲まれ、イチノの近くまで戻ってこれていないのだ。

「このおっ！」

　魔法で倒して道を作ろうとしているが、やはり数が多い。

「きゃあっ！」

　そして、ゴブリンの攻撃を食らってしまう。

　とはいえ、ユリも高レベルの冒ぼう険けん者だ。ソーサラーで守備力が低いとはいえ、一撃でどうにかなるようなことはない。

　しかし、ゴブリンの攻撃を食らってから、ユリはまったく魔法を使わなくなってしまう。

「ど、どうしたの!?　ユリ、魔法を──」

「違う、使わないんじゃない！　使えないんだ！」

　詠えい唱しよう封ふう印いん。魔法を使えなくする、ステータス異常がある。ゴブリンの持っている紫色のナイフがステータス異常を引き起こしたのだ。

　魔法には詠唱が必要だ。上級の魔法を使う場合、特に長くなる。

　その詠唱ができなくなると、魔法がまったく使えなくなってしまうのだ。ソーサラー系のロールにとって、最も気をつけておかなければならないステータス異常である。

　イチノたちは助けに向かうべく包囲の一角を突つき崩くずし、ユリの救きゆう援えんに向かう。

　だが、遅かった。

「ギエッ！」

　ユリが探していた場所は、甲羅の端。それが災わざわいした。

　ユリはゴブリンに突き飛ばされてしまう。ユリの身体からだは甲羅の傾けい斜しやが急な場所までノックバックさせられた。

　傾斜に抗あらがうこともできず、手で何かを摑つかむこともできず、転げ落ちていってしまう。

　その先に、彼女の身体を止めるものは何もない。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああ！」

　魔法を封じられ、浮遊魔法も使えない。彼女は呆あつ気けなく、空へと投げ出されてしまう。

　もはや、地上へと落下するのみ。その先に待つのは、戦せん闘とう不能──死だ。

「ユリッ！」

　イチノはすぐさまアイテム袋ぶくろからザイル付きのハーケンを出して、甲羅に差し込み、ザイルを自分の腰こしに巻き付ける。

　そして、甲羅の端まで全力疾しつ走そうし、その勢いのまま宙へと身を投げ出した。

　必死の形相で、落下するユリを追いかける。

「い、イチノ!?」

　見捨てられないのだ。

　彼女には恩義もある。だというのに、何も教えることもできず、不安と不満を抱いだかせてしまっているのだ。

「くっ……！　届けッ！」

　イチノは落下するユリに手を伸のばす。

　少しずつ少しずつイチノは彼女に近づいた。

　そして、その華きや奢しやな身体をどうにか捕つかまえる。

　命いのち綱づながピンと張って、ふたりは空中にぶら下がった。イチノはユリの腰を抱だき込むように捕まえたため、抱き合うような形となる。

「ふぅ……。どうにかなったな。大だい丈じよう夫ぶか？」

「い、イチノ……なんで……。街送りになるだけなのに……」

　その問いに、イチノは穏おだやかさと悲しさが混ざったような表情を浮うかべた。

「目の前で人が死ぬのを見るのは嫌いやなんだよ」

　それを見たユリの顔が、悲しさと切なさの色に染まる。

「……ギルドにいた時は、そんなことなかったのに。どうして……」

「ま、色々とな。さて、ここからどうするかな。さすがにロープを伝って上に行くのは面めん倒どうだが……」
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　丁度、右みぎ肩かたのエリアから二十メートルほど落ちている。ユリを抱かかえて登れないわけではないが、それはなかなかの技能を要する。ソロでの崖がけ登りなどはできるイチノだが、登山スキルを持っているわけでもないため、人を抱えて登るのは至難だった。

「ユリの詠唱封印が解けるのを待って──」

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　イチノがここからどうするかを考えていたのも束の間──ウィークポイントを攻撃されているケローネーが、その攻こう勢せいを嫌がったのかいきなり大きく身を捩った。

　ピンと張ったザイルが振ふられ、イチノたちもあらぬ方向へと振られてしまう。ザイルはイチノの腰に巻き付いているため、落下の問題はない、が──。

　その先にあったのは──。

「口……!?　これは、まさか──」

　大きく開かれた、ケローネーの大きな口だった。

　ユリの身体を離すわけにもいかない。

　それを避よけることは不可能だった。ザイルはしっかりと腰に巻き付いてしまっている。摑つかまるような場所も逃にげられる場所もない。

　イチノとユリは食べられてしまった。







　ケローネーの身体の中へと落ちていく感覚。

　微かすかな浮遊感と共に、傾斜の険しい滑すべり台を長く長く滑っているようだった。

　ザイルは嚙かみちぎられてしまったのか、イチノたちの落下が止まる様子はない。

　ユリは目を瞑つぶって、イチノにずっとしがみついていた。

　と言っても、目を開けていても同じ事だっただろう。周囲は先が見えない暗くら闇やみだけだ。

「ん？」

　そして、暗闇の先にぼんやりと淡あわい光が見え始める。

　それと同時に傾斜は少しずつ緩ゆるくなり、それに合わせてスピードも落ちていった。

　ズザザザと、服を擦こするような音が終わり、滑り台の終点へとやってくる。

「なんだ、ここ……」

　イチノは動かずに周囲を見み渡わたした。

　そこは黒い岩の壁かべで覆おおわれた部屋だった。天てん井じようも床ゆかも、素材は同じ。十メートル四方の部屋で、天井まで高さは四メートルほどだ。

　ただ、壁にも床にも、そして天井にも自然物とは思えないような装そう飾しよくが為なされており、人工物を装よそおってるものだとわかる。その装飾は凹おう凸とつで何かの模様が描かれているようだったが、意味はわからないし、ないのかもしれない。

　そして、この黒い岩は少しではあるが発光していた。視界は少し心こころ許もとないが、それでもカンテラが必要ないぐらいの光量がある。

「どこ、ここ？」

　ユリが恐おそる恐る目を開けて、イチノに遅おくれて周りを見る。

「たぶん、ケローネーの身体の中だな」

「身体の中？」

「街送りにされてないってことは、そういうことだろ」

　モンスターに食べられた……となったら、街送りにされそうなものだが、そうではなかった。街送りにされていないということは、戦闘不能になっていないことの証左だ。

「その上、この床。たぶん壁や天井もそうだと思うけど、少しだけ脈動してる」

　ユリが手を床に当てると、確かにその鼓こ動どうのような揺れを感じ取ったらしい。

「何か妙みように暖かいんだけど……」

　気味が悪くなったのか、眉まゆ根ねを寄せてすぐに床から手を離した。

「周囲を見渡す限り、ここはダンジョンっぽいな。奥に行く道もあるし」

　巨きよ大だいモンスターの中にダンジョンがある。

　いかにも父が考えそうなことだ……と心の中でイチノは独りごちた。

「あ、あの……。イチノ……」

「ん、なんだ？」

「その、手を、離して……抱きしめられてるっていうか……」

　まったく意識していなかったが、ふたりは落下して抱きあった時のままだった。イチノの手はユリの腰に回って、しっかりと抱きしめている。

「あ、悪い」

　イチノは照れもせずに手を離して、そして立ち上がった。

　そして、倒たおれているユリに手を差し伸べる。

「……その態度もちょっと傷付くけど……」

「なんでだよ」

「でも、助けてくれてありがと」

　そう言って、ユリはイチノの手に引っ張ってもらい立ち上がった。

「でも、ケローネーの中にダンジョンがあるって凄すごいわね」

「そうだな。これだけデカいと予想をしててもよかったかもしれないが」

「どうする？　一回ここを出る？　もう詠唱封印のステータス異常も自然回復してるっぽいから、脱だつ出しゆつ魔ま法ほうを使って──」

　そこでユリが言葉を止めた。

　すぐに杖つえを構えて手早く詠えい唱しようを開始する。

「炎ほのおの矢よ。我わが敵を貫つらぬけ。〈ファイアーアロー〉」

　炎魔法スキル、初級魔法だ。炎の矢を飛ばして敵にダメージを与あたえる。ソーサラーのロールになった冒険者が一番最初に覚えることが多い魔法だ。

　しかし、その杖から魔法は射出されなかった。

「魔法が使えない？　詠唱はできるのに……。ここ、もしかして魔法使用禁止エリアなの？」

　稀まれにそういうダンジョンはある。

　ただ、何もできなくなる……ということを避さけるために、そのようなギミックを無くす方法というのも存在している場合もあるが。

　とはいえ、〈アストラル・イノベーター〉のダンジョンはひとりで攻こう略りやくすることを推すい奨しようしていない。パーティを組み、足りないものを補いながらチームワークを発揮させるように作られている。

「うーん、じゃあ、脱出アイテム使うかー」

　ユリがアイテム袋から脱出アイテム〈アリアドネの結けつ晶しよう〉を取り出そうとするところを、イチノは手で制した。

「いや、せっかくだからこのまま進もう」

　イチノの興味深そうな視線が、奥へと向いている。

「俺が欲ほしかったアイテムは甲こう羅らの上にはなかった。だけど、この中に入っているのかもしれないし」

「別にいいけど。でも、どっちみち一度戻もどった方がいいんじゃない？　あたしたちだけじゃ、心許ないし」

「いや、サクラを呼べばなんとかなるだろ」

　仮にこのダンジョンのレベルが高かろうと、レベル50以上のサクラでどうにもならなければ他ほかの冒ぼう険けん者でもどうにもならない。

　イベントというものはできる限り、全員が楽しめるものとしてレベルデザインされることが一いつ般ぱん的だ。ある程度のレベルの者なら、進むこともできるはず。

　そう考え、イチノは〈リターンストーン〉の欠片かけらを取り出し、叩たたきつけた。

　欠片が割れると、そこにうっすらと人ひと影かげが現れる。

「あ、あれ？　ここどこ？　って、イチノにユリ？　無事だったの!?」

　サクラが転送されてきたのだ。

「ここはケローネーの中だ」

「中？」

　事態を飲み込めていないサクラにイチノが説明すると、ようやく納なつ得とくのいった顔をした。

「なるほどね、了りよう解かいっ！」

　ここでなら普ふ通つうに戦えると思ったのか、少し嬉うれしそうな表情だった。

　それとは対照的にユリは再び不ふ機き嫌げんな顔になっている。

「……〈リターンストーン〉で呼び寄せられるようにしてるんだ」

　ユリがぼそっと呟つぶやく。

　欠片を持つ冒険者を呼び寄せることが可能な〈リターンストーン〉を男女間で渡わたす行こう為いというのは、上下関係がはっきりとしている場合か、あるいは相手を完全に信しん頼らいしている時に限られる。遊び半分で持たせるようなものではあまりない。

　制作者側からすると予想外の使われ方とはいえ、いきなり自分の知らない場所へ飛ばされる可能性だってあるのだ。

　それこそ悪戯いたずらや嫌がらせをするには最適のアイテムと言える。低レベルの者を高レベルモンスターの徘はい徊かいする場所に放ほうり込むこともできるのだから。

　他にも友達になった証あかしといったようなノリで、お互たがいが欠片を交こう換かんするという行為も流行はやっていたが、それが実行されることは稀だ。

　何にせよ、おいそれとは交換のできない代しろ物ものと言ってもいい。もっとも、イチノとサクラはその辺りをあまり深く認にん識しきしていないようだったが。

「ん？　ユリ、どうかしたか？」

「なんでもないわよっ！　ふんだ！」

　不機嫌なユリの機嫌を直すことをイチノは諦あきらめ、先に進もうとする。

「あ、どうせだったら、カレンちゃんにも来てもらおうよ」

　言うが早いか、サクラはすぐに〈リターンストーン〉の欠片を叩きつけた。そこにカレンが現れる。

「あれぇ？　ここは……」

　いきなり召しよう喚かんされたカレンは目を白黒させていたが、サクラの説明を聞くとすぐに事態を把は握あくしたようだ。

「サクラ、お前、いつの間にカレンと〈リターンストーン〉を……？」

「つい、この前よ。せっかくだからって交換したの。さ、行きましょ」

　そして、サクラを先頭にイチノたちは奥へと進んだ。







　何度か階段を上り下りし、ルートを記き憶おくしながらイチノたちは奥へと進んでいた。

「結構広いわね、このダンジョン。ケローネーぐらいの大きさだったらすぐに終わると思ってたけど」

　途と中ちゆう、サクラがそんなことを言っていたが、確かにダンジョンとしては小型だろう。

「ケローネーの大きさは全高四十メートル、全長三百五十メートル、横よこ幅はば百五十メートル。ダンジョンが胴どう体たいと甲羅の部分に限るとすれば、全長と横幅は多少縮む。高さは二十五メートルほどだから、最初の部屋の高さが四メートルだったことを考えれば、五階構成と見ていいだろう」

　イチノはそんな予想をしていた。

　奥へ進んでいっても、最初の部屋と似たような光景が続いている。

　もちろん無限回かい廊ろうのように、同じ場所をぐるぐると回っているわけではないが、通路はふたりが通れる程度の幅はばしかないため、息苦しかった。本当に息苦しいわけではなく、錯さつ覚かくではあったが、それもリアルすぎるからこその弊へい害がいだろう。

　イチノはルートを覚え、現時点でどの方角を向いているか把握しているが、未だにゴールは遠いと感じている。

「それにしても歩くモンスターの中にダンジョンとか、凄いこと考えるわね、運営も」

「ですねぇ。内臓みたいにグロいわけじゃないですけど、脈動してるのはちょっとキモいです。思い出すと寒気が……」

　前を行くサクラとカレンは、少し呆あきれたように話していた。

　今はサクラが前衛に出て、カレンがその補助をしている。サクラはもとより、カレンも本職が回復役とはいえ、ターゲットとなったり、モンスターの気を逸そらしたり、時折ダメージ役として前衛を支えたり、サクラの戦せん闘とうを上手うまくサポートしていた。

　ふと、妹の顔が思い浮うかぶ。恋もまたイチノの戦闘をサポートしてくれるタイプだった。というよりも、前に前に猪ちよ突とつ猛もう進しんをするため、カレンと違ちがって失敗も多かったが。

「ファイターに転職すればいい」

　イチノもサービス開始当初は恋によく言っていた。

　だが、恋は決まって、

「イチ兄の回復サポートは恋しかできないからね」

　と、返してくるのだ。

　そんなことを思い返していると、背後からひゅっと空気を切り裂さく音が聞こえてくる。

　イチノはすぐに反応し、剣けんを振ふった。音の聞こえてきた速度や音量、そこからすぐに狙ねらってきたポイントを演算。

　襲おそってきたのは矢であった。それはユリを狙ったものだ。その当たり判定となった矢を、イチノはユリを守るようにして剣で振り払はらった。

　そして、飛来した方向へ駆かける。そこには弓矢を持ったゴブリンが一いつ匹ぴきで立っていた。装備している武器こそ違うものの、甲羅の上に出てきたゴブリンと同じだ。

「はっ！」

　ウィークポイントの首筋を狙って剣を薙なぐ。クリティカルヒット。よろめいたところに、さらに返す刀で、やはりウィークポイントの頭を狙う。再びクリティカル。ゴブリン系の弱点はすでに知り尽つくしている。

　それから二回ほどクリティカル攻こう撃げきを叩き込むと、ゴブリンは倒れた。

「ふう。やっぱり、後衛にいて正解だったな」

　サクラに前衛を任せ、イチノは後衛に位置取っていた。後衛にユリとカレンを置いた場合、狭せまいこともあって、後ろからモンスターに来られると呆あつ気けなく突つき崩くずされてしまう。それを考こう慮りよした上での陣じん列れつだった。

「ありがとうございます、イチノさん」

「これが今の俺の仕事だからな」

　行きがかり上とはいえ、四人でパーティを組んで進んでいると、否いや応おうなしにギルドに所属していたことを思い出す。

　離はなれてからまだ三ヶ月だというのに、懐なつかしさすら込こみ上げてきた。

「……郷きよう愁しゆうに浸ひたってる場合じゃないな」

　イチノは誰だれにも聞かれないように呟き、頭を振る。

　それから散発的な戦闘を経へて、さらにイチノたちは奥へと進んだ。

　そして、通路の角を曲がると、今までよりも遥はるかに長い通路へ出る。奥の角まで二百メートルはありそうだった。

「危ないっ！」

　サクラがその通路へと踏ふみ出した瞬しゆん間かん──カレンが叫さけび、サクラの腕うでを摑つかんで強い力で引き戻す。

　サクラはまるで投げ飛ばされるように後ろに引っ張られた。

　それと同時に、両側の壁かべが迫せり出す。目の前の通路が一瞬にして塞ふさがれ、岩同士のぶつかる音が響ひびいた。

「え……」

　サクラが呆ほうけた声を出す。

　もしも、カレンがサクラを引き戻さなかったら、確実に両りよう脇わきから迫り出した壁に押し潰つぶされていただろう。この世界でグロテスクなビジュアルが展開されることはないが、あまり想像はしたくない絵え面づらだ。

「トラップ？」

　イチノが呟くと同時に、壁は少しずつ元の位置に戻っていった。

　そこにイチノは足を少し踏み出して引っ込める。すると、やはり壁が両りよう端たんから押し潰すようにして塞いでしまった。

「質たちの悪いトラップだな」

　イチノが呆れたように溜ため息いきを吐つく。

「あ、ありがと、カレンちゃん」

「いえいえ、どういたしまして」

「ねえ、カレン。あんた、〈トラップファインド〉のスキル持ってたの？」

〈トラップファインド〉とは罠わな──トラップを見破るためのスキルだ。宝箱や床ゆか、この手の壁による仕し掛かけがぼんやりと赤く明めい滅めつし、トラップがあることを知らせる。

　シーフの持つスキルで取得は容易なため、一度シーフになってスキルを得る者も多い。ダンジョン探たん索さくには便利なスキルだ。

「いえ？」

　しかし、カレンは首を傾かしげた。持っていないらしい。

「まあ、知らせるタイミングが遅おそかったからな。持ってたらもっと早くサクラに知らせるだろ」

　知っていればトラップが発動するのを見てからサクラを引き戻もどす必要もない。そこにトラップがあると報告するだけで事足りる。

「いやー、なんかすっごくトラップっぽかったんで」

　カレンは事も無げに言う。

　確かに無む駄だに長い通路だ。そう思っても不思議ではないが、なかなかあんな行動には出られない。

「こう見えて、カレンは勘かんだけは鋭するどいので」

「勘ねぇ……」

「まま、それは置いておくとして。どうします？　このトラップ」

　少なくとも発動させないようにしない限り、ここを抜ぬけるのは不可能だろう。

「来る途中、大きな岩はなかったっけか？　閉じるのを塞ぐような」

「いや、なかったと思うけど」

　サクラが首を振る。

「ふむ」

　イチノはアイテム袋ぶくろから、何やら木の杖つえを取り出した。

　それをちょうど両端が向かって横になるよう放ほうり投げる。トラップは発動しなかった。

　そこにまたイチノは足を踏み出す。

　再び壁が両端から迫せまり、ドン！　という音が響いた。

　そして、壁が元の位置へと戻る。杖はなくなっていた。

「武器消失までありか。これは岩を運んできても無駄かもな」

　どう足あ搔がいたところで壁はぴったりとくっついてしまう。

「スイッチか、あるいは別の条件かな……」

　少し見み渡わたすが、それらしいスイッチはない。

「別の場所にあるのかしら？」

　サクラが悩なやんでいるように呟つぶやく。見み逃のがしたかもしれないと責任を感じているようだった。

「うーん……。この手のトラップ、以前にも見た気がするんですが」

　カレンが腕を組んで考えている。組んだ腕の上にその豊満な胸がのって、イチノにとっては少し目に毒だ。

「よっ、と」

　だが、カレンはさらに目に毒な真似まねをし始めた。

「ちょっと、カレン!?」

　サクラが泡あわを食う。

　カレンはいきなり装備を脱ぬいだのだ。ぱっぱっと装備が消え、上下のインナーだけとなってしまう。白い雪のような肌はだが露あらわになる。

「あんた、何してんの!?」

　そんなユリのもっともな指し摘てきに笑え顔がおを浮かべながら、カレンはそっとトラップの発動するエリアに足を踏み出した。

　壁は──。

「あ、やっぱり動きませんね」

　カレンの言う通り、壁に動く気配がなかった。

「なんで？」

　ユリが不思議そうな顔をしている。

「以前、幾いくつかありませんでした？　たぶん装備品に反応してるんですよ、このトラップ」

「……ホントに？」

　サクラが疑わしげな表情を作る。

「つまり、ここを通るなら装備品を外せってことか。昔、あった気がするな。金属製品を装備してるとまともに動けなくなる磁石の洞どう窟くつとか」

　それを聞いて、イチノも装備品を外してインナーだけとなる。

「ちょ、ちょっと！　こんなところで脱がないでよ！」

「……いや、インナーは水着みたいなもんだろ。第一ここで脱がないで、どこで脱ぐんだ」

　インナーは男は下だけ。女は上と下にそれぞれ付いている。インナーの色は拠きよ点てんなどの場所であればいつでも調整できる。イチノは黒で、カレンは白だった。

　薄うす手でなわけでもないが、これを水着と見るか下着と見るかは、冒ぼう険けん者の間では意見が分かれている。

　女性側からは恥はずかしいという意見も多く上がっているが、男性と半数の女性からは、カスタマイズした身体からだなのに何が恥ずかしいのか、という反対意見もあった。

　しかし、カスタマイズされたものとはいえ、それを動かしているのもまた自分である。それを考えれば、女性が恥ずかしがるのも無理はなかった。

「……うう。本気で脱がなきゃいけないの……？」

「なんでこんなトラップがあるのよ……。制作者の趣しゆ味みなの……」

　ユリとサクラは頰ほおを赤く染めている。羞しゆう恥ち心しんが邪じや魔まして脱ぐのを躊躇ためらっていた。

（父さんの趣味……じゃないとは思うけど）

　すでに開発から外れている仁が設定したのではないだろうが、開発していたとしても仁はやらないという確信はイチノの中にあった。

「んー、そんなに恥ずかしいですか。じゃあ、これならどうです？」

　インナー姿のカレンは、アイテム袋に手を入れて何かを取り出した。

　そして、素す早ばやくパパッとそれを装備する。

「じゃーん！」

　と、カレンが見せつけるようにして装備したのは──正しよう真しん正しよう銘めいの水着だ。フリル付きの可愛かわいらしい白のビキニ姿となっている。豊満な胸が水着を押しのけるように溢あふれており、北半球と南半球がしっかりと見えていた。もっとも自分自身でずらしたりしない限り、中身がポロリと出ることは絶対にないし、この水着が敵の攻撃によって破れる、焼かれるといったことも絶対にない。そういったことが起こらないようにプロテクトが組まれている。

「水着って……何であんた持ってるのよ」

「いや、なんとなく？」

　ユリのもっともな疑問に、カレンはいつもと同じように曖あい昧まいな答えを返した。

　そしてカレンは水着姿のまま、トラップのエリアへ足を踏み出す。トラップとなる壁はまったく動く気配がなかった。

「金属装備、革装備、あとは魔ま法ほうの掛かかった装備がトラップの対象っぽいですね。アイテム袋の中に入れておけば、問題はなさそうです」

　アイテム袋の中のものはなぜ大だい丈じよう夫ぶなのかと疑問は浮うかぶが、そこまで行くとゲーム性の損失という問題が出る。

「でも、恥ずかしがらないあんたが水着着ても意味ないでしょうが」

「あ、ちゃんと何着かありますよ。ほら」

　そう言って二着ほどアイテムから水着を出すカレン。ユリとサクラは顔を引き攣つらせた。

「アイテムスロットもったいない……」

　そんなサクラの指摘はもっともだ。水着装備は用よう途とが限られる。通常のプレイで持ってくるようなアイテムではない。袋ふくろの中に入れられる容量は限られているのだ。
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「ま、プレイの仕方なんて自由でいいさ。ダンジョンで水着が必要になる場面がまったくないわけじゃない」

　イチノの言う通り、中に水場があるダンジョンもあった。水着を装備していれば、池や湖、あるいは海といったフィールドに於おいて、泳ぐ時に速度ペナルティを受けない、沈しずむ心配がないといったメリットもある。

「……ま、インナーよりは水着の方がマシよね」

「そりゃそうかもしれないけど」

　ユリとサクラが難しい顔をしながら、躊躇いつつも水着を受け取った。

　この世界で体型の違ちがう冒険者から装備を受け取っても、装備品はちゃんと装備する者に合わせてくれる。カレンとはまるで体型の違うサクラやユリがカレンの装備品をつけることには何の問題もない。

「着き替がえるけど……イチノ、あんまりこっち見ないでよね」

「装備変へん更こうで身体なんか１フレームも見えないから大丈夫だろうに」

　イチノはそう言いつつ、一応といったように身体を逸そらした。

　そして、サクラは一いつ瞬しゆんで装備を水着へ変更する。白と薄うす緑みどりを縞しま模も様ようにしたビキニだ。カレンのものより生き地じが小さく、カレンほどではないものの胸の膨ふくらみが強調されていた。

　水着になったサクラを見て、ユリも諦あきらめたように溜息を吐く。

「……わかったわよ。着るわよ。攻こう略りやくのためだし……」

　ユリの水着はこれまた面積の小さいビキニだった。さらに生地が小さくなればマイクロビキニと称しようされるだろう。特にボトムは脚あし刳ぐりのラインが浅い、俗ぞくに言うローライズだ。

　ソーサラー装備でまったく肌を露ろ出しゆつしてなかった分、その白い肌と赤い水着は薄うす暗ぐらい洞窟の中にとても映はえている。

　インナーに比べても遜そん色しよくがない──むしろ、露出している肌は増えているのだが、ふたりは水着ならば我が慢まんできるらしい。イチノはふたりが着替え終わったのを見計らってふたりの水着姿を見る。インナーの方が肌の露出が少ない……と思ったが口にはしなかった。

「恥ずかしいけど、ここにはイチノしかいないし、別にいいわ」

「ちょっとユリ。イチノならいいってどういう意味？」

　ユリの発言にサクラが突つっかかる。

「言葉通りの意味よ。ここにいるのが、イチノじゃなかったら絶対やらないわ」

「ふーん……。イチノを信用してるんだ？」

「と、当然じゃない。べ、別に裸はだかだって見られたって構わないし！」

　サクラに張り合うかのように、とんでもないことを言い始めるユリ。顔は真っ赤で、強がっているようにしか見えないが、サクラはそれに気付かない。

「わ、私だって、もう見られたからいいもんね！」

　サクラまで見み栄えを張り始める。イチノは彼女たちから身体を逸らして軽くこめかみを押さえた。

「な、なん、ですって……!?」

　ユリの額に怒ど筋すじのエフェクトが浮かび上がる。相当怒おこった証しよう拠こだ。

「ど、どういうことよ！　い、いや、別にこの世界でなら別に裸ぐらい──」

「げ、現実でだって見られたし！」

　さらにそんなことまでバラされ、イチノは頭を抱かかえるしかない。

　不ふ慮りよの事故で見てしまったことは確かだが……。

「な、なんですって────────────────────！」

　ユリはさらに激げき昂こうする。顔も真っ赤で怒筋は消える気配を見せない。

「まあ、裸ならカレンも見られましたし」

　サーマル遺い跡せきでカレンは裸で倒たおれていたことを言っているのだろう。

（……ん。裸？）
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　少し思い出したビジュアルに違い和わ感かんを覚えたところで、

「ちょっと、イチノどういうことよ！」

　ユリに問い詰つめられ、違和感はかき消されてしまった。

「あー……いい加減にしてくれ」

　と、イチノはトラップのエリアへと踏ふみ出し、足早に奥へと向かう。

「も、もう！　説明してもらうんだからね！」

　そして、ユリたちもイチノを追いかけた。







　壁かべのトラップがある通路を無事に抜ぬけ、四人はさらに奥を目指す。

　イチノたちはトラップを抜けてからすでに防具を装備し直していた。ユリとサクラは「何なのよ、このトラップ……」とブツブツと文句を言っていたが、そんな不満もすでに収まっている。

　そして、イチノたちは広間に出た。教室ほどの広い部屋で、ちょうど正方形となっている。壁や床ゆかの模様は今までと変わらないが、一いつ旦たんは息の詰まる場所を抜けたらしい。

　ユリは深呼吸するように大きく息を吸う。

　そこで──。

「危ないです！」

　またもカレンが叫さけんだ。ユリの服の襟えりとなる部分を摑つかんで、後ろに引っ張る。

　その瞬間、床から無数の鋭するどい土つち針はりが突き出した。カレンの反応が遅おくれていれば、ユリが串くし刺ざしになっていたところである。

「またトラップなの!?　まったく……」

「カレンちゃん、凄すごいわね。全然わからなかった……」

「えへへー」

　三人がそれぞれトラップについて不満を言い合う。

　それを尻しり目めにイチノはそのトラップをしげしげと眺ながめていた。すでに突き出した針は引っ込んでおり、特におかしなところは見受けられない。

　だが、イチノは何かを感じ取ったらしい。少しばかり難しい顔をしていた。予定外のことが起こっていると言わんばかりの表情だ。

「どうかしたの？」

　それに気付いたサクラがイチノを心配そうに見る。

「……いや、ちょっとな。今は先に進もう。攻略には関係のないことだろうしな」

　サクラは首を傾かしげるが、部屋を出て進むイチノを慌あわてて追いかけた。

　四人は部屋を出て再び狭せまい通路を歩く。

　曲がりくねったその道を進むと、分ぶん岐き点てんがあった。真正面から左斜ななめに進む道と右斜めに進む道だ。

　どちらに進もうか、とイチノが見定めているところで……。

「うう……」

　呻うめき声が聞こえてくる。

　背後を振ふり返ると、ユリが真っ青な顔をしていた。

「ユリ、お前もしかして……」

「あー、うん……。ゲーム酔よいしちゃった」

「お前、相当我慢してたな？　ここまで青いとちょっと酷ひどいぞ。むしろ、よくここまで誤ご魔ま化かせたな」

「い、いいところだったし……うえっぷ……」

　ユリの背中をさすりながら、イチノもソウルインしてからの経過時間を確かめる。

　イチノもすでにゲーム酔いの時間が近かった。カレンはどうかわからないが、サクラもそろそろだろう。

「これ以上は危険だな。集中力が切れたら攻こう略りやくもままならないし、今日は諦あきらめて脱だつ出しゆつしよう。とりあえず、ケローネーの中にダンジョンがあることがわかっただけでも収しゆう穫かくだからな」

　そんな提案をすると、意外なことにカレンが渋しぶった。

「えー。これで終わりですか？」

「ゲーム酔いがあるから仕方ないだろう。これ以上やっても集中力が続かない」

「うーん。そうですねぇ」

「また明日あした来ればいい。現状、ケローネーが一両日に倒されることはないだろう。いきなりダンジョン攻略になるとは思ってなかったから、欠けてない〈リターンストーン〉を持ってきてないけどルートは覚えたし、次ここまで来るのに時間を半分は短縮できるはずだ」

「了りよう解かいです。では、明日に。約束ですよ、イチノさん！」

　カレンは納なつ得とくしたように笑え顔がおで頷うなずいた。

　そして、イチノに身を寄せて立て続けに提案をしてくる。

「ここのこと、他ほかの人には秘密にしませんか？」

「秘密に？」

「ええ。自分たちだけが知ってるってわくわくしますし、一番最初に攻略したいじゃないですか」

　カレンにそんな欲よくがあると思っていなかったイチノは、表情には出さないが若じやつ干かん面食らった。欲と言っても、可愛かわいらしいものだ。

　それにイチノとしても、無事に《メモリーフラグメント》を入手するためには、他の冒ぼう険けん者たちにはバレていない方が望ましい。

「まあ、そうしてもいいか。このことは他言無用でな。ただし、街が襲おそわれるとか、そういう事態になりつつあったら、すぐに情報をばらまこう」

「はーい！」

「了解」

　カレンとサクラが頷いた。

　そして、イチノたちはアイテム袋ぶくろに常備しているダンジョン脱出アイテム、〈アリアドネの結けつ晶しよう〉を使用し、外へと出る。

　ケローネーから無事に脱出したイチノたちは、それぞれの拠きよ点てんまで戻もどってソウルアウトした。




　　　　▽　▽　▽　▽




　現実世界に戻った弌だったが、眼鏡型ウェアラブルコンピューターのレンズに、ボイスチャット要よう請せいのマークが映り込む。

「ユリ……？」

　サクラかと思ったが、意外なことに相手はユリだった。

「イチノよね？」

　眼鏡に埋うめ込まれた超ちよう小こ型がたスピーカーから、ユリの声が聞こえてくる。少しハスキーな、ゲームとは違う大人びた声だ。

「ああ、そうだけど」

　ユリとリアルで話すのは初めてではないが、久しぶりということもあり、弌は些いささか緊きん張ちようしたような面おも持もちになっていた。

「ねえ、サクラって、貴方あなたの何なの？」

　一呼吸置いて、ユリがそんな質問をする。

　質問が唐とう突とつすぎて、弌は一いつ瞬しゆん理解に戸と惑まどった。

「……いきなりなんだ」

　弌は混乱したような表情を浮うかべた。

　音声通話のためユリに弌の顔は見えてはいないが、ユリは遠えん慮りよなく聞き出そうとする。

「どういう間あいだ柄がらなの？」

「……なんて言えばいいのか、いまいちわからんが……。戦友が一番近いかな」

　そう答えると、ユリは黙だまり込んだ。

　しばらく無言の時間が続いて、弌の方から切り出す。

「どうしたんだよ、いきなりこんな」

「いきなりじゃないよ……」

　ユリの声に強い感情が交ざり始めた。それは怒いかりなのか、悲しみなのか、声だけでは判断が付かない。

「ねぇ、イチノはどうしてうちのギルドをやめたの？　戦友だったらいたじゃない……なんでよ。イチノは、何をしてるのよ……」

「ユリ……」

「サクラは……あたしたちのギルドよりも優先するべき相手なの？」

　弌は答えに窮きゆうした。

　ギルドメンバーたちは大切な仲間たちだ。仁や栗林に容疑者と言われようと、そんなことはないと確信に近い思いはある。

　だが、例の人格データで被ひ害がいを受けたのは、弌に近い位置にいた恋なのだ。というよりも、クラッカーは開発者である仁の娘むすめを狙ねらった節もある。自分がやられてもおかしくはなかったのかもしれないと弌は考えていた。

　次に狙われるのが自分かもしれないという想おもいを抱いだいたこともある。

　だからこそ、彼らを──仲間を巻き込んでしまうのが怖こわいのだ。

　その上、このことは秘密にしなければならない。

　だから、

「今は何も言えない」

　弌はそう伝えるしかなかった。

　スピーカーから聞こえてくる息いき遣づかいが、ピタリと止まる。

　しばらくお互たがいが黙ったままとなった。

「そっか……。ごめんね、変なこと聞いて……」

　ユリは申し訳なさそうに弌に謝る。

「じゃあ……。また明日ね」

　そして、力なくそう呟つぶやき、通話を切った。







　■第三章







　いつものようにソウルインして、雲雀ひばり工こう房ぼうの食堂へ下りるとサクラもカレンも、そしてユリも来ていた。

　またケローネーに向かう約束をしていたが、この日は様子がおかしかった。カレンなど「どうしよー、どうしよー」と珍めずらしく焦あせっているようだ。ユリはユリで沈ちん痛つうな面持ちになっていた。その肩かたの上ではペットの鳥が心配そうに見つめている。

「どうしたんだ？」

「あ、イチノ。大変なのよ。ケローネーの話なんだけど……」

　イチノに気付いたサクラがすぐに駆かけ寄った。

「ケローネーの中に入れるという話がバレたみたい！」

「街じゃその話で持ちきりですよ！」

　同じく駆け寄ってきたカレンもイチノに詰つめ寄るように迫せまる。

「バレた？　こんなに早く？」

　ふたりの話にイチノが眉まゆ根ねを寄せた。そのこめかみから一筋の汗あせが流れる。

　いくら何でも早すぎる。イチノがまず最初に抱いたのはそんな感想だ。

「もしかして、昨日道を塞ふさいでたギルドが暴あばいたのかな？」

　サクラのそんな疑問にイチノは首を振る。

「いや、それはないだろうな。討とう伐ばつの独どく占せんを考えている連中だ。わざわざ、その話をばらまく必要もない」

「あ、そっか」

　あるいはイチノたちと同じように不意に食べられてしまった者がいるのかもしれない。

　ケローネーへの道を塞がれていたとはいえ、隙すきを衝ついて抜ぬけ出せた冒険者がいる可能性はあるのだから。

　イチノは意識を切り替かえるように小さく息を吐はいて、サクラたちに視線を向けた。

「俺たちが入ったのも偶ぐう然ぜんだったが、いつかはバレることだ。食われれば中に行けるわけだしな」

「じゃあ、アレ、どうするのよ！」

「焦っても変わらない。だが、こっからは競争だな」

「先に取られたら？」

「交こう渉しようして、どうにかするさ」

　イチノは「ほら、行くなら行くぞ」と言って雲雀工房を出る。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

「待ってくださいよー！」

　とサクラとカレンが急いでイチノを追いかけた。

「………」

　少し遅おくれてユリが立ち上がり、よろよろと出入り口へと向かう。

「ユリちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　顔色悪くない？」

　現実世界で風邪かぜを引いていても、この世界でそれが反映されるわけではない。

　顔色が悪いというのは、ゲーム酔よいを起こしたか、あるいは強きよう烈れつな不安がある時にデータとして表現されるのだ。

「だ、大丈夫だってば。ひばりってば、心配性しようなんだから」

　ユリはその場でぴょんぴょん跳とんで、元気なことをアピールする。

　しかし、ひばりにはそれが空元気にしか見えない。

「それじゃ、行ってきます。また、ハジ預かっといてもらえるかな」

　そして、ユリはペットの鳥をひばりに預けて、足早に雲雀工房を出て急いでイチノを追った。

「ユリちゃん……」

　今度はひばりが不安そうな表情を浮かべる。

「珍しく目を合わせなかったですね……」

　そして、鳥に向かって消え入るような声で呟いた。







　街の往来が慌あわただしかった。行き交かう人の多さも、いつもとはまったく違ちがう。以前、ケローネーが街へ来たという話が出回った時と同じ様子だ。

　ただ、今度はケローネーに向かっていくのではなく、逃にげていく冒ぼう険けん者が多い。

「またこっちに向かってるって？」「辿たどり着くにはまだ時間かかるらしいし、もしかしたら方向が合ってるだけかもしれないけど……」「もうあんなの止めらんねぇよ……」「今回は流石さすがに逃げるよ」「五大ギルドの戦力があっても、あんな化け物は……」

　そんな会話をイチノたちは耳にした。

「……また来るの？」

　サクラが不安げな表情でそう呟く。

「少なくともケローネーがここに向かってるのは確かなんだろうな。それが一時的なものかどうかはわからないけど……」

　それで彼らは街を去ろうとしているのだ。

　前回はどうにか別の方向に向かわせたとはいえ、今回もまた同じようにできるとは限らない。

　倒たおせなければ街の消しよう滅めつはほぼ確実……冒険者の中にそんな諦てい観かんが蔓まん延えんしつつあるのだ。

　この街を守るべき〈ゴスペル・クァイア〉を情けないとは誰だれも思っていない。むしろ、よくやっていると思っている。

　何しろ、ケローネーの最大ＨＰが、あまりにも多すぎるのだ。目まの当たりにした桁けた違ちがいのＨＰに、多くの冒険者は無理だと悟さとりつつある。そして、未いまだに五大ギルドが倒せていないどころか、倒す算段すらついていないという事実がそれを後押ししていた。

　なまじ一度、接敵しているが故ゆえに、彼らはあの絶望を理解しているのだ。

「あのモンスター、『ファルセリア』を狙ってるんですかねー」

「気まぐれなのかしら……」

　カレンとサクラは腕うでを組んで考えている。

　イチノとしてもあのモンスターには様々な違い和わ感かんを抱いているが、確信もない。

「ユリ。大丈夫か？」

　それよりも、イチノはユリの元気のなさが気にかかっている。

　昨日の電話のこともあって少し気まずかったが、それでも彼女の顔色の悪さは捨て置けなかった。

「え……ああ、うん、大丈夫大丈夫！」

「……ホントか？」

「大丈夫じゃなかったら、ここにソウルインしてないから」

〈アストラル・イノベーター〉は、心しん拍ぱく数すうや体温などから重度の体調不良を感じ取った場合、接続をさせないようにしている。

　ユリの言う通り、体調不良ではないのだろう。つまり、元気のなさは身体からだからではなく、精神的なものだと推測できた。

　しかし、イチノに推測できるのもここまでだ。

「さ、早く行こ！」

　ユリはイチノの心配を余所よそに、先へと行ってしまった。




　幸いなことに、ケローネーは未だに『ファルセリア』からは遠い。現在のスピードであれば、一日か二日はかかろうかという速度だ。

　しかし、条件は不明だが、以前スピードを上げたことを考えれば、一日二日という予想も簡単に覆くつがえされてしまう。

　それを考こう慮りよすれば、猶ゆう予よなどを考えても意味がないだろう。モンスターの気まぐれで変わっている可能性だってある。

「どっかで進路変へん更こうしたりしないかな？」

「わからないが、楽観的に考えるのもやめておこう」

　イチノがそう答えると、質問したサクラは「そうだよね……」と溜ため息いきを吐つく。

　そんな会話をしながらイチノたちは街道を進んだ。

　今いるのはケローネーがいる場所の近くの村から延びる街道である。

　イチノたちは『ファルセリア』から転送ゲートを使用し、ケローネーから最も近い村に移動してケローネーを追いかけていた。

〈アストラル・イノベーター〉では、五大街の他ほかにも無数の村が存在している。元から存在するＮＰＣだけの村もあれば、冒険者たちが集まって創つくられた村や町もあった。仕様の制約はあるが、そういった生活のための自由も〈アストラル・イノベーター〉には存在している。

　そして、しばらく街道を走っていると、真正面から遠くにケローネーの姿が視し認にんできるようになった。

　だが、またしても街道は〈セレマ・グノーシス〉によって封ふう鎖さされており、何やら揉もめている。

「口の中には入れるんだろ!?　行かせてくれよ」「何で封鎖してんのよ！」「マジあり得なくない？」「五大ギルドってこんなせこい真似まねするの？」「ほら、早く退どいてよー！」

　そして、一いつ般ぱんの冒険者との間で一いつ触しよく即そく発はつとなっていた。

　ケローネーの中にダンジョンがあると知って、そこならケローネーを倒す手段が見つかるかもしれない、とやってきたのだろう。自分たちにケローネーを倒すことは難しいが、ダンジョンであれば攻こう略りやく可能だと判断したのだ。

　攻略して、ケローネーを倒す算段を付けられれば、その功績は無視できない。

　しかし、〈セレマ・グノーシス〉はすべての冒険者を捕つかまえていた。浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを使って中に入ろうとしている者もいるが、すぐに同じように浮遊魔法を使った〈セレマ・グノーシス〉のメンバーに捕とらえられている。さすがに〈セレマ・グノーシス〉のソーサラーたちは魔法の練度が違う。

「……口の中には浮遊魔法で行きましょ」

「え、ユリ、三人一いつ緒しよに浮うかべられるの？」

「考えがあるのよ。連中をかいくぐる方法を思い付いたから。ちょっと荒あらっぽいけど、信じて」

「荒っぽいって──」

「こういうこと。オリジナルの魔法、いくよっ」

　ユリがサクラの肩かたに手を触ふれる。

　そして、

「〈レビテーション・オーバーフロー〉！」

　と呟つぶやくと、

「きゃああああああぁあああああぁああああぁあああぁああぁあぁぁぁぁ────っ！」

　サクラがケローネーの甲こう羅らに向かって、弾だん丸がんのように射出された。〈レビテーション〉で使われる風の力を圧縮して一気に放出したのだ。そんなものを当てられれば、当然、人の身体など軽々と飛んでいく。

「うわぁっ！」「ひええええっ！」

　間かん髪はつを容いれずに、ユリはイチノとカレンも同じように吹ふき飛ばした。

　三人の身体は放物線を描えがいて、甲羅へと突つき進む。

「〈レビテーション〉！」

　最後にユリが凄すさまじいスピードで空へと駆かけた。

　突とつ飛ぴがなさ過ぎて、街道を封鎖していた〈セレマ・グノーシス〉の面々は、それを見守ることしかできない。あっという間に彼らを置き去りに猛もうスピードで飛んでいく。

「イチノ！」

　そして、ユリは飛びながらイチノを回収する。次いでサクラ、カレンと空中で捕まえ、その浮遊の保護下に入れた。イチノは体てい裁さいを保っているのか表情に変化は見られない。だが、サクラとユリの顔は青ざめていた。

　特にサクラは相当怖こわかったのか、目を回している。

「……とんでもないことしやがって。まさか飛ばされるとは思わなかったよ」

「でも、手っ取り早かったでしょ？」

「お前、俺に恨うらみでもあるんじゃ……」

　ユリは「さあねー」なんて言いながら、自分たちの身体をケローネーの口へと近づけていく。スピードは遅おそかったが、三人も抱かかえていればこれが限界なのだろう。

　そして、ケローネーの巨きよ大だいな顔の真正面までやってきた。

　改めて見ても、とても大きい。黒曜石のように鈍にぶく光を反射する黒い目だけで人の大きさ以上はあった。

　宙に浮くユリたちを見て、ケローネーは誘さそうように口を開ける。

「行くわよ！」

　ユリは風を制せい御ぎよし、一直線に口の中へと突っ込んだ。




　長い滑すべり台を滑り、イチノたちはスタート地点となる部屋に放ほうり出される。

　昨日と同じ光景だ。壁かべも床ゆかも脈動したままとなっており、変化は見当たらない。

「誰だ！　外が突とつ破ぱされたのか!?」

　違うのはひとつだけ。ここに〈セレマ・グノーシス〉のメンバーがいることだ。その数、二十人。

「あれ、あんた……」

　それも、会議にも参加した〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーの女性までいる。おそらくはダンジョンを攻略するために自らやって来たのだろう。

　そして、部屋から通路へと出る唯ゆい一いつの出入り口を三人の冒険者が塞ふさいでいる。

　彼らはイチノたちのように入ってきた冒険者たちを追い出しているのだろう。もちろん、ここの攻略を独どく占せんするためだ。

「貴様か。〈ゴスペル・クァイア〉の懐ふところ刀がたな」

「俺たちは〈ゴスペル・クァイア〉のメンバーじゃないけどな。便べん宜ぎを図ってもらったりはしているが、所属はしていない」

「……そうだったな。では、ここに何をしに来た」

「攻略に決まってる」

　そう返すと、サブリーダーの女性は眉まゆ根ねを寄せた。

「ここは我々が攻略する。五大ギルドでもない冒ぼう険けん者では役者が不足している。立ち去れ」

「へぇ。じゃあ、あんたたちに攻略できるのか？」

「……なんですって？」

「別にあんたたちの実力を過小評価しているわけじゃない。だが、ここは魔法の使えないダンジョンだ。だからこそ、あんたたちは攻略を困難と見て、ここに残っているんだろう？」

「む……」

　図星を指されたのか、女性は言葉に詰つまる。

　魔法の使えないソーサラーは無力に近い。その上、ここに出てくるモンスターは、ソーサラーが物理だけで倒せるような相手ではなかった。

　当然と言えば当然だ。故ゆえに彼らはここに留とどまっている。

「……貴様。なぜ、それを知ってる」

「もう昨日には入ったからな。そりゃ知ってる」

「昨日だと？　ケローネーの中にダンジョンがあるという情報が出てきたのは今日だぞ」

「俺たちが昨日、中に入ったのは確かだ。幾いくつかトラップがあるのも知ってるし、途と中ちゆうの分ぶん岐き点てんまでだが、ルートも完全に覚えてる」

　女性はイチノを舐なめるように見る。信しん頼らいできるかどうか、見定めるかのように。

「俺たちが中に入って調査してくるってことで、ここを通してくれ。いざこざは俺も避さけたい」

「……貴様らになら攻略できるというのか」

「俺やそっちの〈リザルターナイン〉のサクラは物理主体だからな。攻略はできるはずだ。そもそも昨日、攻略を途中でやめたのはゲーム酔よいがあって時間がなかったからだ。今日は確実に攻略をするためにアイテムも整えてここに来てる」

　そして、女性は再び黙だまった。悔くやしそうに、何か計算をしているようだった。

　諦あきらめきれない女性に、イチノはさらに提案する。

「……功績だったらくれてやる。俺は別に名めい誉よが欲ほしいわけじゃない。レアアイテムもあったら全部引き渡わたしてやる」

　イチノの目的は《メモリーフラグメント》以外にはないのだ。

　元から功績も名誉もレアアイテムも求めていない。あればあったで幸運……程度にしか思っていなかった。

「それでギルドのメンツも保たれるだろ。こっちはそのことを喋しやべったりもしない」

　女性はさらにしばらく考えた後、

「……わかった。ここの攻略はお前たちに任せるとしよう」

　仕方なさそうに折れ、イチノの提案を受け入れた。

「開けてやれ」

　ギルドメンバーたちが出入り口から退く。

　少しだけ不満げな彼らの開けた道をイチノたちが進んでいくと、

「ちょっと待て。そっちにもプリーストとソーサラーがいるじゃないか」

　サブリーダーの女性がイチノたちを引き留める。

「それが何か？」

「それで攻略できるのかと聞いている。プリーストはまだいいが、ソーサラーは──」

「外での戦せん闘とうでもそうだったが、たぶんこのモンスターは物理も魔法も力を合わせなきゃ倒たおせない。適材適所ってものがある。今は魔法が使えないからといっても、このダンジョンが最後までそうとは限らない。だから、きっと意味はあると信じてる」

　すらすらと答え、イチノはさらに続ける。

「それに、彼女は俺の大切な仲間だ。魔法が使えなくとも頼たよりにしててね」

　そう言われ、女性は何も言えずに押し黙った。

「さて、行こうぜ」

　振ふり返ると、不ふ機き嫌げんな表情を浮かべているサクラに、頰ほおを朱しゆ色いろに染めているユリの姿が目に入る。

「……どうした？」

「あー、やっぱイチノさんてば自覚ない系の人ですかー」

　カレンのニヤニヤした顔が、イチノの脳のう裏りになぜか焼き付いた。







　イチノたちはダンジョンを奥へと進む。前回と同じく、前衛にサクラとカレン、後衛にイチノとユリという隊列になっている。

　モンスターに変化もなく、ダンジョンの構造も変わっていない。ダンジョンに設置されたトラップも同じだ。

「これで内部が変わってたら、面めん倒どうだったな」

「あー、ありますもんね。入るたびに形状が変わるダンジョンって。ローグ系ってやつでしたっけ」

「ランダム生成のダンジョンだからってローグライクというわけじゃないが……特とく徴ちよう的なルールではあるな」

　イチノの呟きにカレンが律りち儀ぎに返す。

　ダンジョンは通常変化しない。ケローネーに潰つぶされる等といった予想外のことが起こらない限りはそのままだ。

　しかし、中には誰だれかが入るたびに順路の変化するダンジョンがある。それは土や床などの形や装そう飾しよくは同一でありながら、入るたびに部屋の位置や通路を変化させ、冒険者を惑まどわすようになっている。

「通常のダンジョンなら道も覚えられるから楽だしな」

　覚えているまま通路を進み、イチノたちは最短で以前と同じ分岐点まで辿たどり着いた。

「さて、どっちがいいかしら……」

「じゃあ、サクラさん、少しだけ左を進んできてください。カレンは右に行ってみます。五分ぐらい経たったら戻もどるってことで」

「了りよう解かい。ちょっと偵てい察さつしてくるわ。イチノとユリはここで待って、もしモンスターが来たら後ろから来ないようにしてね」

「了解。危なかったらすぐに戻ってこいよ」

　サクラとカレンが分岐路にそれぞれ消えていく。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになったイチノは、壁に寄り掛かかって座り込んだ。疲ひ労ろうがステータスにあるわけではないが、特にやることもない。

「ねえ」

　イチノの隣となりにユリが座る。

「大切な仲間ってホント？」

　そして、ぼそっとしたか弱い声でイチノに尋たずねた。

「当たり前だろ。ユリたちとはこの世界で何度も死線を潜くぐり抜ぬけたしな。ずっと信頼してる。それは変わらないさ」

　イチノはギルドが嫌いやで抜けたのではない。やることがあるから、巻き込みたくないから……様々な事情が折り重なってギルドから抜けざるを得なかっただけで、すべてが終わったら、また戻ると元所属ギルド〈グリム・リーパー〉のリーダーには約束している。

「う……」

　イチノの言葉を聞いたユリは、突とつ然ぜんその顔を逸そらす。

「ど、どうした？」

「なんでもない……」

　明らかに何かあるユリの反応に、イチノは訝いぶかしげな顔をした。

「……今日、来た時も顔色悪かったけど体調悪いのか？」

「そ、そんなことないから……」

「そう言うなら止めないけど……無理はするなよ」

「うん。あ、あのさ、イチノ……」

「ん？」

　ユリは何かを尋ねようとしたものの、すぐに勢いが足りなかったかのようにその口を引き結んだ。

「ううん。なんでもない……」

　そして、首を振ってまた俯うつむいた。

　イチノは無理に聞き出そうとせず、静かな時間が続く。

　それから少ししてカレンとサクラが戻ってきた。

「カレンの行ったところまでは、何もありませんでしたね」

「私の方、碑ひ文ぶんみたいなのがあったわ。私にはちょっと読めなかったんだけど……」

「じゃあ、ひとまずサクラの行った左側に行ってみるか」

　イチノの提案に、皆みんなが頷うなずいて同意した。

　イチノたちは分岐路を左に行き、先へと進む。すぐにサクラの言っていた碑文のある場所へと辿り着いた。壁かべの一部が綺き麗れいに平らにされ、その部分に文字が綺麗に並んでいる。

　だが──。

「読めん」「だよね」

　イチノとサクラはお手上げといったように肩かたを竦すくめた。

　そこに並んでいる文字は、まったく読めない。日本語でも英語でもなかった。敢あえて言うならばキリル文字が近いようだが、単に形が似ているだけだ。

「……もう、仕方ないわね。異世界言語よ、これ」

　ユリがその碑文の前に出る。

「ユリ、もしかして異世界言語精読スキル、持ってるの？」

「こういう時のためにちゃんと付けておくものよ。まだ誰も来たことがないダンジョンなんだしね」

　それらの文字は異世界言語精読スキル──〈トランスレーション〉を持っていれば読めるのだ。戦闘には使えないが、こうしてダンジョンを攻こう略りやくする時には便利なスキルとなる。

　もっとも一度翻ほん訳やくしてしまえば、それはすぐにインターネットに流れてしまうため、常時持っている冒ぼう険けん者はあまりいない。しかし、ダンジョン初はつ制せい覇はを狙ねらう者にとっては必ひつ須すのスキルだった。きちんとこの辺りの気が利きくのもユリの長所だろう。

「悪いな」

「イチノは仕方ないわよ。スキルスロットはひとつしかないから、〈アストラル・ガード〉以外つけられないんでしょ？」

　そして、ユリは指でなぞり始めた。以前イチノが聞いた話では、指でなぞるとその内容が頭の中に入ってくるとのことだ。モンスターの情報が頭の中に入ってくるのと同じ感覚なのだろう。

「なんて書いてあるの？」

「このケローネーは動く要よう塞さいである……」

　サクラの疑問に答えるように、ユリの口から翻訳した言葉が紡つむがれる。

「要塞？」

「って書いてあるわ。生体兵器……ってことらしいけど」

「生体兵器……動く要塞……。ってことは、そうか、これはダンジョンポップの一種か」

「ダンジョンポップの？」

　ユリがイチノの言葉にオウム返しする。

〈アストラル・イノベーター〉では、モンスターがポップ出現するように、定期的にダンジョンもポップする。そのために、次々と新しいダンジョンが生まれる。

　それは、〈アストラル・イノベーター〉のイントロダクションにも関連する。




　大地には塔とうや洞どう窟くつ、遺い跡せきなど多種多様な建造物が、突とつ如じよ、転移してくるようになった

　そことは理ことわりを異とする世界からの侵しん攻こうであった

　その建造物からは魔ま物ものが現れ、世界を、人を、食い荒あらし始めた

　幾いくつにも分かれた国は、それを防ぎ、あるいは利用し、大地は数多あまたの戦乱に見み舞まわれる

　そんな大地を憂うれい、守るために、女め神がみの一柱はあるひとつの世界への門を開く

　この大地を守る、冒険者──勇者となる者を迎むかえ入れるために

　その世界の名は──




　この世界は、複数の異世界から侵攻を受けているのだ。その侵攻拠きよ点てんとなる塔や遺跡は、異世界から空間転移されている。

　これが、この世界におけるダンジョンのポップに当たる。

　今までは建築物が転移してきてダンジョンとなっていたが、今回はダンジョン自体がモンスターと化し、動いているということである。

「拠点そのものを動かすようになったのか……。ってことは、この奥にボスがいるんだろうな」

「ダンジョンの奥には大体いるもんね。異世界侵略のリーダー格のボスモンスターが」

　イチノとサクラが納なつ得とくしたように頷いた。

「ユリ、他ほかに何か書いてないか？」

「えーっとね」

　ユリはさらに文字を指でなぞる。

「……拠点防衛のために魔法が必要ならば、手順に従って『天使を降臨させよ』ですって。どういう意味かしら……？」

「んん～？」

　ユリの語った説明に、サクラは首を傾かしげて唸うなった。

「現時点じゃまだわからんな。ただ、これは説明にかこつけたヒントだろう。この中で魔法を封ふうじているシステムが働いていて、それを解くためのキーワードだと思う」

「なるほど……って待って。もうちょっと説明が残ってた」

　再びユリは碑文に向き合う。

「天使を降臨させた場合、物理攻こう撃げき遮しや断だんサポートは消えるので注意されたし……だって」

　物理攻撃遮断サポート。

　これの答えはどう考えてもひとつだ。

　ケローネーに付いているパッシブスキル──三桁けた以上のダメージを百分の一に軽減し、１００以下のダメージを無効化する、物理攻撃泣かせのスキルのことだ。

「なるほど。例の物理遮断スキルはこういう仕組みか。ここを攻略することで、ケローネーのスキルを消失させるんじゃないか？」

「物理攻撃遮断スキルがなければ、多少希望が見える感じ？」

「まあ、百分の一軽減の上に、八桁ＨＰだからな。あのスキルをどうにかしないことには話にならないだろう。スキルを無効化して、ウィークポイントを攻撃すれば、とんでもないダメージが入るはずだ。あのウィークポイントのクリティカル補正は高かったしな」

　碑文の謎なぞを解き明かしたことで、イチノは薄うすく笑えみを浮うかべる。

「しかし、これで見えたぞ。勝ち筋が。やるべきこともわかったし、先を急ごう」

　そして、イチノたちはさらに奥へと進んでいった。







　小規模な戦せん闘とうはあったものの、イチノたちは大きく消しよう耗もうすることなく、順調にダンジョンの攻略ができていた。この日は時間もまったく問題ない。

　幾つかのアイテムを回収しつつ進んでいくと、イチノたちが歩いている通路が今までと違ちがう光景へ変化する。

　まず、脈動していた壁や床ゆかがピクリとも動かなくなった。さらに床にはまったく凹おう凸とつがなくなり、整地されたものになっている。

「ボスが近いわね」

　サクラが誰だれに言うでもなく呟つぶやく。

　このように今までの壁や床とは違う模様になったり、素材が変わったり、明らかに整地されていると、ボスがいるエリアが近いというパターンが多い。このダンジョンもまた、その形式に則のつとっているのだろう。

　そして、強い光が通路まで漏もれてくる。そこに入ると、目の前には大きな空間が広がっていた。八十メートル四方で広い部屋のはずなのだが、部屋中に置かれたギミックが部屋を狭せまく感じさせる。

　出入り口から反対方向の壁かべ際ぎわに、人間の像が置かれていた。その他、壁際に沿って、三さん角かく錐すいが設置されている。その三角錐の上部に水すい晶しようのような透とう明めいの宝玉が置かれており、儀ぎ式しきの間であるかのような錯さつ覚かくを起こさせた。

　そして、至るところから光が溢あふれ、乱反射している。目を開けてられないわけではないが、少し眩まぶしいと感じる程度に。

「なんだ、こりゃ」

　イチノがそう呟くと同時に、出入り口の下から壁が迫せり上がり、けたたましい音を立てて封ふう鎖さされた。外に出られなくなってしまう。ボスがいるスペースで発生する恒こう例れいの逃とう走そう防止ギミックだ。

　封鎖が終わると、部屋の中央に赤い魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、ピンク色のようだったその色は、徐じよ々じよに禍まが々まがしい血の色へと濃こくなっていく。

　そして、色の変化が止まった。

　その魔法陣から影かげが噴ふき出す。形を持たないはずの影は、少しずつ形を作っていった。

　影の変化が終わる。形が整えられたところで、その影がまるで殻からが割れるようにパキパキと乾かわいた音を立てて剝はげた。

　その中から現れたのは、宙に浮く鯨くじら……と言えばいいだろうか。ザトウクジラと同等の大きさを持つ大型のモンスターだった。

　体長は十八メートルほど。丸みを帯びた巨きよ大だいな胴どう体たいに、尾おびれが付き、ぶんぶんと振ふっていた。初ダンジョン故ゆえに、当然、そのモンスターを見るのは初となる。

　そのモンスターは瘤こぶ状の隆りゆう起きのあるその巨大な顎あごを開け──その中からスクリューのように水流を放出した。

「避よけろっ！」

　イチノの叫さけびを合図に戦闘が開始される。

　それぞれ思い思いに今の場所から跳とんで離はなれた。

　四人がいた場所を水流が貫つらぬく。ぼやっとしていたら全員がダメージを負っただろう。イチノはいつも通り、まともに食らった段階で戦闘不能にされたはずだ。

「そらっ！」

　イチノが〈エグザマインストーン〉をモンスターに投げつける。石の形を持つそれは、途と中ちゆうで爆ばく発はつを起こし、その欠片かけらが鯨に降り注ぐ。

　すぐにモンスターの情報が入ってきた。

　名めい称しよう、ケートス。ＨＰ２００００００。ケローネーを除けば、〈アストラル・イノベーター〉では最大のＨＰだ。

「てえええええええええええええええいっ！」

　サクラがケートスに向かって斬きりかかる。緑の軌き跡せきが弧こを描えがいて、ケートスの頭を斬り裂さいた。

　入ったダメージは２７１８。乱数にもよるが、サクラが７３５回斬ることができれば戦闘は終しゆう了りようする。

　少なくとも倒たおせないモンスターではないことにイチノは安あん堵どしたが、まだ油断はできなかった。未知のモンスターというのは、常に理り不ふ尽じんな危険性を胎はらんでいるのだから。

「たあっ！」

　カレンもサクラのフォローをするように、その手に持つモーニングスターを叩たたきつけた。

　ダメージは約３１２。小さな数値だが、これで多少ＤＰＳが上乗せできる。

　順調に推移すれば、だが。

　そして──その流れを崩くずす事態が発生する。

「ブオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ」

　ケートスが唸り声を上げて突とつ進しん。突進から尾びれを振り回した。

　そのターゲットは、ユリだ。強く胴体ごと振り回された尾びれがユリを襲おそう。

　ユリはどうにか尾びれの直撃を避けたものの、攻撃判定が擦こすったらしい。その身体からだが壁まで吹ふき飛ばされた。

「ユリ！」

　ユリの身体はそれだけでボロボロになってしまう。あの一撃と壁に叩きつけられた衝しよう撃げきによる追加のダメージでＨＰを相当持っていかれたらしい。擦っただけでも瀕ひん死しに近いダメージを負わせるのだから、直撃を食らえば戦闘不能になるのは想像に難かたくなかった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　ユリはすぐにアイテムを使ってＨＰを回復させる。魔法が使えない以上、プリーストであるカレンの回復魔法にも頼たよれない。ＨＰの回復手段はアイテムを使うしかなかった。

　その隙すきにサクラとカレンは、ケートスにダメージを与あたえていく。

　だが、それに構うことなくケートスはユリをターゲッティング標的にした。

「な、なんで……っ！」

　ユリが泣きそうな声を漏らす。

　モンスターは、ほとんどがダメージを与える冒ぼう険けん者に対してヘイトを溜ためて、その相手をターゲッティングする。それはボスでも同じ仕様だ。

　しかし、稀まれにそんなことに関係なく動くモンスターもいる。

　ＨＰが一番低い冒険者を狙ねらったり、逆にＨＰが高い冒険者を狙ったり……あるいはソーサラーを優先的に狙ったり。

　このケートスはそういう人工知能ＡＩを持つモンスターなのだろう。サクラはもとより、カレンにすら目もくれていない。優先度をかたくなに守って、ひとりずつ片付けていくタイプのモンスターだ。

「やらせるかッ！」

　モンスターがそう来るのであれば、とイチノはすぐさまユリの前に立つ。

　そして、襲い来る尾びれに合わせて最速で剣けんを振るった。尾びれに合わせて角度を調整。ふたつの攻撃判定がぶつかり合う。

　双そう方ほうの判定が消失。無事、相そう殺さいが成功した。

　しかし、それだけに留とどまらない。ケートスが口を開けた瞬しゆん間かんに、水流が飛んでくる。

　イチノは後ろのユリを守るために、そこから動かない。

　水流が当たる──その瞬間、イチノの身体を淡あわく赤い光が覆おおう。当たり判定が命中する瞬間に、強い防ぼう御ぎよ意識を持ったのだ。

　防御スキル、〈アストラル・ガード〉発動。ＳＰをレベル分──つまり、１消費してダメージを０にした。

「逃にげ場は……」

　無事に攻撃を凌しのいだイチノは周囲を見み渡わたして、安全な場所を探す。

　しかし、どこにもない。設置物は壁際に置かれている三角錐だけ。部屋全体を見渡せてしまう。あの口から吐はく水流はどこにでも放てるし、尾びれの一撃も躱かわせない。

　イチノは、ユリを守る以外に選せん択たく肢しがなくなった。

（しかし……）

　イチノの脳のう裏りを不安が過よぎる。

　このモンスターを倒せそうだというのは、イチノも攻撃に参加した上での結果に過ぎない。

　サクラとカレンだけでどうにかなるかというと難しい。

　与えるダメージ、食らうダメージ。そして、回復可能なアイテム数。それらを計算すれば、１２０００００ほど削けずることはできるだろうが、そこまでだ。そんな計算がイチノの中であっという間に成り立ってしまう。そもそもこのダンジョン自体が四人で攻こう略りやくするような難易度ではない。〈セレマ・グノーシス〉が二十人いたように、それぐらいの人数をかける必要はあるのだ。

「あ、あたしがいなければ……！」

　ユリが自責の念に囚とらわれる。

『魔法が使えない』

　これほどソーサラーを縛しばる鎖くさりはないだろう。

「イチノ！　あたしを見捨てて！」

　ユリは悲ひ壮そうな声でイチノに声を掛かけた。

「馬ば鹿か言うな！」

　しかし、イチノはユリの言葉を聞こうとしない。

　イチノはケートスの前に立ち塞ふさがり、あらゆる攻こう撃げきからユリを守る。

　１ダメージも通さない。あらゆる攻撃を相殺、あるいは〈アストラル・ガード〉を駆く使しして守り続けた。ユリに決してダメージを通さないという覚かく悟ごが表情から見て取れる。

「ちょっとユリ！　何する気!?」「ユリさん!?」

　苛か烈れつな攻撃がイチノを襲う中、サクラとカレンが突とつ然ぜん叫さけぶ。

　攻撃と攻撃の合間に、イチノは顔だけでちらりと背後を振り返った。イチノの視界には、ナイフを取り出して首に突つき刺さそうとしているユリが入る。

　それはいわゆる、自らが自らにダメージを与える自じ爆ばく──自殺だ。ユリは自らを戦せん闘とうから排はい除じよすることが正しいと考え、それを実行しようとしていた。

「やめろっ！」

　イチノは咄とつ嗟さにユリの腕うでを摑つかみ、刺そうとしているその手を止めた。

　もう片方の手でケートスの攻撃を相殺し、ダメージを防ぐ。

「俺の前で死ねると思うな。抗あらがえ！　お前はそんな軟なん弱じやくな奴やつだったか？」

「で、でも……！　あ、あたし……あたし……！」

　ユリが振り絞しぼるように声をあげた。そして、くしゃっとその顔を歪ゆがめると、瞳ひとみに涙なみだが溜まり、頰ほおを流れる。

「ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　くぐもった声で謝り始めた。何度も何度も。

　イチノたちを襲う苛烈な攻撃は続いてる。イチノはそれを相殺しながら、しかし、ユリの声を聞き漏もらさないよう、集中力を極限にまで高めた。

「あ、あたし……ギルドの皆みんなに教えちゃったの……！　ケローネーの中にダンジョンがあること……。口の中から入ったって……。秘密にしてくれって言わなかった……だから、きっとそこから流出しちゃったんだ……！」

　償つぐないを求めるかのように、ユリは激しく泣き続ける。涙が止まるような気配もなかった。

「あ、あたし、イチノを困らせたかった……！　イチノが求めているものをあたしは知らない……けど、でも……だったらギルドの皆がアイテムを取ってきてくれれば……！　そ、それで、イチノは〈グリム・リーパー〉に戻もどってきてくれるって、思った、から……！」

　呂ろ律れつが少しずつ回らなくなるぐらいに、ユリはしゃくり上げている。

　そんな彼女の表情は、イチノから見えない。だが、それでも彼女が本当に泣いていることはわかる。

〈アストラル・イノベーター〉では感情を偽いつわるのが難しい。本当に抱いだいている感情を表現してしまうため、現実と同じように隠かくせないのだ。もちろん、思い込んで感情そのものを偽ることで、隠すことは可能だが……極少人数に限られる。

　だから、ユリの流している涙は本物で。彼女は本当にイチノに戻ってきて欲しいと願って、そして祈いのって──涙を流しているのだ。

　今だけではない。今までもずっとずっと心の中で流していた。

「………」

　そこまで思い詰つめていたのか、とイチノは自分自身の考えの甘さを思い知った。

　ギルドを抜ぬけて以来、ついてきてくれとも、力を貸してくれとも、ユリに言ったことはない。それでも彼女は何かとイチノの傍そばに来て世話を焼いた。
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　事実を語ることはできない。それが彼女を追い詰めているのは確かだった。

「ユリ。ごめん……！」

　イチノも不義理なことは自覚していた。

　もしかしたらすべて話せば上手うまくいくかもしれない……《メモリーフラグメント》が集まるかもしれないと、楽観的な思考が脳裏を掠かすめることもあった。

　ギルドの皆で《メモリーフラグメント》を探せば、明日あしたにでもすべてが見つかるのではないかと、奇き蹟せきにも似た未来が待っているのではないかと。

　だが、何も言うことはできない。

　敵がなんなのか、目的がなんなのか、何もわかっていない今、イチノは何も語れない。

　サクラに話したのは、それこそ例外だ。自分でも理由が判然としていない。クラスメイトだったから。妹同士が友人だったから。〈リザルターナイン〉だから。信しん頼らいができるから。もっともらしい理由は幾いくつでも思い付く。

　だが、どれも本当の理由ではないような気がしていた。

「だから……、だから！　あたしにはイチノに助けてもらう資格なんかないもん！」

　抑おさえきれない感情が爆ばく発はつしたかのように彼女は絶ぜつ叫きようする。

　そこをケートスの勢いのついた尾おびれが襲った。

「違ちがう！」

　イチノはケートスの尾びれの攻撃判定を相殺し、対たい抗こうするかのように叫さけんだ。

「ちょっとバラしたぐらいで、そんな資格がなくなったりはしない！　いつかは明かされる事実がちょっと早く明るみに出ただけだ！　どうってことはない！　お前を守るのは、前から続く俺の役目だ！　相手の攻撃からだろうと、自分自身の攻撃だろうと絶対に──俺はお前を死なせない！」

　こうして彼女を守っていることが、薄うすっぺらい償いかもしれない。

　それでもイチノは歯を食いしばって、愚ぐ直ちよくに攻撃を相殺した。彼女を襲おそう攻撃から、その身と武器を盾たてとして。１ダメージすら通さない。

「で、でも、あたし、魔法が使えな──」

「だからなんだ！　お前は魔法が使えない程度でどうにかなる奴じゃないはずだ！　俺の知ってるユリは……！」

　ユリは魔法が使えない程度で、どうにかなるような冒険者ではない。〈グリム・リーパー〉所属のユリは、こんな弱々しさを見せたりしたことはなかった。

　その弱々しさを見せるほど追い込んではしまっていたが、彼女の根っこはその程度では揺ゆるがないほど強いとイチノは信じている。

「攻撃は全部防ぐ！　絶対だ！　どんなことがあろうともだ！」

　申し訳なさそうな顔のユリだったが、少しずつその目に活力が戻ってくる。

　まるでイチノに叱しつ咤たされたのが、とても嬉うれしいかのように。

「イチノ……」

「だから……いつもの、ユリに戻ってくれ！」

　イチノに信用されたことに、喜びを感じる。

　水を得た魚のように、彼女は急速にいつもの強気な表情を取り戻した。

「ちょっと待って！」

　ユリは部屋を見渡す。同時に、あの碑ひ文ぶんについてを思いを巡めぐらせた。

『天使を降臨させよ』

　そして、奥の壁かべ際ぎわには人間の像。誰だれが見ても、あの像がキーになるのは明らかだ。

　しかし、その謎なぞを解くための取っかかりがない。

　ユリは焦あせる心を落ち着けるように、深呼吸をする。彼女の目の前ではケートスの攻撃をすべて防ぐ、誰よりも堅かたい冒ぼう険けん者。

　こちらに攻撃が来ることはない。絶対に。

　そんな安心を得て、少しずつユリの頭の中が冷静になっていく。

　魔法を使う時のように、冴さえていく。

　あの人間の像に足りないものは何か？

「……天使の輪と、翼つばさ」

　気付く。存在しないものは、頭の上の天使の輪っかと、白き翼だ。

　しかし、それらしいオブジェクトなど落ちていない。

　一いつ瞬しゆん、この部屋ではない場所に落ちているのではないかという思考が刺さる。しかし、すぐにその考えを排除した。

　今は閉じ込められているのだ。ゲームのルールとして、取り返しのつかないことをする可能性は薄い。

　仮にそうだったとしてももう手て遅おくれなのだ。すぐに別の可能性を考えるように思し索さくを切り替かえる。

　であるならば、オブジェクトではなく天使の輪や白き翼は別の何かか。

「……イチノ、ついてきて！」

　ユリは何かを閃ひらめいたかのように、その場から離はなれて壁際に配置されている三さん角かく錐すいの下へと向かう。

　ケートスもそれを追いかけたが、イチノはそれを邪じや魔まするように自分の身体からだを入れる。サクラやユリも、ケートスの動きを妨ぼう害がいするように攻撃して上手うまくフォローしてくれた。

　ユリは三角錐の上にある宝玉に触ふれる。

「これ、回る……？」

　そして、宝玉が完全な球形ではないことに気付く。その宝玉は歪んでいたのだ。

　ユリは三角錐を摑み、力を入れる。

　その三角錐が石の擦こすれる音を立てて回った。

　そして、眼めを凝こらして部屋の中の変化を見定める。

　しかし、ぱっと見、変化したものは何もない。

　さらに宝玉を回す。

　すると、光が宝玉に集まり、収束したように光の線を作りだした。その光の線の場所は、人間の像の頭上だ。

「そういうことね！」

　ユリはすべてを理解した。

　ユリはすぐに動いて次の三角錐に移って、光を宝玉に集めて、光線を作り出す。その光は次に、人間の像の後ろにある壁を照らした。

　その光は、まるで翼の一部のようだった。

「ユリ、わかったのか？」

「たぶん！　イチノ、それまでお願い！」

「百も承知だ！」

　移動するユリに合わせてイチノも移動し、何度も何度も攻撃を防ぐ。

　気の遠くなるような数の攻撃。その上、サクラたちの与あたえたダメージが一定量を超こえたのか、ケートスの行動パターンがさらに増える。

　太いレーザーのように出してきた水流を、礫つぶてにして射出してきたのだ。

　数の圧殺である。

「その程度でッ！」

　しかし、イチノは剣けんでそれらを振ふり払はらうように相そう殺さいする。

　水の礫が同時に来るわけではない。若じやつ干かんのズレがある。であるならば、それに合わせた軌き道どうで剣を振ればいい。

　避よけきれない礫は、〈アストラル・ガード〉で無効化する。

「イチノさん！」

　心こころ許もとなくなったイチノのＳＰをカレンが、アイテムを使って回復した。

「ナイスタイミング！」

　イチノの心を読んだかのように、完かん璧ぺきなタイミングだった。

「終わった！　お待たせ！」

　その間に、ユリは部屋にある宝玉をすべて操作し終え、人間の像を睨にらみ付ける。

　人間の像には天使の輪ができており、その背後にある壁には光の翼ができあがっていた。

『天使を降臨させよ』

　まさに、その天使がこの部屋に降臨したかのようだった。

「さあ、何が来るの!?」

　ユリがそう身構えたと同時に、ガコン──と木箱が落ちていくような音が響ひびいた。

　まるで、歯車か何かが大きく変化を起こしたかのような音。

「これは……！」

　ユリの口の端はしが吊つり上がる。まるで、自分の力を取り戻もどしたとばかりに。

「これで、どうっ！」

　ユリが──詠えい唱しようを始める。詠唱に躊躇ためらいがない。その瞳ひとみに、一いつ片ぺんの迷いもない。それはこのダンジョンにおける魔ま法ほう使用不可のシステムが切れたということだ。

　魔法はすぐに発動しないが、使おうとしているのが強力な魔法だということをイチノは即そく座ざに理解した。

「シューウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ─────……」

　しかし、ユリの詠唱に対抗するかのように、ケートスの唸うなり声が響く。

　ケートスの頭上に、白い光が集まっていた。

　それは──。

「魔法だ！」

　イチノが叫ぶ。

　魔法を使用不可にするシステムは、ケートスにも影えい響きようを与えていたのだ。制限から解き放たれたケートスは禍まが々まがしい魔法を発動させようとしている。

「〈シャドウストライド〉！」

　サクラが反応してケートスに剣を突つき出して突とつ進しんした。

　突進の威い力りよくにケートスが大きくノックバックする。〈シャドウストライド〉の持つノックバック効果が発揮されたのだ。その衝しよう撃げきで頭上に収束していた白い光が拡散して消えた。

　ノックバックには相手の座標を強制的に移動させるという効果に加えて、もうひとつ効果が存在する。

　それが魔法詠唱の妨害だ。ノックバックさせることで魔法詠唱の集中を妨害し、発動を阻そ止しできる。相手の所持しているスキルによっては詠唱中断をさせられないが、幸いなことにケートスはその手のスキルを持っていなかったらしい。

　それでもケートスは懲こりずに魔法を詠唱する。再び白い光が頭上に集まり始めた。そして、それを邪魔させないと追い払うかのように尾びれを振るう。

「今度はこっちを食らえっ！」

　その尾びれを避けながら、イチノが剣を突き出してケートスの目に突き刺さした。クリティカルの証あかしである大量の星が煌きらめき、ケートスがたまらずノックバックする。

　ケートスは魔法詠唱に入ると、周囲を近づけさせないように攻こう撃げきを行うだけで誰かをターゲッティングした攻撃を行わない。イチノにとっては与くみしやすくなっただけだった。

　魔法さえ発動させなければ、まったく問題にならない。

「それっ！」

　隙すきを衝ついてカレンが攻撃する。ノックバックこそしなかったが、彼女も少しずつダメージを積み重ねていった。

「離れて！」

　ユリの警告が飛ぶ。ケートスを攻撃していた三人は咄とつ嗟さに後ろへと跳とんだ。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我わが世界。炎の国ムスペルヘイムより来たれ、原初の炎プロメテウス・ブラスト！」

　ついに、ユリの詠唱が終しゆう了りようする。

「こっから魔法の大反撃よ！　今度は……あたしがイチノを助ける番だあっ！」

　彼女の杖つえから、小さな光の弾たまが揺らめきながらケートスに向かった。

　その光の弾がケートスに命中し──大爆ばく発はつを引き起こす。

「これで終わりじゃないからねっ！　今まで使えなかった分、ここで全部持ってけえっ！　我は渇望する──」

　一発では終わらない。何度も詠唱しては、魔法を放ち、何度も爆発した。

　ケートスに絶え間ない大ダメージが入る。爆発と共に砂さ塵じんが充じゆう満まんし、部屋の中が砂塵で満たされた。

　その連続の爆発がようやく終わり、少しずつ砂塵が薄うすくなる。その中からボロボロとなったケートスが現れた。

　一気にダメージを負いすぎたせいなのか、その動きはとても鈍にぶい。

「ここだっ！」「ここねっ！」

　その隙を見み逃のがすイチノとサクラではない。

　イチノが目を突き刺すように。

　サクラが胴どう体たいを斬きり裂さくように。

　ふたつの攻撃がケートスに炸さく裂れつする。

　イチノの攻撃で目から多量の星が煌き、サクラの攻撃が直撃した。

　宙に浮ういていたケートスは力を失ったのか、床ゆかへと落下する。そして、ドスンと鈍い音を立てて倒たおれ伏ふした。

　そして、その身体はゆっくりと消えていく。

「よーっし！　大勝利！」

　ユリが杖を高く掲かかげ、大声で勝利を宣言した。







　無事、ケートスを倒し、出入り口が開く。そして、奥の部屋への入り口も岩が擦こすり合う音と共に開いた。

「どうにかなったわね」

　サクラが大きく息を吐はいてしみじみと言う。

「そうだな。ユリがあの仕し掛かけを解いて、魔法を使ってくれたおかげだ」

「ま、まあ、あの程度なら当然よ。ヒントはいっぱい出てたしね」

　ユリが照れるように顔を逸そらした。その頰ほおはほんのりと桃もも色いろに染まっている。

「でも、足あし手で纏まといってのには変わりないわ」

「そんな自じ虐ぎやくするなよ」

「……じゃあ、イチノはあのモンスターをソロで倒せない？」

　そう問われ、イチノは一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまった。

　倒せるか倒せないかで言えば、倒せるだろう。攻撃パターンは多くなかったし、自動回復もなかった。

　つまり、それは攻撃を食らわずに、攻撃し続けていればいつかは倒せるということだ。

　ＳＰ回復アイテムさえ大量に持っていれば、倒せない相手ではない。

　しかし──。

　ユリの言葉を窘たしなめるように、イチノはユリの頭に手を乗せて優やさしく撫なでた。

「ひとりで倒して、どうこうする相手じゃない。それに皆みんながいなかったら、ここまで早く倒せてない。今回は早く倒さなきゃいけない事情だってあったんだ」

　街を守るために。

　もちろん《メモリーフラグメント》が最優先事じ項こうだったが、ケローネーの討とう伐ばつとてそれに近しいぐらい重要なことだ。

　早く倒すためには、イチノひとりでは不可能となる。

　イチノは少しずつダメージを積み重ねていく冒ぼう険けん者なのだから。

「ふーん。ま、そういうことにしておいてあげる」

「ユリさん、嬉うれしそうですね」

　カレンが突とつ然ぜんそんなことをユリに尋たずねた。実際、ユリは誰だれが見ても不安そうな表情から一転し、快活そうな表情に戻っている。

「そ、そう？」

「丸分かりですよ。でも、死んでも守るって言われたら、やっぱり嬉しいですよね」

　ニヤニヤしながらカレンが言う。

「あ、あんたには関係ないでしょ。こっち見ないでよ」

「はいはーい」

　ユリとカレンがそんなやり取りをした後に、サクラがイチノをじっと睨んだ。

「な、なんだよ」

「別にー」

　ユリとは対照的にサクラは妙みように刺とげ々とげしくなる。

（ホントになんなんだよ……）

　イチノは少し考えるが、原因はわからないままとされた。もやもやしてくる。

「ほら、奥の部屋行きましょ」

　ユリに促うながされ、イチノたちは開いた入り口を通り、奥の部屋へと向かう。

　そして、その部屋の中央。

　壁かべ際ぎわに宝箱が数多く配置される中、ぽつりと、無造作にそれは置かれていた。

　親指大の白い歪いびつな石のような……一見するとまるでただの石としか思えないそれは、イチノの目にしっかりと映り込む。

「っ！」

　我を忘れたようにイチノはその石に向かって飛びついた。

　それから、すぐにアイテム名を確かめる。

〈ＳＴ００２〉

　間ま違ちがいなく、それは──恋の人格データのひとつ。

　渇望していた《メモリーフラグメント》だった。

「……やった！」

　正直、もしかしたら、すでにないのかもしれないという悲観的な考えは常に頭の中にあった。

　バルバレッド洞どう窟くつを破は壊かいされ、アイテムごと消え失うせたのかもしれないと。

　アイテムが吸い込まれたなど、都合のいいことはないんじゃないかと。

　しかし、《メモリーフラグメント》は見つかった。

　一年後に取りに行くはずだった《メモリーフラグメント》が。

「よかったね、イチノ」

「ああ……！」

　サクラの言葉に、素す直なおに頷うなずくイチノ。

　それを横目でユリが寂さびしそうに見ていたが、それでもイチノが喜んでいる方が嬉しいのだろう。精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを浮かべていた。

「さて、じゃあ魔ま法ほうで脱だつ出しゆつしましょ」

　そう言ってユリが杖を構える。

「いや、ユリ。ちょっと待ってくれ」

「え？　まだ宝箱に取りこぼしか何かあった？」

「いや、違う。ここにはまだ何か──」

　唐とう突とつに、闇やみが蠢うごめき、イチノの首筋に銀ぎん閃せんが燦きらめく。

　どこからともなく現れ出た銀のナイフが──イチノの首を狙ねらった。







　その死神の刃はを避よけることができたのは、ひとえにこれまで積み重ねてきた修練の賜たま物ものだった。

　イチノは後ろに倒れ込む形でその刃を紙一ひと重えでどうにか避ける。当たり判定ギリギリだ。触ふれることなく、そのナイフは空を切った。

　それから、すぐに体勢を立て直して前を見る。

　視界に映ったのは影かげ──いや、黒くろ装しよう束ぞくを着込んだ冒険者。顔まですべて装束で覆おおっており、目と口しか見えない。

　シーフの上位ロール、闇に潜ひそむ暗殺者──アサシンだ。

「やっぱり、中に人がいたか」

　イチノがそう言うと、アサシンがぴくりと目ま蓋ぶたを動かした。

「え、中に人？　そうだったの？」

　ユリが驚おどろいた声をあげる。

「トラップが幾いくつかあっただろう。ダンジョンにデフォルトで設置された仕掛けだけじゃなかった。人が設置したトラップもあったのさ。例の装備を外して抜ぬけた場所で、床から突つき刺さすタイプ──あれは確実に人が設置したものだ。上手うまく紛まぎれ込ませてたな。もっとも、こいつが仕掛けたものかどうかはわからないが……」

　そこまでイチノが言うと、有う無むを言わさぬようにアサシンが襲おそいかかった。

　しかし、イチノに比して大した技量ではなく、襲い来る刃をイチノは簡単に相そう殺さいする。

　相殺した刀をすぐに返して、暗殺者の頭に命中させるとクリティカルの星が散った。暗殺者は蹈鞴たたらを踏ふんで後退する。

「チッ……」

　アサシンが敵かなわないと踏んだのか逃にげようと背を向けた。

　だが、気配を消した暗殺に失敗した時点ですぐに逃げるべきだった。イチノは容よう赦しやなく後頭部を斬り伏せる。再び星が散り、さらにその頭の上に星が回った。

　次いでアサシンが地べたに倒れ伏し、動けなくなる。スタン簡易麻痺したのだ。

　そんなアサシンから何かが落ちる。

　それは丸みを帯びた乳白色の水すい晶しよう、〈タイズラインペブル〉──ヒルトから貸してもらったものと同じ通信石だ。

『どうした!?』

　その通信石から声が届いた。

　少し慌あわてたような声。

　そして、その声が届いたきり、もう何も聞こえなくなる。

「今のは……」

〈タイズラインペブル〉の通信範はん囲いは一キロ。当然、ケローネーの外にいる可能性もある。

　だが、イチノにはそうは思えなかった。このアサシンだけではなく、まだこの中に誰かがいるのだとイチノの脳のう裏りに確信に近い答えが過よぎる。

「……一度、分ぶん岐き路に戻もどろう」

　それは碑ひ文ぶんのあった場所の前の分岐路までということだ。

「誰か、いるの？」

　イチノが提案したことに対して、サクラが不安そうに問う。

「さっき言い損そこねたけど、まだ誰かいるし、まだ何かがある。もっと重要な、何かが……。引っかかるんだ。このモンスターの、もっと別のことが」

《メモリーフラグメント》を入手した時点で、イチノの目的はすでに達成されている。

　ユリがこのダンジョン内の魔法を封ふうじているシステムを解いたことで、外で戦っているであろう冒険者たちも物理遮しや断だんサポート──例の物理遮断スキルがなくなったことに気付いたはずだ。ここで魔法を使えなくしていたシステムは、物理遮断サポートと連動していたのだから。

　故ゆえに本来であれば、外に出て加勢に行くべき。

　だが、このモンスターには、何かもっと大きな謎なぞが残っているのではないかとイチノの予感が告げていた。

　これはイチノの、今まで冒険してきた中での勘かんでしかない。

「いいんじゃない？　時間はまだあるし」

　しかし、サクラはそれに同意する。ユリもカレンも続けて頷いた。

「ありがとう。じゃあ、このアサシンは……後ろから襲われても面めん倒どうだし、街に送り返すか。ユリ、頼たのむ」

「別にいいけど……。戦せん闘とう不能にしちゃった方が早いんじゃない？」

「ＰＫプレイヤーキラーするのも目覚めが悪いからな。勝手なことを言ってるかもしれないけど……」

「ま、イチノの頼みならいいけどね。了りよう解かい。スタンしてるし、抵てい抗こうもできないでしょ」

　ユリが杖つえをアサシンに向け、詠えい唱しようを開始する。

　アサシンを中心に、床ゆかに白い渦うずが浮うかび上がった。アサシンはその白い渦に沈しずむようにして消えていく。

「これで拠きよ点てんに戻ったはずよ」

　ユリが使ったのはダンジョン帰き還かん魔法だ。強制的に拠点まで戻すこともできる。

　本来であれば味方に使う魔法だが、敵に使うことで相手の数を減らすといった使い方もできた。もっとも、スタンや眠ねむりなどのステータス異常になっていないと通じないため、多人数戦ではあまり使い道がない。また拠点のないモンスター相手には役に立たないものである。

「ありがとうな、ユリ。それじゃ、一いつ旦たん戻ろう」

　そして、イチノたちはその場を離はなれた。







　碑文のあった通路を通って分岐点まで戻る。

　そして、右の分岐路へと進んだ。

「ストップ！」

　奥へと向かっていると、ユリが声をあげる。

「どうしたの？」

「気をつけて。トラップが設置されてる。結構な量ね」

　サクラの問いにユリが目を細めて注意を促した。

「トラップが見えてるの？　もしかして、スキルを付けたの？」

「ええ。ここに来る前に神しん殿でん行って〈トラップファインド〉のスキルに取っ替かえてきたの」

　冒ぼう険けん者にはスキルスロットが存在し、レベルと共に増えていく。最初からスロットはひとつあり、５レベル毎ごとに１スロット増えるようになっていた。

　一度覚えたスキルは忘れることはないが、装備できるスキルはスロットの数までだ。

　そして、その入れ替えは街にある神殿に行くことで付け替えが可能となっている。

　ユリは健けな気げにも、異世界言語翻ほん訳やくスキルの他ほかに〈トラップファインド〉のスキルまで付けたのだ。このダンジョンを攻こう略りやくするために。

「さて、と……」

　ユリが近くにあった石を拾い、前へと放ほうり出す。

　魔ま法ほう陣じんが一いつ瞬しゆんだけ浮かび上がり、そこから火柱が上がった。

　火はすぐに収束し、消えていく。

「これも人が設置できるトラップだな」

　イチノがそう呟つぶやくと、カレンも頷いた。

「そうですね。これはダンジョンに元からあるタイプじゃないみたいです」

　その地点から、奥に行くにつれてさらにトラップは増えていく。

「まるでこっちに来てほしくないみたいだな」

　ダンジョンに元から設置されているタイプのトラップはほとんどない。

　そこからさらに奥へ行くと、行き止まりとなった。

「他に通路はないのか？」

「うーん、見当たらないわね。細かい分岐路はあったけど、すぐに行き止まりだったし……行ってない道はもうないはずよ」

　サクラの述べた通り、すでにすべての通路や部屋を踏とう破はしている。

「あるとすれば、隠かくし通路か……」

「ちょっと待って」

　ユリが前に出て、魔法の詠唱を開始した。

　目が大きく見開かれる。

〈スルーアイ〉。奥を見通す、透とう視しの魔法だ。ダンジョンの隠し通路を探す時に使われる。覗のぞき防止のために街中では効果を発揮できないが。

「……あった。イチノたちはちょっと下がってて」

　言葉通り、イチノたちは行き止まりから下がる。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我わが世界──」

　ユリは新たに詠唱の言葉を紡つむぐ。ダンジョンの途と中ちゆうであまり魔法を使っていなかった分、ＳＰが有り余っているらしい。

「〈フレア・ボム〉！」

　行き止まりの壁かべで大爆ばく発はつが巻き起こる。火と風を組み合わせた、爆発の魔法だ。

　爆発の余波で立ち籠こめた砂さ塵じんが晴れると、壁が壊こわれ、奥へ通路が続いているのが見える。

「じゃ、行きましょ」

　イチノたちは、その道を奥へ進んだ。

　そして、ケートスがいた部屋と同じように周囲の風景が少しずつ変わっていく。

　黒色から赤茶けた色へ、その色は進むにつれて鮮せん烈れつな紅くれないへと彩さい度どが上がった。

　幾いく何ばくもしないうちに、出入り口が見え、大きな部屋へ出る。壁も床も天てん井じようも、血で塗ぬり固かためられたような色で、とても内部は毒々しい。

　そこには部屋の鮮烈な朱しゆとは違ちがう、闇やみのような蒼あおの巨きよ大だいな魔法陣が描えがかれており──。

　その魔法陣の上に、ひとりの男が床に座している。

　それは、『ファルセリア』の援えん軍ぐんに来てくれた冒険者のひとり。

　会議にも参加した〈ローズリッター〉の四騎き衆しゆうのひとり──グントだった。







「来たか……」

　グントは立ち上がり、イチノたちを振ふり返る。

　その表情に笑えみを浮かべているが、決して友好的な笑みではない。口の端はしを吊つり上げたその顔は、眼前にいる冒険者を見下しているもののそれだ。

　以前、雲雀ひばり工こう房ぼうへ来た時とはまるで違う。

　周囲の赤い風景と相あい俟まって、凄すさまじいほどの不気味さを与あたえてきた。

「……あんた、ここで何をしてるんだ？　攻略……じゃないよな」

「当然だろう」

　グントが不敵に笑う。口調までまったく違っていた。

　そこには会議の時のような騎き士しの如ごとき礼れい儀ぎ正ただしさなどまるでない。もちろん、イチノと会話をした時とも違う。

「手に入れた力を行使する。僕のやっていることは、そういうことだ」

　グントが手をイチノたちに向かって伸のばす。すると、手の先に魔法陣が描かれた。攻こう撃げきの魔法ではない。

　その魔法陣が、どこかの風景を映し出す。

　そこに、ある映像が映し出された。

『陣じん列れつ変えないで！　突とつ撃げき！』『魔法隊！　力を見せなさい！』

　そこに見えるのはチャーチ・クァイアのメンバーたちが必死に戦っている姿だ。

　果か敢かんに攻せめ込んでいる、ヒルトもいる。

「まさか、それは……」

「そう。外でケローネーと戦っている者たちの姿だ。そら」

　グントは手を下に向けた。すると、小型の魔法陣が現れ、すぐに消える。

『!?　ケローネーの身体からだに異変！』『ケローネーの身体から大たい砲ほうが？』『砲撃、来ます！』

　そして、映像の中で爆発が巻き起こった。

　それはケローネーから放たれた砲撃だ。

　あたかもグントの合図によって、ケローネーが砲撃したかのようだった。

「あんたまさか、このモンスターを操あやつって……！」

「いかにも。このモンスターの意識を乗っ取り、僕が命令を与えている」

　その言葉に、サクラたちが目を見開く。

「このモンスター、操れたの!?」

「ふ、その通りだよ。お嬢じようさん方。僕らはいち早くそれに気付いたのさ」

　確かにモンスターを洗脳し、操るという魔法はある。

　だが、レイド級のボスモンスターなどは不可能だった。操れるのはあくまでフィールドやダンジョンに生息しているモンスターだけだ。

　イチノが剣けんを構えて、一歩前に出る。

「……何が目的だ。『ファルセリア』を潰つぶすのが目的とでもいう気か。そんなことをして何になる。不平を募つのらせるだけだ」

「その不平を──黙だまらせるための力だ！」

　イチノの言葉に、グントはその表情を歪ゆがませ、ヒステリックに叫さけぶ。

「我々、〈ローズリッター〉は五大ギルドの中でももっともメンバーの多い、誇ほこり高いギルドだ！　だというのに、誰だれも彼もが〈獅子聖サンオブザリオン〉の名前を口にする！　街を守っているのは我々だぞ！」

　以前、グントはその名を口にしていた。

　あの時のグントは少し感情を抑おさえているようでもあった。心の底から許せないのだろう。

　街に貢こう献けんしていないにも拘かかわらず、名声を集めてしまう〈リザルターナイン〉、〈獅子聖サンオブザリオン〉を……。

「だから、〈獅子聖サンオブザリオン〉すらも屠ほふれる力が必要なのだ！　我々は奴やつひとりに負けるわけにはいかない！　そのために五大街のひとつ、『ファルセリア』を潰し、我々の力を誇こ示じする！　『ファルセリア』は、今最も移住者の多い街だからな！」

　大手ギルドには街を自治する権利がある。

　気持ちよくこの世界を冒険してもらうために、自らがボランティアとなって雑事をこなすことになる。その分、彼らには賞賛が向けられた。その賞賛を求めて五大ギルドに入る者も少なくない。

　その賞賛が向けられず、雑事だけが積み重なっていけば、モチベーションも低下する冒険者もいるだろう。

　だからこそ、グントの気持ちを理解する大手のギルドメンバーは多いのかもしれない。




「下らない」




　しかし、イチノはそれを一言で切って捨てた。

「下らない、だと!?」

「冒険は楽しむのが第一だ。それを賞賛だの誇りだの……楽しみ方を間違えてる」

「……貴様」

　イチノを睨にらみ付けながら、グントが一歩前に出る。

「どちらにしろ、これを見られたからには街に戻もどってもらおう。次、ここに戻ってくるまでに『ファルセリア』は崩ほう壊かいだ」

　背中に背負うハルバートを取り出し、構えた。

　その手に持つ武器は魔法が掛かかっているのか、橙だいだい色いろの霧きりのようなものが立ち上っている。

　誰の目にも、典型的な攻撃重視のナイト系ロールに見えたが──。

「はっ！」

　グントが空いた左手を振った。

　その刹せつ那な、イチノたちの真下に赤で描かれた魔法陣が浮うき上がる。

「しまった……！」

　イチノは瞬間的にその魔法陣から飛び退のいた。しかし、サクラたちは一歩遅おくれてしまう。

　魔法陣が噴ふき出した黒い影かげは鞭むちのようにしなり、彼女たちの身体を束そく縛ばくした。

「なっ、何これ！」

「えっ、あれっ!?」

　サクラとカレンが揃そろって声をあげる。

「トラップ!?　そんな、まさか……！」

　ユリが信じられないものを見るかのように、自らを縛しばる影を睨んだ。

「〈トラップファインド〉でも見られないのは当然だ。この部屋を赤くしたのは、トラップがどこにあるかを見せないためなのだからな」

　イチノも部屋が人じん為い的に赤くされていたことには気付いていた。

　どのようなものにも抜ぬけ道はある。〈トラップファインド〉の赤い明めい滅めつで見破られてしまうのならば、赤で塗り潰してしまうしかない。

　だからこそ、彼のトラップを避よけられたのだ。

　しかし、皆みんなに伝えるべきだったという後こう悔かいはイチノの中に残った。

「とはいえ、さすがに君は引っかからなかったようだね。〈コンプリート・ノービス〉」

　グントは改めてイチノに向き直る。

「これで君以外は動けない。解きたいなら僕を倒たおすか、ここから追い出すかするんだね。さあ、ひとりずつ片付けていくとしようか」

「……まさかナイトのロールだと思ったらトラップを使うタイプだとはな」

「ふふ、この出いで立ちだからね。よく騙だまされてくれるよ」

「栄えい誉よある〈ローズリッター〉の騎士道精神はどうしたんだ？」

「そんなものは大衆の前でだけ見せればいい。それで僕は騎士とされるのさ。なんなら、こうしようか」

　グントが羊よう皮ひ紙しを飛ばしてくる。それは決けつ闘とうに使う魔法の羊皮紙だ。本来ならダメージの発生しない街中で使うものだが、粋いきな冒ぼう険けん者は野外でも使うことがある。

　もっとも、目の前の男は粋でもなんでもないが。

「ふん」

　イチノが羊皮紙に目を通す。

　戦せん闘とう形式。剣、魔法、アイテム、何でもあり。

　賭かけるもの。特になし。

　決着。降参、または戦闘不能。

　本当に騎士を装よそおうためだけに、こんな真似まねをしているらしい。

「さあ、騎士らしく決闘を申し込もうじゃないか」

「……よく言うな、あんた。いいぜ、受けてやる」

　その羊皮紙に指を押しつける。すると、群ぐん青じよう色いろの指し紋もんが浮かび上がってきた。指が押し当てられると魔法によって指紋を浮かび上がらせてくれるのだ。

「決闘、成立だな。いざ、尋じん常じように勝負！」

　グントが斧おのを振りかぶり、イチノへと襲おそいかかった。

　唸うなりを上げて襲い来る斧の刃はをイチノは大きく横に避ける。

　そこでトラップが発動した。

　紫むらさき色いろの魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、そこから紫の霧が噴き出す。それは霧を被かぶった者に、毒のステータス異常を及およぼすトラップだ。

　毒となると、少しずつＨＰが減っていくようになってしまうのだ。強い毒ともなれば、戦闘不能にまで陥おちいることになる。

　イチノはすんでの所でその毒霧を避け、やり過ごした。

「トラップと斧の、連れん携けいか」

「その通り。普ふ段だんであれば、このような目立つトラップは使わない。しかし、誰も見ていないところであれば別だ！」

　グントは次にナイフを三本取り出した。グントの持つ斧と同じ橙色の霧が立ち上っており、魔力が込こめられているであろう銀の投げナイフ。

　それを素す早ばやい動作でイチノへと投げつけた。

　大したスピードではなく、無効化するのも容易に見える。

（相そう殺さいを──いや、違ちがう！）

　イチノはいつもなら軌き跡せきを計算し、三本ともすべて剣で振ふり払はらう。しかし、込められていた魔力に嫌いやな予感を覚えた。
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　イチノは倒れ込んで避ける。ナイフは空を切って壁かべへと突つき刺ささった。

　そして、轟ごう音おんと共に爆ばく発はつが巻き起こる。

　床ゆかを大きく揺ゆらし、部屋の中に砂さ塵じんが充じゆう満まんした。パラパラと小石が落ちてくる。

「やっぱり、こういうことかよ」

　ナイフに込められていた魔法は爆発系。

　それは、衝しよう突とつ判定を持つオブジェクトに当たった瞬間に効果を発揮する。

　衝突判定というのは、壁や天てん井じよう、床、質量を持つオブジェクト──ある物体が別の物体に当たったかという判定だ。

　そして、それは人の身体やモンスターの身体にも当て嵌はまる。当然、武器による相殺にも、それは存在した。

　相殺した瞬間に爆発が巻き起こるのだ。相殺した者は確実に爆発に巻き込まれ、ダメージを負うことになる。イチノがまともに食らえば即そく死しだ。

　そして、同じ橙色の霧を立ち上らせている斧も同じだろう。あの斧の攻こう撃げきを相殺した瞬間に爆発が発生する。

（〈アストラル・ガード〉を使えばダメージを喰くらわずに済むが……）

　だとしたら、相殺を使わずに最初から〈アストラル・ガード〉を使った方がいい。しかし、ＳＰを考えれば連発で使うわけにもいかなかった。

「どうしました!?」

　その上、グントは本気で攻撃をしてこない。

　食らえば死ぬような一撃は放ってくるが、イチノ以外であれば大したダメージにはならないような攻撃だった。サクラであれば、蚊かに刺された程度にしかならないだろう。

　だが、レベル１のイチノはやられる。

　本気で攻撃をしてこない、大した攻撃力を持たない攻撃に対して、カウンターは大きな効果を発揮しない。カウンターは相手の攻撃力を上乗せするシステムだ。

　この場合、カウンターを取ってもダメージはたかがしれていた。リスクに対して、リターンがあまりにも少なすぎる。

「はっ！」

　それでもイチノは隙すきを見て、弱点を狙ねらって剣けんを振った。

「防ぼう御ぎよに専念さえすれば、どうってことはない！」

　しかし、グントもさすがに五大ギルドの幹部となっているだけはある。

　イチノの弱点を狙った攻撃も、盾たてや籠こ手てで防がれてしまう。クリティカルヒットは出ているが、すべての攻撃がクリティカルになっているわけではない。このレベルの相手に防御に徹てつされるとなかなかダメージを奪うばえなかった。

　サクラやマシューは、まだ自分からどんどんと攻せめてくる。しかし、この手の防御に徹するタイプは、そこを突き崩くずすのが容易ではない。特にグントは防御用のスキルも充じゆう実じつしているようだった。

（勝てないわけじゃない……。だが──）

　このまま防御に徹されれば、ケローネーはどんどん街へと近づいていく。

　先さき程ほどのようにケローネーに攻撃を指示する必要もない。歩いているだけで、街を破は壊かいできるのだ。このモンスターは。

「………」

　周囲を見み渡わたす。サクラたちの緊きん縛ばくが解ける気配はなかった。これは使用した者を倒さない限り、永続するのだろう。

「逃にげてるばかりじゃ、街の破壊は止められんぞ！」

　グントはイチノに攻撃し、それを避けさせる。

　武器による相殺も、カウンターもできないのをいいことに、グントはさらに斧を振りまわした。

　そして、イチノが避けた先にはトラップがあるように仕組まれている。

　イチノはどうにか戦闘不能になることは避けているが、そのＳＰは少しずつ削けずられていた。

「噂うわさの〈コンプリート・ノービス〉もこの程度か。相殺を封ふうじただけで、この体ていたらくとはね」

「……レベル１に何を期待してるんだ、あんた」

　グントは完全にその場を支配していたが、それでも油断をまったくしなかった。戦い方を決して変えようとしないのだ。凄すさまじく慎しん重ちようで、用心深いのだろう。

　イチノは〈アストラル・ガード〉による消費でＳＰが削られていく。

　アイテムを使おうにも、その隙をグントは見せない。使おうものなら、斧による攻撃が待っているだろう。

　一撃でも耐たえられれば使えるが、その耐えるＨＰがイチノにはない。

「そろそろ死神が見える頃ころだろう？　どうせ死ぬんだ。早く死ぬといい」

　それこそ三時間ぐらいかけることができれば、グントを倒すことはできる。

　だが、グントを少しでも早く倒すというスタイルを取るなら、このままではじり貧だった。

　イチノは少し周囲を見渡す。何か使えるものがないか、確かめるかのように。

　その間、グントは何も攻撃をしてこない。彼には急ぐ必要は何もないのだ。その表情は、余よ裕ゆうが見て取れる。

「ふ────……………」

　イチノは深呼吸をした。精神を統一するかのように、呼吸を落ち着かせる。

「何かする気か!?　さあ、やれるものならやってみるがいい！」

　グントが斧を振りかぶり、イチノを攻撃する。

　そして、イチノはそれを避けながら、グントを注意深く見み据すえた。

「さあ、まだか!?」

　イチノが剣を握にぎり直す。そして、その目で足あ搔がきを愉たのしんでいるかのようなグントを睨にらんだ。

　その表情は、覚かく悟ごを決めたかのようだった。

「行くぞッ！」

　イチノは剣を構える。そして、床を蹴けって、飛び込むようにしてグントの懐ふところに潜もぐり込んだ。

　剣を振ってくると思っていたグントは反応が遅おくれた。咄とつ嗟さに腕うでを十字にして防御する。

　しかし、イチノは剣を振るために突とつ進しんしたのではない。防御されたことにも構わず、その鎧よろいを装備した身体からだに対して右みぎ肩かたを入れる。

　そして、そのまま強引に押し込んだ。

「!?」

　剣を構えたのはブラフ。ただ、グントの位置をずらしたかっただけで、ノックバックを発生させたかったのだ。

　イチノと共にズレた先で、紫色の魔法陣が発動する。

　それは毒どく霧ぎりの魔法陣。魔法陣から紫色の煙けむりが噴ふん出しゆつした。ふたりの身体をその煙が覆おおう。

　そして、両者共に毒のステータス異常に冒おかされた。

「貴様……！」

「さあ、これでお互たがい毒になったな」

　毒のステータス異常は、最大ＨＰの割合が二秒ごとにダメージとして入る仕様となっている。この時の割合は、毒の強さによって違っており、０．２パーセントから５パーセントのものまである。５パーセントの場合、ＨＰが全快していても、五十秒たてばほぼ瀕ひん死しだ。

　この紫色の毒は二秒ごとに３パーセント。それなりに強い毒ではある。

　だが──。

「戦闘不能にする毒を使うべきだった。紫色の毒霧って時点で死なない毒ってのはわかるからな」

　４パーセント以上となる緑色の毒霧を浴びて毒に陥れば戦闘不能となるが、この紫色の毒で戦闘不能にまで追い込まれることはない。

　このタイプの場合、毒によってどれだけＨＰが減っても１は残るのだ。

「貴様……！」

　話しているうちにも、少しずつお互いダメージを負っていく。イチノ自身のＨＰバーは少しずつ縮んでいた。

「巻き添ぞえを恐おそれて中級程度の毒にするなんて手落ちだな。あんたほどの冒ぼう険けん者なら、もうひとつ上級の毒を用意できたはずだろう」

「く……！　だ、だが、条件はお互い同じ──」

「俺は元々一撃でも食らったら戦せん闘とう不能だ。あんた相手ならＨＰがフルの32でも、１でも変わらない」

　仕切り直しといわんばかりに、イチノは剣を構える。

「さあ、ステータス異常回復アイテムでも何でも使え。その瞬しゆん間かんに俺が一撃を入れてやる」

　回復アイテムを使用している瞬間というのは、いわゆる油断と同じ状態となる。

　つまり、入るダメージに凄まじい補正が入るのだ。

　それこそグントを一撃で屠ほふるほどの。

「おのれっ！」

　それを恐れて、グントは回復アイテムを使おうとしない。

　斧おのを振り回し、罠わなを起動させ、イチノのＨＰ１をどうにか削ろうとする。

「馬ば鹿かのひとつ覚えじゃ、俺への勝ち筋は作れない！」

　イチノは今までと同じく回かい避ひと〈アストラル・ガード〉を駆く使しし、決してダメージを負わない。

　そして、見る見るうちに一分が経たった。最大ＨＰの３パーセントが二秒ずつ減っていくのだから、すでにお互いのＨＰは１となっている。

「もうあんたのＨＰが１になった頃合いだな」

　グントが苦々しい表情をその顔に貼はり付ける。事実、グントのＨＰはすでにイチノと同じく１だ。

　このまま時間を経へても死ぬことはないが、一撃でも食らえば戦闘不能となる。残りのＨＰをイチノはいとも簡単に削ることができるのだ。クリティカル攻撃をする必要もない。

　攻撃を当てさえすれば、最低ダメージの１が保証されているのだから。

「おのれえええええええええええええ！」

「詰つめが甘かったな」

　イチノはトドメの一撃を振ふるい、剣けん閃せんを放つ。

「くそぉっ！」

　しかし、グントは大きく身を翻ひるがえし、背を向けてそれを避よけた。

　次の行動も何もない。とにかく今を生き延びるのだというように。決けつ闘とうという概がい念ねんすら無に帰した。

　だが、その行動は本当に戦闘不能までの時間を延ばしただけだ。

　イチノが背中から斬きりかかる。

「ただではやられんぞ！」

　グントは最後の力を振り絞しぼったのか、その手を床ゆかに置いて何事か呟つぶやき始める。

　そして、魔ま法ほう陣じんは強く蒼あおく輝かがやいた。

　その瞬間──地じ震しんが起こったかのようにケローネーの中が揺ゆれる。

「ケローネーの終末ラグナロクモードを発動した！　これで『ファルセリア』はおしまいだ！　ケローネーを倒たおせるものならば倒してみるがいい！」

　魔法陣に何らかの命令を打ち込んだのだ。

　そして、グントはアイテムを取り出し、それを床へとたたきつける。〈アリアドネの結けつ晶しよう〉──ダンジョン脱だつ出しゆつアイテムだ。

「もはや我々を止められる者はいない！　滅ほろべ、『ファルセリア』よ！」

　そう言い残して、その姿はうっすらと消え去った。拠きよ点てんとなる街へと戻もどったのだろう。

「イチノ！」

　サクラがイチノに駆かけ寄る。

　グントがダンジョンから出たことで、すでにトラップは解けていた。ユリとカレンもすでに立ち上がっている。

「外は今、どうなってる？」

「ちょ、ちょっと待って。今、透とう視し全開で見てみるから」

　ユリが魔法を使って、外を見る。

　だが、すぐに眉まゆ根ねを寄せて、不思議そうな顔になった。

「砂さ塵じんが舞まいすぎててよくわからないわ」

　ユリはお手上げといったように肩を竦すくめる。

「ラグナロクモードって言ってたけど……嫌いやな予感しかしないわね」

　サクラが不安そうな表情を浮うかべた。

　イチノがもっとも魔法に詳くわしいユリに問う。

「グントは洗脳と言っていたはずだ。こいつを止めることはできないのか？」

「無理だわ。洗脳だとすれば、掛かけた者自身が解くか、モンスター自身を倒すかしかないはずよ」

「確か洗脳を掛けた相手を倒してもいいはずですよね」

　イチノとユリの会話にカレンが入る。

「そうか……。だから奴やつは逃にげたのか！」

　もし、この場にグントがいれば倒せばそれで済んだ。

　しかし、もうここにグントはいない。グントに洗脳を解かせることも、グントを倒して解かせることもできなかった。

「つまり、もうここでできることはない、ということか……」

　グントの最後の行動を見るに、もはや猶ゆう予よはない。イチノはそう推測した。

「ユリ、急いで外に出るぞ！」

「う、うん！」

　言われたユリは、すぐに脱出魔法を使う。

　四人の姿はふっと薄うすくなり、その部屋から消えた。







　外へ出ると、そこでは地じ獄ごく絵え図ずが展開されていた。

　冒険者たちがまるで木き屑くずのように吹ふき飛ばされ、消えていく。そんな渦か中ちゆうに放ほうり込まれたイチノも事態をすぐに把は握あくすることができなかった。

「な、何!?」

　サクラも焦あせるようにして周囲を見み渡わたす。そこはケローネーの進路の目の前だった。その巨きよ体たいがイチノたちに向かって突つき進んでいる。

　イチノたちの視界の中では爆ばく発はつと、それに吹き飛ばされる冒険者たちが映った。

　状じよう況きようはまったく把握できない。

「離はなれるぞ！」

　イチノの号令を合図に、サクラとカレン、そしてユリは全速力で爆発の中を駆け抜ぬけ、その場から離り脱だつする。

　どうにか無事にその地獄のようなエリアから抜け出し、改めて周囲を見渡した。

　離れたことで、すでに『ファルセリア』の北門が粒つぶのようではあったが、肉眼で見えるほど近づいていたことがわかる。

　ユリが信じられないといわんばかりの表情を浮かべた。

「なんで……!?　まだ一日ぐらい猶予はあったはずじゃ」

「スピードを上げたんだろ。もしかしたらグントがそう命令したのかもしれない」

　スピードだけではない。ケローネーはその口や肩、あらゆる場所から兵器のようなものを出していた。そこから砲ほう弾だんやレーザーらしき光学兵器が大量に射出されている。

　以前、ヒルトも喰くらいそうになった大砲が、まるでハリネズミを思わせるようにあらゆる場所から生えていた。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　ケローネーから砲弾が射出され、着弾。爆発する。

　冒険者たちはそれに巻き込まれ、吹き飛ばされていた。

　威い力りよくが桁けた違ちがいなのか、ほとんどの冒険者が一いち撃げきで戦闘不能にされている。レベルの高い冒険者は数発耐たえているが、それでも長くは持たない。回復アイテムを使う暇ひまもないようだった。

　まさに最終兵器といった様相で、ケローネーは破は壊かいを撒まき散らしている。

「これがラグナロク……？」

　サクラがそんな言葉を漏もらす。

　確かに、グントが言っていたケローネーのラグナロクモードに相応ふさわしい凄すさまじさだった。

「第だい一いち陣じん、退たい却きやく！　ヘビーナイト、殿しんがりで被ひ害がいを抑おさえつつ、下がりなさい！」

　その場に凜りんと響ひびく号令。ヒルトによるものだった。

「ヒルトさん！」

　イチノはヘビーナイトと共に退却しているヒルトへ近づく。それをサクラたちも追いかけた。

「あら、イチノ君。ごきげんよう」

　ヒルトもイチノたちに気付く。

　ヒルトは焦りつつも、その相好を崩くずさない。まるで取り乱したら負け、とでも言わんばかりに落ち着いている。

「少し前ですが、〈セレマ・グノーシス〉からケローネーへ向かう街道を強きよう行こう突とつ破ぱされた……と苦情が来ましてよ」

「いや、ＨＰ減らしてませんし……って、それは後で説明します。今、どんな状況ですか？」

「そうですね。まず三十分ほど前に物理遮しや断だんスキルがなくなりました。何か知ってまして？」

「はい。あのダンジョンの中に、それを止めるためのシステムがありました」

　ユリがあのダンジョンの魔法を使えなくしていたシステムを止めることで、こちらの物理遮断スキルも消えたのだ。ここまではイチノの予想通りだ。

「なるほど。現在はご覧の通りですわ。つい先さき程ほど、暴走を始めました」

「暴走？」

「ええ、あのように砲弾をばらまいたり、レーザーを出してきたり無差別に」

「じゃあ、遠えん距きよ離りから魔法での攻こう撃げきは……？」

「それなのですが……物理遮断スキルがなくなると同時に、今度は魔法が通じなくなりましたわ。論より証しよう拠こですわね」

　ヒルトはケローネーに背中を向けつつ、魔法の詠えい唱しようを始めた。

「我わが手に、剣けん戟げきの響きを与あたえたまえ。大いなる雷かみなりよ、雷らい鳴めいを響かせ、災さい厄やくを貫つらぬけ！」

　詠唱が終わると、その手に槍やりの形状を持つ雷が形成される。そして、ヒルトは一度立ち止まり、ケローネーに向き直った。

「神の雷槍グングニル！」

　そして、その槍を投げつける。矢のような速度で雷の槍が空を斬り裂さいた。

　上級魔法、神の雷槍グングニル。一体のモンスターに対しては、もっともダメージ値を期待できる雷属性の魔法だ。一キロ圏けん内ないを射程とし、目標物に向かって威力を減げん衰すいせずに突き進む雷の槍を飛ばす。また着弾後には小規模な爆発を起こし、周囲の弱いモンスターを蹴け散ちらすことができた。その上、一定確率で麻ま痺ひのステータス異常を起こす効果も持つなかなかお目にかかれないヒルトの魔法。この槍を直接武器として扱あつかうこともヒルトは得意としていた。

　しかし、雷の槍はケローネーに当たろうとした瞬しゆん間かん──弾はじけて消えてしまう。まるでそこには最初から何もなかったかのように。

　それを見届けて、ヒルトは再び走り始める。

「ね？　威い力りよく云うん々ぬんの問題じゃなさそうですわ」

　確かにヒルトがやってくれた通り、魔法が効かないということがわかる。

　もしかしたらダンジョン内で魔法を使えなくすると、今度は外からの魔法が効かなくなるようなバリアが張られるのかもしれなかった。なんにせよ魔法が効かず、物理遮断スキルが消えた以上、攻撃方法は物理に切り替かえるしかない。

　しかし、そのためには今ケローネーの周囲で展開されている通り、あの砲弾やレーザーの嵐あらしを切り抜けて、ケローネーに辿たどり着かなければならないのだ。

　現時点で打開策が見いだせないからこそ、ヒルトは撤てつ退たいを指示したのだ。

　打開策がない以上、今は力を温存するために誰だれもが逃げるしかなかった。







　幸いなことに、ケローネーの進行スピードからすれば『ファルセリア』到とう達たつにはまだ猶予がある。対策を立てるための時間は僅わずかだったがあった。

「誰か、何かいい案はあって？」

　ギルドホームに戻もどることなく、ヒルトは街の噴ふん水すいの前で意見を募つのる。

〈ゴスペル・クァイア〉のメンバーだけではない。街の中小ギルド、ソロの冒ぼう険けん者たち。数多く集まっていた。

〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーとそのメンバーたち、〈アマツマウラ〉の砲兵大隊長とその部下である砲兵たちも援えん軍ぐんとしてここにいる。

　ただ〈ローズリッター〉はグントではなく、別のメンバーが指揮していた。

　その〈ローズリッター〉の指揮官が、恐おそる恐る手を上げる。

「実は、あのケローネーなのですが──」

　そして、あのモンスターをグントが操あやつっていたことを明かした。

　洗脳ができたということ。

　そして、グントが本部に独断で操っていたことを。

　俄にわかに周囲の冒険者たち色めきだつ。

「どういうことだよ！」「五大ギルドのくせに何考えてるの」「あんたたちのせいで『ファルセリア』が！」「責任とって早く止めろよ」「そうだ！　あんたたちの責任だぞ！」

　批判は一いつ斉せいに〈ローズリッター〉のメンバーたちへと向けられた。

「静まりなさい！」

　そこへ一いつ喝かつ。

　ヒルトが周囲を黙だまらせるように、大きな声で制止した。

「今は責任を問うている時ではありませんわ？」

　そして、余よ裕ゆうの笑えみ。

　批判していた冒険者たちはあっという間に黙り込んだ。

「それで、止める方法はわかってますの？」

「すいません……。それを街へと戻ってきたグントに尋じん問もんしているのですが、口を割らず……。ただ、ラグナロクモードを起動したからには、もう止めることは不可能だ、と」

　ヒルトはケローネーのいる方を見る。他ほかの冒険者たちもそれに倣ならった。

　門からは砂すな埃ぼこりが見え、轟ごう音おんが響き渡わたっている。

　あれが止まらずに『ファルセリア』に来るのだと、ここにいる冒険者たちが改めて実感した。

「ケローネーを操っていたことに関しては、事が終わった後にまたご相談しましょう」

　そして、ヒルトは再び意見を募る。

　そんな様子をイチノたちは離れて見ていた。

「イチノ？」

　不安そうにサクラがイチノを見る。

　イチノは少し胸の内が熱くなっていた。

　イチノとしては、すでに《メモリーフラグメント》を手に入れたため、ケローネーを倒たおそうと倒すまいと、どちらでも構わない。

　街が潰つぶれても、それは仕方ない。この世界で潰れたに等しい街だってある。強制的に壊こわされたことはないが、有益な採取ポイントも討とう伐ばつモンスターもおらず、寂さびれて誰も寄りつかなくなった街だってあるのだ。

　栄えい枯こ盛せい衰すい。

　そんな言葉がイチノの脳のう裏りを過よぎる。

　鍛冶かじ屋やをやっているキョウや、宿屋を経営しているひばりは困るだろうが、また新たな街でやっていけるだろう。その時にお金を出資しても構わない。別々の街になったとしても、転送ゲートがある限り、すぐ会いに行ける。

　しかし。

　しかし、だ。

　どうにも、『ファルセリア』が壊されることを納なつ得とくできない自分が、心の中に強く存在していた。

　それは、ここにいるまったくケローネーの討伐を諦あきらめていない冒険者たちの姿に影えい響きようされたのかもしれない。

　自分でもわからないが、守りたいという思いは確かにあった。

「何でもいいわ。意見を頂ちよう戴だい」「魔ま法ほうは効かないが目め眩くらましにはなるだろう」「砲ほう撃げきは固定ダメージとはいえ有効だ」「防ぼう御ぎよ力とＨＰの高いメンバーを中心に援軍も連れてきた」

　この街にいる冒険者たちも。

「俺らのアイテム、出しますよ！」「雑事でも何でもやります！」「弾たまよけになります！」

　そして、一度は逃にげ出した冒険者たちも戻ってきている。

「やっぱり愛着はあるしねぇ」「私の初めての拠きよ点てんだもん」「忘れられないよね」

　理由は様々だが、あのケローネー討伐に皆みんなの心がひとつになっている。

　皆が街を守りたいと思っているのだ。

「他に何か意見は？」

　しかし、思いだけで大切なものを守ることはできない。

　そのためには力が必要だ。

「……常じよう軌きを逸いつした一撃を、あの弱点に入れるより他にないわね」

　ヒルトが断言をするようにそう語る。

　そして、説明を続けた。

「魔法攻撃が通じないのであれば、ダメージソースはウィークポイントへの物理のみとなります。ですが、自然回復を考えれば、生なま半はん可かなダメージでは焼け石に水。であるならば、５０００００００のダメージを一度に与える手段を考える必要がありますわ」

　それに〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーが反論をする。

「問題点だらけだぞ、ヒルト殿どの。まずひとつ。そんなダメージを出す手段がないこと」

　チャーチ・クァイアの二十人のジャストアタックが、ケローネーのパッシブスキルがなかったとしたらダメージは約４００００。それをあのウィークポイントで行えれば、クリティカル補正で百倍。一度に４００００００ダメージだ。

　しかし、あのウィークポイントを同時攻撃できるのは、多くても十人だろう。そうなれば、ダメージは二分の一以下まで低くなってしまう。

　現時点で、一撃で倒すようなダメージソースは存在していない。

　常軌を逸した一撃など、そもそもどうすればいいのか。

「そして、もうひとつ。あの砲撃の嵐の中、どうやって弱点に近づくかだ」

　もはや皆が頭を抱かかえるしかない。あの砲撃は耐たえられて三回だ。何十何百人もの冒険者が切り抜ぬける方法がない。

「五千人でジャストアタックとか？」「だから弱点まで五千人も行けないだろ」「スキル使えばどうにか……」「無理だろ……そんな都合のいいスキルないぞ」

　皆がそれを考えるものの、提案は何も出なかった。

　そんな中、「仕方ありませんわね」とヒルトが小さく溜ため息いきを吐つく。

「ここで、例の魔法を使いますわよ」

「使いますって、もしかしてアレ？」

　ヒルトの隣となりにいた開発科リーダーの女の子が確かく認にんするように尋たずねるが、ヒルトの決意は固いらしい。

「そのもしかして、ですわ」

　今度は彼女が盛せい大だいに溜息を吐いた。

「ほぼぶっつけ本番ですか。どうなっても知りませんよ」

〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーがわかるように言えと言いたげに、不ふ機き嫌げんな表情を作る。

「まだ見つかって間もない魔法なのですけれど、精神力──というか、ＳＰですわね。それを物理攻撃力に変へん換かんする魔法がありますの」

「それは元からあったはずだけど……」

　サブリーダーの彼女は眉まゆを顰ひそめた。

　確かに存在している。〈マーシナリー・マジック〉も似たようなものだ。魔法攻撃になるという点を除けば、攻こう撃げき力も上がる。

　しかし、ヒルトはゆっくりと首を振ふった。

「〈マーシナリー・マジック〉みたいに冒険者個人のＳＰだけではないの。ここにいる冒険者すべてのＳＰを集めて物理の攻撃力に変換できますわ」

「冒険者、すべて？」

「一度、試ためしてもらった時は、わたくしともうひとりのＳＰだけで、１０００００のダメージが出ました。上限はないですから、他の人のＳＰがあればもっと上がるはずですわ。ウィークポイントであれば、ダメージはさらに増えるはずです」

「そんな魔法が……？　我々もまだ見つけていないのに……」

「元々、魔法と物理の融ゆう合ごうが、我々のギルドの強みですから。それに、恐らくは今回の世界改変で追加されたものでしょうね」

　自信ありげにそう言って、ヒルトは全員を顔を見み渡わたす。

「他に意見は？　ないなら、ダメージはこれに賭かけます。では、もうひとつの懸けん案あん点をどうするか、ですわね」

　そう。もうひとつ、最大の問題が残っている。

「あのウィークポイントにどうやって近づくか……ですわ」

　砲ほう弾だんは飽ほう和わ攻撃で、直接当たらなくても爆ばく風ふうで飛ばされてしまう。

　それによって負うダメージは、九割以上の冒険者が耐えられない。

　誰だれもが近づく前に戦せん闘とう不能にされる。

　防御力やＨＰの高さに、ほとんど意味がない。

　人が盾たてとなって人海戦術で行くにしても、爆風による範はん囲い攻撃やレーザーの貫かん通つうでは意味を成さない。まとめて戦闘不能になるだけだ。

「無理だろ……」「あの嵐あらしみたいな中、無む謀ぼうすぎる」「詰つんでる？」

　各ギルドの精せい鋭えいたちまでもが「ウィークポイントまで行くなんて無理だ」と諦てい観かん気味だ。

　この期ごに及およんで失敗を恐れているわけではないだろう。

　しかし、誰も成功のビジョンが僅わずかにも見えないのだ。

　手を上げる者はいない。

「………」

　そこにひとり、ゆっくりと手が上がった。

　ヒルトはその人物が手を上げることを予想していたのか、あるいは確信していたのか驚おどろいてはいなかった。それどこからうっすらと笑えみすら浮うかべている。

「俺ならできる」

　イチノは万人の前で、自信満々にそう宣言した。







　多少物議を醸かもしつつも、ケローネーを倒す役目はイチノに決まった。

　他に誰も立候補しないからだ。そして、ぐずぐずしている暇ひまはない。

　すでに正門近くまでその巨きよ体たいが迫せまっていた。相変わらず周囲を無差別に爆撃し、地形を破は壊かいしている。

　その正門を出たところに、冒ぼう険けん者たちは陣じん取どった。

　イチノとサクラ、ユリ、ヒルトらが一番前だ。

「いいのですか、イチノ君」

　そこで初めてヒルトは不安げな表情を浮かべる。イチノの剣けんに魔力を込こめていいのかどうか、そこに戸と惑まどいがあるかのように。

「やってください。遠えん慮りよはいりません」

　イチノの顔つきを見て、ヒルトも覚かく悟ごを決めたかのように表情が引き締しまる。

「じゃあ、行きますわよ」

　ヒルトの詠えい唱しようが始まった。

　長い長い、呟つぶやき。

　どんな言葉なのかイチノにはわからない。

　だが、イチノはヒルトの魔法を待つだけだった。

「〈アブソープションオールウェポン〉！」

　ヒルトの手がイチノの持つ剣に触ふれる。

　ヒルトは部下たちに触れられていた。その部下たちはまた街の冒険者に触れられている。

　繫つながった全員の身体からだが、蒼あおく光る。蒼い光はまるで水のように揺ゆらめきながら、ヒルトの身体へと流れた。全員のＳＰがヒルトに流れ込んでいるのだ。

　そして、ヒルトは入ってきたＳＰをすべて、イチノの〈ハンドレッドブレード〉へと流し込む。

「………」

　ヒルトが申し訳なさそうな表情を作った。

　ヒルトは「攻撃力は保証する」と言った。しかし、問題はあったのだ。

「魔力を流し込んだ剣は、一度ダメージを与あたえたらその魔力は尽つきますの」

　つまり、ウィークポイントに突つき刺さす以外に使えないということだ。

　しかし、それだけなら大した問題ではない。

　問題は──。

「そして、尽きた時、壊こわれます……。ボロボロになって、もう直せないわ」

　この副作用は、どうしても解決できなかったらしい。

「普ふ通つうの剣を使ってくださいな、イチノ君」

　と、ヒルトに提案された。

　普通の剣でも、威い力りよくはそこまで落ちないはずだ、と。







[image: ]







　だが、イチノはそれを断った。

　イチノの剣は攻撃力は大したことがない。しかし、稀き少しような〈オリハルコン〉を使って、切れ味──クリティカル時のダメージを底上げしている。ブラックスミスのキョウによって三年近く鍛たん錬れんされた剣だ。

　イチノはそれを失うかもしれないというのに、その顔に迷いはない。

「あの馬ば鹿かげたＨＰを一撃で倒たおすのに必要なダメージはいくらあっても構わないです。ウィークポイントを攻撃する以上、武器の切れ味──クリティカル補正も重要になる。万が一、倒せないよりはオーバーキルになる方が全然マシでしょう」

　と、引こうとしなかった。

　そして、もうひとつの問題点。それが時間だった。

「十五分しか攻撃力を持たせることができません。どれだけ魔力を込めても同じですわ」

　十五分以内にあの砲撃の嵐を凌しのぎ、ウィークポイントへと到とう達たつしなければならない。

　正直言えば無茶にもほどがある。

　しかし、これは自分にしかできないという確信もあった。

「魔力の充じゆう塡てんがそろそろ終わります」

「ああ」

　イチノの剣からは、まるで青い炎ほのおが噴ふき出しているようだった。煌こう々こうと完全燃焼している火のようなオーラが渦うず巻まいている。

「終しゆう了りよう、よ」

　ヒルトは剣から手を離はなした。

　もはや、やるべきことはひとつだけ。

　この蒼い剣を、ケローネーのウィークポイントに突き刺すことだけだ。

「〈ローズリッター〉の諸君！　我々は彼らの壁かべになる！　彼らを絶対に守り抜け！　彼らが負うダメージをすべて我々が引き受ける！　スキルはすべて防ぼう御ぎよ系に割り振ったな？」

「〈セレマ・グノーシス〉の面々よ、聞け！　残ったＳＰをすべて彼らの守備力のバフに使え！　我々は物理には脆ぜい弱じやくだ。だが、彼らを強化、援えん護ごすることはできる！」

「全砲門に弾たまを込めろ！　砲身の冷れい却きやく準備を怠おこたるな！　我々はケローネーに飽和攻撃を行い、奴やつの放つ弾を少しでも相そう殺さいする！　弾をケチるなよ！」

　イチノとサクラが、ケローネーの弱点へと向かうにあたり、その援護を〈ローズリッター〉、〈セレマ・グノーシス〉、〈アマツマウラ〉のギルドらが申し出ていた。

〈ローズリッター〉はイチノたちの壁に。

〈セレマ・グノーシス〉の〈ローズリッター〉が壁として長持ちするようバフの援護を。

〈アマツマウラ〉は飛んでくる弾を少しでも無効化するべく。

　街全体が、今、ひとつとなっていた。

「サクラ」

「ユリ？」

　心を落ち着けているサクラにユリが話しかける。

「残ったＳＰであんたの守備力にバフをかけるわ。イチノにはバフをかけても元の数値が小さいけど……あんたにかければ多少は力になるでしょ」

「……ありがと、ユリ」

「お礼なんていらないわ。あたしの代わりに……絶対にイチノを守ってよね」

「当然」

　楽しそうにニッコリとサクラは笑った。この戦いが街の命運をかけているというのに、それ以上に楽しそうな表情だ。

　いや。

（サクラは……守り切れないなんて露つゆほども考えていないのかもしれない）

　この戦いを楽しむことに全力を傾かたむけているのだろう。それでこそサクラとも言えた。

　そして、ユリからサクラの守備力強化の魔ま法ほうが掛かけられる。

　すべての準備はこれで終わった。

「頼たのんだぜ、お前らー！」「絶対に倒してくれよ！」「万が一、やられてもオレらがどうにかするけどな！」「盾にもなれなくてごめんねー！」「やってくれよー！」

　その場にいる冒険者たちが、思い思いに声をあげる。

「さ。イチノ君。一言下さいな」

　するとヒルトが突とつ然ぜん、妙みようなことをイチノに要求した。

「え。なんですか」

「ふふ、こういう時、英えい雄ゆうはちゃんと宣言するものですよ？」

「英雄なんて柄がらじゃないんですけど……」

　イチノはふと剣を見る。煌々と蒼く輝かがやく〈ハンドレッドブレード〉。この蒼い輝きは、この場にいるすべての冒険者から集まったＳＰだ。

　言うなれば、皆みんなの想おもいが詰まった剣。輝きのひとつひとつが冒険者の魂たましいだ。

「……まあ、これも筋か」

　頭を搔かきながら、イチノは門に集まる冒険者たちへと向き直った。

「皆の想い、受け取った。目的は、必ず果たす」

　歓かん声せいが沸わき起こる。頼んだぞ、失敗するなよ、信じてるから──そんな託たくすような言葉だ。

　簡素な言葉。だが、それで充じゆう分ぶんだった。

　イチノは振ふり返って、今度はケローネーを見み据すえる。巨大な、山のような、この街を滅ほろぼす元げん凶きようとなるモンスターを。

「サクラ。行くぞ」

「いつでも」

　ふたりはお互たがいに、目で合図する。

「ふたりが出るぞ！　〈ローズリッター〉、出しゆつ陣じんせよ！」

　そして、冒険者たちは大地を蹴けった。彼らは獲え物ものに蟻ありが群がるかのようにケローネーへと全力疾しつ走そうで攻せめ寄せる。

　ケローネーの攻こう撃げき範はん囲い内に入ると、ケローネーが小さく鳴き、無差別の砲ほう弾だんとレーザーが彼らを襲おそった。

「第一陣じん列れつ！　〈フィクスプロテクト〉！　ダメージを後ろに通すな！」

〈フィクスプロテクト〉はスキルのひとつだ。二十秒間、あらゆるダメージを半分に軽減する。またノックバックを防ぎ、貫かん通つうする攻撃判定を自身の身体で止める、防御役タンクとなる者にとっては必ひつ須すのアクティブスキル。

　砲弾とレーザーが彼らに命中し、砂さ塵じんが舞まう。

「第一陣列！　耐たえきりました！」

「砲撃来るぞ！　次も耐えきれよ！」

　そこに、さらに無む慈じ悲ひな砲弾が降り注いだ。砂塵が晴れないまま、さらに濃のう度どの高い砂塵が渦巻く。

　だが、そこでも彼らは耐えきっていた。

「〈デスリジェクション〉、発動しました！　次は耐えきれません！」

〈デスリジェクション〉は、これもまた防御役にとっては必須のパッシブスキルで、ＨＰ１ではない時に大ダメージを喰くらった際、かならずＨＰを１残すものだ。ただし、発動してからしばらくの間は、その効果が発現しなくなる。

「これで最後だ！　〈ローズリッター〉万ばん歳ざい！」

　そして、次の砲弾が彼らに命中。

「〈ローズリッター〉、第一陣列、壊かい滅めつ！　拠きよ点てんへと送られました！」

「三回もよく守ったと言ってやる！　今度は第二陣列、前へ！　第十陣列まであるからな！　あと、二十七回はあんたらをノーダメージで通してやる！」

「すまない！　頼む！」

　そこからも〈ローズリッター〉のメンバーたちは、イチノたちを守る。

〈セレマ・グノーシス〉の守備力のバフによる効果もあるだろう。

〈アマツマウラ〉によって砲撃が抑おさえられてることもあるだろう。

　何よりも、彼らの守備は鉄てつ壁ぺきと言えた。

「〈ローズリッター〉、万歳！　我々の！　意地！　見せてやったぞ！」

　最後に守ってくれたメンバーたちも消え、拠点へと送られる。

　ケローネーまではまだ離れていたが、それでも充分すぎる成果だった。

　イチノとサクラはまだまったく消しよう耗もうしていない。別の街の住人に対して、彼らは本当に騎き士しであった。幹部だったグントとは大おお違ちがいである。

「こっからは私の仕事よ！　〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉！」

　サクラのスキルが発動。

　神速の六連撃と、花弁が身体からだを守る攻こう防ぼう一体のオリジナルのスキルだ。

　緑色の剣けん閃せんは砲弾を爆ばく発はつする前に叩たたき割り、そして、花弁は爆風とレーザーのダメージを軽減する。

〈ローズリッター〉に続く、最後の壁。その役目をサクラは買って出ていた。

「私が、イチノを、守るんだあああああああああああああっ！」

　自分が一番イチノを守ることができるはずだ、と。

「はああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　サクラが哮たける。

　爆風すらも吹ふき飛ばしかねないような、衝しよう撃げきを伴ともなったかのような叫さけび。

　サクラは何度もスキルを発動し、後ろにいるイチノへダメージを通さない。

「行くよ、ゼフィランサス！」

　彼女は集中力をさらに高める。

　しかし、己おのれの力をすべて使っても。

　爆風とレーザーはサクラのＨＰを無慈悲に削けずっていった。

（サクラ……！）

　イチノにはサクラのＨＰが見えるわけではない。

　しかし、そのＨＰが見る見る減っていっているのは、ボロボロになっていく身体を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「くっ！」

　砲弾の爆風が、さらにサクラを襲う。

　バキン！　と音を立ててサクラの鎧よろいが破は壊かいされ、その素す肌はだが剝むき出しになった。背中の傷も露あらわになる。

「まだまだぁっ！」

　しかし、サクラはその足を決して止めない。

　そのような些さ事じを気にしている暇ひまはないとばかりに剣を振り、砲弾を突つき飛ばし、レーザーからイチノを守る。

　もはや、残りＨＰが僅わずかなのがわかった。限界が来たのだ。

「これで、最後っ！」

　砲撃されないエリアまではあと少し。あと一撃耐たえれば、イチノを完全に守れる。

　ケローネーから放たれたレーザーがサクラを襲う。

　確実に当たる、サクラを戦せん闘とう不能にする無慈悲な攻撃。

　予定通りだ。ここでサクラが戦闘不能になり、イチノを守るのは予定通りなのだ。

　だが、心の中の強い衝しよう動どうがイチノを自然と突き動かした。

「やらせるかっ！」

　イチノが前に出る。サクラの前に立って、向かってくるレーザーに当たる瞬しゆん間かん、赤い透とう明めいな皮ひ膜まくがイチノを覆おおう。〈アストラル・ガード〉でガードしたのだ。

　サクラが呆ほうけた顔をするが、イチノは構わず突き進む。

「さあ、まだまだ行くぞッ！」

　イチノが前に出て、〈アストラル・ガード〉を使いつつ前進する。

　そして、ようやくふたりはケローネーの右足へと辿たどり着いた。

「イチノ……なんで……。私が盾たてになってれば、ＳＰを使わずに……」

「……変なこと言うなよ。お前が俺を守ってくれるように、お前は絶対死なせない」

　そう言うと、サクラは神しん妙みような顔をして、そしてうっすらと笑いながら頷うなずいた。

「……ありがとう。やっぱり、イチノは、イチノだね」

「なんだそれは」

　イチノは首を傾かしげたが、それを問うような暇はない。

「俺は急いで登る。サクラはそこで休んでてくれ。砲撃されるエリアに戻もどらないようにな」

　イチノは手さぐりでアイテム袋ぶくろからハーケンとザイルを取り出した。

「あと、俺からも、その……ありがとう」

　最後にサクラにそう言って、イチノはケローネーの右足にハーケンを突き刺さし、そこから登る。初めて登った時と同じように。

「ここからは俺のタスクだ」

　以前よりも速く。

　制限時間があるからか、イチノの表情には若じやつ干かんの焦あせりが見えた。

　しかし、すぐに気を取り直して気持ちを落ち着かせる。焦りは禁物だと心に言い聞かせた。







　約二十五メートルの崖がけ登り。

　地上から八分弱の時間を使って、ようやく右みぎ肩かたへと辿り着いた。現実の束そく縛ばくがない世界とはいえ、登とう攀はんスキルもなしにこのスピードは破格と言える。

　だが、そのことに浸ひたっている時間はない。

　イチノの先に弱点の突とつ起き物が見えた。しかし、以前さらけ出した弱点は時間が経たって外がい殻かくに覆われている。

「爆ばく弾だんは四つ……」

　ヒルトから貰もらってきた爆発アイテム〈アミドプルバー〉は四つ。あれから開発できたのはこの四つだけらしい。

　ヒルトが剣に込こめた魔ま力りよくの残りは三分弱。休んでいる暇はない。

　すぐに突起物へ爆弾を投げつけ──イチノの耳が風切り音を捉とらえた。

　投げナイフの音だ。イチノは咄とつ嗟さに身を翻ひるがえして、ナイフの軌き道どうから身体を逸そらす。ナイフによって戦闘不能になることは避さけられたが、投とう擲てき体勢は止めることができない。ひとつは投げずに握にぎり込んだが、三つの爆弾はイチノの手から離はなれてあらぬ方向へ飛んでいく。

　着弾した爆弾が凄すさまじい爆発音が響ひびかせた。

「しまった……」

　軌道のズレた爆弾は目標物からは遠く、外殻の破壊すらできていない。

「チッ、勘かんのいい奴やつだ」

　だが、イチノにはそのことを悔くやむような余よ裕ゆうもなかった。すぐ様ナイフが飛んできた方を振ふり返る。そこにはケローネーの中で倒たおし、街へと戻ったはずのグントが立っていた。

　その瞳ひとみは、まるで充じゆう血けつしているかの如ごとく赤く、イチノの目に気味が悪く映る。理性を失いかけているようにも見えた。

「あんた、なんでここに」

「〈リターンストーン〉を使って戻ってきたのだよ。最深部では使えないが、この甲こう羅らの上なら使えるのでね。嫌いやな予感もしたからな。戻ってきて正解だった」

「しつこい奴だ」

「黙だまれ！　このケローネーは──我々〈ローズリッター〉が覇は権けんを握るために使うものだ！　邪じや魔まはさせん！」

「あんた、独断でやってるだけって話じゃないか」

「そうだ！　だが、この行動をリーダーは称たたえてくれるはず！　〈騎士道具現インカーネーシヨン〉アウレール殿どのにな！」

　ウィークポイントへ向かうのを阻そ止しするかのように、グントはイチノへと向かってきた。

　斧おのを振りかぶってイチノに向かって振り下ろす。橙だいだい色いろの霧きりを発する巨きよ大だいな斧だ。

　それをイチノは大きく横に跳とんで避よけた。

　地面となる甲羅に当たった斧が爆発を引き起こす。

「はははははははははははははは！　この斧だけでもそこらの奴には負けん！」

　言うだけあって、体たい捌さばきはなかなかのものだった。セミオートでの動きとはいえ、斧による攻こう撃げきも悪くない。

　中で倒した時と違ちがって、敵を倒すという明確な意思を伴う鋭するどさがある。

　しかし、イチノにとってはまったく問題にならなかった。武器の速度が遅おそくて、欠伸あくびが出てもおかしくない。簡単に避けられる。

　そう。如何いかにレベルが高かろうと、グントは問題にならない。倒すことはできる。

　問題は彼に付き合っている暇などないということ。

　そして、魔力を充じゆう塡てんした剣を使うことができないことだ。使ってダメージを与あたえようものなら、瞬またたく間にあらゆる防ぼう御ぎよを貫つらぬいてグントを倒すことができるだろう。

　だが、その瞬間に充塡した魔力は失われる。

　攻撃もできない。

　相そう殺さいもできない。

　そんな何もできない状態で、イチノは戦わなければならない。グントをここから排はい除じよしなければならないのだ。

（まだ外殻も破壊してない上に、時間がないってのに……！）

　斧の当たり判定から避け、避けきれない爆風は〈アストラル・ガード〉で耐たえる。グントの横を抜ぬけ、やり過ごそうとしたが、それをさせてくれない。

「どうしたどうした？　攻撃もできないか!?」

　グントは、イチノに今時間制限があることなど知らないだろう。

　優勢なことに得意そうな表情を作っていた。遊びに興じるが如く笑う。

　イチノの焦しよう燥そう感かんはさらに濃こくなった。体内時計の残り時間はすでに一分を切っている。地面に着弾した斧による爆発ダメージを防ぐために使った〈アストラル・ガード〉でＳＰも、１まで減ってしまっている。

「どうしたどうし──」

「〈風精剣ゼフィランサス〉！」

　そこに見慣れた緑の剣けん閃せんが、グントに襲おそいかかった。思いがけない剣閃だったのか、グントはまともに喰くらい蹈鞴たたらを踏ふむ。

「あんたの相手は私よ。イチノの邪魔はさせない！」

　駆かけつけたサクラがイチノを守るようにグントの前に立った。

「お前、待ってろって言ったのに」

「待ってなんてられないわ」

　高いところが苦手──そんなことを言ってられないという決意が見て取れる。

　そんなサクラを見て、グントの表情が怒いかりに染まった。

「くっ……〈リザルターナイン〉……！　貴様らのような存在がいるからッ！」

　グントがサクラへ猛もう然ぜんと肉にく薄はくする。

　襲い来る斧をサクラは剣で防ぐ。すぐに接せつ触しよくによって斧が爆発を起こし、サクラにダメージを与えた。しかし、それにも構わずサクラは一歩も動かない。ＨＰを充じゆう分ぶんに回復してきたようだ。

「ここは通さない！　イチノ、早く！」

「おう、礼は後で言う！」

　これで最後の障害は排除された。

　剣の魔力が消えるまで、すでに残り十五秒。

「うわああああああああああああああああ！」「きゃああああああああああ！」「門が壊こわれるぞ！」「街が！　街があああああああああああああ！」「ここで止めろおおおお！」

　下から悲鳴が届く。地上からだ。

　すでにケローネーは門を崩くずしつつある。

　冒ぼう険けん者はほとんど、魔力充塡のためにＳＰを使い切っていた。ありったけの回復アイテム分までイチノの持つ剣に充塡されているのだ。何もできないに等しい。

　その上、砲ほう弾だんの嵐あらしは止やんでおらず、街の一部が崩ほう壊かいしつつあった。

「早く……！」

　剣に充塡された魔力も、あと十一秒で尽つきてしまう。

「くっ、邪魔だ！　〈リザルターナイン〉ッ！」

「邪魔をしてんのよ、ここは絶対に通さない！」

　すぐ近くではグントとサクラの剣けん戟げきが続いていた。

　加勢したい気持ちを抑おさえ、イチノは〈アミドプルバー〉を握り、ウィークポイントに向かった。

　突起物に〈アミドプルバー〉を設置する。

　もはやその場を離れる猶ゆう予よもない。その場で起爆した。

　大爆発が起こって外殻の破は片へんが飛び散る。砂すな埃ぼこりが充じゆう満まんし、ケローネーの小さな悲鳴が響き渡わたった。その中でイチノはまるでそれが当然だと言わんばかりに無傷で立っている。

　使ったのは〈アストラル・ガード〉。爆発を〈アストラル・ガード〉で受けきったのだ。こうした自爆技わざすら彼にとっては可能である。これで残りＳＰは０。

　だが──。

「外殻が、完全に破は壊かいできなかったか……！」

　一個の爆弾で外殻は完全に破壊できない。ところどころに中の黒い鉱石が露ろ出しゆつしているだけである。三個の爆弾を無む駄だにしてしまったのが痛手だった。

　露出しているのは剣一本分の隙すき間ま。この部分を寸すん分ぶん違たがわず、ピンポイントで狙ねらわなければならない。

　いつものイチノなら、すぐに狙う。だが、一度しか振ることができない剣という事実が身体からだを重くした。

　事、防御に関することであれば、イチノは絶対にミスをしない。相殺、〈アストラル・ガード〉。すべてのフレームを見切って、ダメージを負わないように戦える。

　しかし、攻撃に関して言えば時折狙いが狂くるうこともあった。クリティカルが発生させられなかったことも考こう慮りよした上で攻撃し、ミスをしたら次で決める。そういう意識でいる。

　だが、今回の攻撃でミスは許されない。

　剣は最速で振らなければ最高のパフォーマンスを発揮できない。全力で剣を振り、ピンポイントに針の穴を通す。その難易度を想像し、身体を縛しばり上げる──。

「イチノ！　貴方あなたにならできるから！」

　イチノの不安を吹ふき飛ばすかのように、剣戟を響かせながらサクラの叱しつ咤たが飛ぶ。

「貴方は私が認めた相手なんだから！　どんな難しいことだってできる！　いつも通りにやればいいはずよ！」

　イチノの表情がちらりと見えたのか、あるいは動かないイチノに活を飛ばしただけか。

　それを察することはできなかったが、イチノの剣を握る手からは震ふるえが消えた。

（……止まってるオブジェクトに、俺は何を不安になってる）

　攻撃でミスをする。それはあくまで相手が予想外の動きをしてきた時だけだ。

　失敗するはずがない。

　何度も何度も、ウィークポイントにこの剣を命中させ、クリティカル攻撃を出してきたのだ。どんな小さなウィークポイントであろうと、ここぞという時に、この身とこの剣は裏切ったことがない。

（これは──俺にしかできない！）

　残り五秒。

　外がい殻かくが完全に破壊されていないにも拘かかわらず、徒ただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったのかウィークポイントを守るべく大量のゴブリンが転送される。そして、ウィークポイントの近くにいるイチノを排除しようと大挙した。

　残り四秒。

　ＳＰはすでに０。ＳＰを回復するような時間はない。ゴブリンの相手をする余裕もない。

　残り三秒。

　イチノはウィークポイントである突とつ起き物に向かって、魔ま力りよくの充塡された蒼あおい剣を構える。

「この一いち撃げきは──」

　残り二秒。

　狙いを見定める。剣一本分のウィークポイントを。外殻の隙間に見える黒く、鈍にぶい光を。

「冒険者たちの魂たましいが詰つまった一撃だッ！」

　残り一秒。

　イチノは針の穴のようなウィークポイントに向かって、全力で剣を突つき出した。

　魔力を充塡し、蒼いオーラを放つ剣がザクッと乾かわいた音を立てて、ウィークポイントへと突き刺ささる。刺さった場所からクリティカル補正の星が大量に散った。

　すでにケローネーには物理攻こう撃げき遮しや断だんスキルもない。想像を絶するようなダメージが入ったはずだ。

「はああああああああああああああああああっ！」

　そして、もうひとつの戦い。サクラとグントの戦いにも決着がついた。

　グントはサクラの攻撃に耐えきれず、甲こう羅らの上を滑すべっていく。

「あ、あ、あ、あ、ああああああああああああああああああああああああ…………………」

　グントは為なす術すべもなく落ちていった。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　それと同時にケローネーが凄すさまじい咆ほう哮こうを上げる。激しく身を捩よじり、イチノたちを振ふり落とそうとした。

「サクラ！」

　イチノが手を伸のばし、サクラが伸ばしてきた腕うでを取る。そして、そのまま抱だき寄せた。サクラもイチノに必死にしがみつく。

　イチノはウィークポイントに突き刺した剣を支えに決してその手を離はなさない。

　ゴブリンたちは宙に投げ出され、次々と落ちていく。

「グオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ………………」

　ケローネーから断だん末まつ魔まの叫さけびが[image: 迸]ほとばしった。

　長い長い、最後の力を振り絞しぼるかのような、最後の叫び。

　そして──ケローネーの動きが止まった。

　動かない。完全に停止する。

　ケローネーの身体がバキバキと乾いた音を立てて割れていく。そして、ケローネーの身体とその中にあるダンジョンがガラガラと崩れていった。

　足場もなくなり、イチノたちは抱き合ったまま宙に放ほうり出された。

　この落下から、どう身を守るか必死に考えていると──。

「イチノ──────────────────────────ッ！」

　そこへ、ユリが飛んできた。浮ふ遊ゆう魔法を使って。

　残り少ないＳＰを使っているのだろう。細かい挙動ができないのか、イチノに一直線に向かっていた。

　イチノが手を伸ばす。

　ユリはイチノをひったくるようにして、その腕を摑つかんだ。

　ようやくイチノたちの身体が重力から解き放たれ、ふわりと浮うく。ユリの浮遊魔法の影えい響きよう下かに入ったのだ。

　身の安全が確かく認にんできたところで、イチノは大きく安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。

「悪いな、ユリ」

「べっつに。これがあたしの役目だし」

　イチノが礼を言うと、ユリは照れくさそうに顔を逸そらした。

「やっぱり、お前は最高の仲間だ」

「ふ、ふんだ。……ってか、あんたたち離はなれなさいよ！」

「い、いや、離したらサクラが落ちるし」

「浮遊魔法は、身体のどこかに触ふれてれば──」

　激げき昂こうしていたユリが、いきなり意い気き消しよう沈ちんする。

　その視線を追うと、イチノの剣があった。その刀身は見る見るうちにボロボロになって、刃はが崩れ落ちていく。

「壊れちゃったね……」

　それを見ていたサクラは、切なそうに呟つぶやいた。

「そうだな。でも、人と街を守るのに、剣一本なら安いだろ？」

　今までキョウに研けん磨ましてもらい、ずっと使い続けてきた剣の喪そう失しつ。

　それでも。

　悔くいはなかった。

　剣はまたキョウに鍛きたえてもらえばいい。

〈オリハルコン〉などいくらでも取ってこれる。

「さ、帰ろう」

　ケローネーが崩れていく中、ユリの浮遊魔法でゆっくりと地上へと降りる。

　正門の前では、ケローネーと戦ったすべての冒険者たちがいた。

　その冒険者たちから、自然と拍はく手しゆが起こる。

　それはすべてイチノに向けられたものだった。

「「「イッチッノッ！　イッチッノッ！　イッチッノッ！」」」

　なぜか、イチノコールまで起きている。

「ふふ、凄すごい歓かん声せいね」

「守れたんだな。街を」

　イチノはしみじみと呟いた。

「そうよ、イチノのおかげでね」

　サクラの言葉がイチノの心に染しみる。イチノはその相好を崩くずし、少しだけ笑った。

「違ちがうさ。皆みんなが道を切り開いた結果、倒たおすことができたんだ」

　事実、イチノひとりでは無理だった。

〈ローズリッター〉が守ってくれた。

　その〈ローズリッター〉を〈セレマ・グノーシス〉と〈アマツマウラ〉が援えん護ごした。

　サクラが守ってくれた。

　そのサクラをユリの魔法が援護した。

　皆がヒルトの魔法に少しずつ力を貸した。

「俺は最後にちょこっと剣を振っただけで──これは、この街にいる全員の勝利だ」

　街を守り切った。

　久々に味わうその充じゆう実じつ感かんだけで、イチノは満足だった。







　■エピローグ







「くそっ……くそっくそっくそっ……！」

　グントは酒場で荒あれていた。

　周囲には誰だれもおらず、ＮＰＣの店主しかいない。〈ローズリッター〉が自治する五大街『ゴレスデン』の場末の酒場だ。

　愚ぐ痴ちをずっと吐はき続けているが、それを慰なぐさめる相手もいない。ＮＰＣの店主も呆あきれたように見ているだけだ。

「全部あの男のせいだ……！　レベル１の分際で……！」

　グントの行動はすべて露ろ見けんした。

　独断で『ファルセリア』壊かい滅めつを企くわだてていたことも。

　ケローネーを操作できるということもすべて隠かくしていたのだ。

「なんで、追放されなければならないんだ……！」

　そして、それが原因で彼は〈ローズリッター〉を追放された。

　四騎き衆しゆうとしての実績、個人としての功績、積み上げてきたものはすべて水の泡あわである。

「まったく、偽にせ物ものの酒じゃまったく酔よえない」

　この世界の酒は、味も酔い方も現実と似せてあるが、所しよ詮せんは紛まがい物だ。本物通りに作れても、それが許可されないうちはどうしようもない。

　それでも、彼はこの世界の酒を頼たのんでは次々と飲み干しては、また注文する。

　そして、何なん杯ばい目かすでに彼自身も忘れた頃ころに──。

「荒れてますね」

　ひとりの男が近づいた。

「貴様は……！」

「ケローネーは操れても、自分自身を操れなかったってところですか」

　その言葉であっさりとグントは激昂する。

「元はと言えば、お前が教えたことではないか！　そもそも協力だってすると言っただろう！」

「まあ、そうしたかったんですが、こちらも目的を果たせそうになかったのでねぇ」

　さらにグントは眦まなじりを吊つり上げた。感情を表現するエフェクトが出ていることを隠そうともしない。

「貴様ッ！」

　グントは立ち上がって、男に摑みかかる。

　その拍ひよう子しにフードが外れた。

　そこから現れたのは──『ファルセリア』の援えん軍ぐんにも来た〈アマツマウラ〉の砲ほう兵へい大隊長だった。

「貴様とて、〈アマツマウラ〉の幹部だろうが！　今回のことを報告すれば、ただじゃすまんぞ！　いや、すません！」

「いやいや、それは困る」

　まったく困ってないように、彼は不敵な笑えみを浮かべる。

　そして、男は足でトントンと床ゆかを叩たたいた。

　訝いぶかしげな目をするグントに対して、男は突とつ然ぜん殴なぐりかかる。

　ここは街中だ。殴ったところで何も起こらない。せいぜい、少し押されたような衝しよう撃げきを感じるぐらいだろう。

「グフッ……!?」

　しかし、その拳こぶしはグントの顔面に当たり、その顔を歪ゆがませた。

「い、痛……なん、で……？」

　そんな呟きを残し、グントは俯うつぶせになって倒れる。そして、そのまま動かない。まるで気絶したかのようだった。

　ＮＰＣの店主は、男が見えていないかのように動きが変わらない。

　今、目の前でおかしな事があったにも拘かかわらず、だ。

　本来はこういった喧けん嘩かが発生した場合、街を自治するギルドにＮＰＣは通報する。それでも解決しない場合は運営に通達されるようになっていた。

　ところが、そのような行動をＮＰＣの店主は何もしない。それは明らかに、この世界のルールから逸いつ脱だつした異常だった。

「さて……」

　そして男はグントを担かつぎ、平然と店から出て行く。

　店内に静せい寂じやくが戻もどり、店主はルーチンワークのようにコップを水で洗い始めた。




　　　　◆




『ファルセリア』では〈ゴスペル・クァイア〉の主しゆ催さいで、ケローネーの討とう伐ばつ記念の祭りを始めていた。

　特にイチノは引っ張りだこだった。

　これまで話をたくさんさせられて面めん倒どうくさいと顔に書いていたが、〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーはイチノをいたく気に入ったようで、ずっと話に付き合わせている。

「はいはい、リンテさん。いくら何でも絡からみすぎですわよ。〈セレマ・グノーシス〉のサブリーダーがだらしない……」

　絡まれているイチノに、ヒルトの助けが入る。

「あんだー？」

「この世界じゃ大して酔えないはずなのに、なんでこうも酔えるのかしらね……」

「あー、イチノ君！　ソーサラーに転職したらいつでも歓かん迎げいするぞ！」

「……すいません、この人、ちょっと連れていってもらえますか」

　そして、サブリーダーはお付きの者に引き摺ずられ、立ち去っていった。

　そもそもレベル１を貫つらぬく気のイチノは転職などできない。転職はレベル10になってからなのだ。

「お疲つかれ様です、イチノ君」

　労ねぎらうようにヒルトはイチノに木製のコップを差し出した。

「……酒じゃないですよね？」

「当たり前でしょう。お酒は大人になってからですわ」

「じゃあ、ヒルトさんも大人じゃない？」

　ヒルトの飲んでいる飲み物は酒ではなかった。

「あら。女性に歳としの詮せん索さくは鬼き門もんですわよ？」

　ニッコリと言われ、イチノは言葉を止めた。

　そして、別のことを尋たずねる。

「ひとつ、ヒルトさんに聞きたいことがあるんですが」

「はい、なんですの？」

「あの剣の魔法、凄かったですよね。ウィークポイントに突つき刺さした瞬しゆん間かん、凄すさまじい手て応ごたえがありましたよ」

「それはよかったわ。わたくしも少し不安でしたの」

「どうして……俺に託たくしたんですか？」

　今回のケローネーが現れて以降、引っかかっていたものがある。

　ちょっとした些さ細さいなことではあるが気になっていた。

「イチノ君が手を上げたからじゃありませんか。忘れたんですか？」

「そうですね。でも、ヒルトさんは妙みように俺に期待していた気がします」

「それは当然よ。わたくしは貴方あなたを買ってるんですから」

　ヒルトはいつもと変わらない笑顔を浮うかべてそう語る。

「身に余る光栄ですけど……あの魔法、もっと早く使ってもよかったんじゃないですか？　ケローネーが砲ほう弾だんを撃うってきたりする前に」

「イチノ君、何が言いたいのかしら？　奥歯に物が挟はさまったような言い方だけど。隠いん晦かい曲きよく折せつですわ」

「……俺らしくなかったですね。じゃあ、単刀直入に」

　そして、イチノはヒルトの目を見み遣やる。

「ヒルトさんは、街が危機に陥おちいって俺がケローネーを倒す絵図を最初から描えがいていた。違いますか？」

　そう語ると、ヒルトは一瞬だけ目を丸くした。

　しかし、すぐに元の穏おだやかな笑顔に戻る。その表情から彼女の本心は窺うかがえない。

「どうして、そう思うのかしら？」

「俺も、確信はないんですけどね。妙に俺を持ち上げたりとか、会議に参加させたりとか。その辺りも含ふくめて。そして、わざわざ俺に剣けんを託したのがあまりにもできすぎというか」

　すると、ヒルトは余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「あの場で最も適任だったのは間ま違ちがいなく貴方でした。わたくしはそれに乗っかったまでですわ」

「………」

「ですが……そんな絵図を描いたことを否定はしませんわ。イチノ君は期待以上の成果を上げてくれました。何しろ、街を守った英えい雄ゆうですもの」

「……英雄なんて柄がらじゃないです。で、そうした理由は聞いてもいいですよね？」

「いずれ……わかりますわよ。うふふ」

　ヒルトは意味ありげな笑みを浮かべる。まるで悪戯いたずらに獲え物ものが掛かかるのを待っている猫ねこのようだ。

「面倒事は勘かん弁べんして下さいよ」

「さて、どうでしょう。色々と運命は決まっているかもしれませんよ？　では、ごきげんよう」

　そして、ヒルトはイチノから離はなれて別のグループの下もとへと向かった。

「〈リザルターナイン〉は一ひと筋すじ縄なわではいかないってことか」

「いやー、怖こわいですねぇ」

　そこへいきなり横合いから同意の声がイチノの耳に届く。

　すぐ傍そばに法ほう衣え姿のカレンが立っていた。

「……ってカレンか。今の話、聞いてたのか？」

「ええ、ちょっと聞こえちゃいました。やっぱり五大ギルドのリーダーは違いますね」

「まあな。少し侮あなどってた気もするけど怖い人たちだよ」

「でも、イチノさんなら勝てるんじゃないですか？」

　あまり考えたことはないが、少しシミュレートしてみる。

　剣のプレイングに関しては、イチノが勝っているという自負はあった。

　攻こう撃げき魔ま法ほうに関しては、〈アストラル・ガード〉で防げる。

　アイテム使用ありの何でもありであれば、長期戦にはなるが勝てそうだという結果が導き出された。

　しかし──。

「……あの人、手の内をまだ全然見せてなさそうだからな。どんな隠かくし球持ってるかわからないし、やってみないとわからないさ」

「ですかー。でも、ちょっと見てみたいです」

「嫌いやだよ。面倒くさい。それにそんな暇ひま、ヒルトさんにだってないさ」

「まあ、これからもっと忙いそがしくなりそうですよね、あの人」

　カレンがしれっと、そんなことを漏もらす。

「今回のことで一番株を上げたのは〈ゴスペル・クァイア〉だと思うんですよね。結果的にトドメの一撃を作り出したのはあの人ですし。トドメを刺したイチノさんは、〈ゴスペル・クァイア〉と仲がいいわけですし」

　確かにカレンの言う通り、そういう見方もできるのかもしれない。

　倒たおしたのはあの場にいた全員ではあるが、それを導いたのは間違いなくヒルトだ。

　今後、五大ギルドの中でイニシアチブを握にぎれるカードを持ったようなものである。

「ま、さすがに経験豊富な〈リザルターナイン〉ってところだよな」

「ですね。というわけで、カレンはこれにて失礼します！」

「ん。……どうせだったら、雲雀ひばり工こう房ぼうに寄っていくか？」

「珍めずらしいイチノさんのお誘さそいなので、是ぜ非ひともいきたいところですがっ。残念ながらやることがありますので。では～」

　そう言ってスキップを踏ふむかのようにカレンは街の北門へ向かって去って行った。

「さて。俺もとっとと戻るか」

　カレンを見届けてから、また冒ぼう険けん者に絡まれる前にイチノは雲雀工房へと向かう。

　そこではサクラやユリ、アレスら、いつものメンツが待っていた。もちろん店主のひばりもいる。

「本当に凄すごいわ、イチノさん。すっかり有名人ね」

「やめてくれ。面倒でしかないぞ」

　褒ほめそやすひばりに、手をひらひら振ふって疲れた顔を浮かべるイチノ。

「こんな功績を残したらイチノも〈リザルターナイン〉に選ばれるんじゃないの？」

　ユリが少し不安そうに言う。近しい者が遠くに行ってしまうような、そんな顔をしていた。

「ないだろ。〈リザルターナイン〉は誰だれかが返上するか、相応ふさわしくない冒険者が剝はく奪だつされるか、それでしか空き枠わくはできないし。万一俺が選ばれても、面倒すぎるから拒きよ否ひするだけだ」

「あら。でもイチノ。イチノにとっては便利かもよ？　特権だって幾いくつかあるわけだし」

　自身も〈リザルターナイン〉であるサクラがそう主張する。

「お前がいるからいいよ」

　しかし、イチノはあっさりとそう返した。

　途と端たんにサクラの頰ほおが赤くなり、顔を逸そらす。

「もう！　なんでそういうこというんですか！」「誤解するでしょ！」

　ひばりとユリが顔を真っ赤にして怒おこり始めた。

　わけがわからんとイチノは早々に退散し、自分の部屋へと戻る。

「やれやれ」

　仕方ないような笑えみを浮かべて、イチノはソウルアウトした。




　　　　▽　▽　▽　▽




〈アストラル・イノベーター〉からソウルアウトした弌はじめは、すぐに仁じんへメールを送信した。

〈ＳＴ００２〉の入手──恋れんの人格データ、《メモリーフラグメント》をバルバレッド洞どう窟くつを経へて、ケローネーの内部で手に入れた旨むねを伝えたのだ。

　メールを送信してから、すぐに電話がかかってくる。

　眼鏡型のウェアラブルコンピューターのディスプレイに表示された名前は仁だ。

「もしもし。父さん？」

『弌。《メモリーフラグメント》の入手、まずはお疲れさん』

「ああ。父さんの見つけたデータはきっちりと取ってきたよ」

『……そのことなんだがな、弌』

　仁の歯切れが珍しく悪い。

『お前が取ってきたのは《メモリーフラグメント》で間違いない。だから喜ばしいことは喜ばしいんだが……』

「どうしたんだよ」

『俺が見つけたのは〈ＳＴ００２〉じゃない。〈ＳＴ００６〉だ』

「え……？」

　イチノは間の抜ぬけた声をあげる。

「ちょ、ちょっと待ってよ。俺が取ってきた《メモリーフラグメント》は、ケローネーの中に偶ぐう然ぜんあったってこと？」

『そういうことになる……。俺ももう開発に大きく携たずさわってないから詳くわしいことはまだわからん。そもそもケローネーの実装は、米国の本社が無理矢理やらせてきたことでな。詳しよう細さいなデータを俺たちは見せられていないんだ。今、俺と栗くり林ばやしが向こうに連れん絡らくを取っているが、まだ返答が得られない……』

「じゃあ、〈ＳＴ００６〉はどこに……。バルバレッド洞窟はもう──」

『わからない。とにかく今は捜そう索さく中だ。〈アストラル・コンバーター〉を作ったカーリンにも連絡を取っているが、やはりまだ時間が掛かりそうだ』

　そして、電話は切れる。

　意味がわからないとはこのことだ。

《メモリーフラグメント》は見つかった。故ゆえに妹の恋が元通りになるための目的が進んだことは確かだ。

　初めに〈ＳＴ００１〉を見つけ、〈ＳＴ００５〉をサクラから決けつ闘とうで得て、〈ＳＴ００３〉をガリアスタワーで手に入れた。

　そして、今回は〈ＳＴ００２〉を手に入れることに成功。

　すでに半分。充じゆう分ぶんな成果だ。

　その上、〈ＳＴ００８〉はチュートリアルダンジョンのイベントボスが持っていることが判明している。

　しかし、今回イチノが手に入れたのは、求めていたものとは数字が違う。

　些さ細さいなことと笑い飛ばすことができない。

　一いち抹まつの不安が、喉のどの奥から徐じよ々じよに徐々に迫せり上がってくる。

「なんなんだ……」

　不安が表情に張り付きつつある中、突とつ然ぜんメールの着信音が響ひびいた。

　ビクリと肩かたを震ふるわせつつ、ディスプレイのレンズを見る。

　差出人の名前もアドレスも見たことがない。

　タイトルは無題だ。

　そのメールを開いて中を読む。

　そこには、




〈ＳＴ００６〉は、カレンが持っている。




　と書かれていた。

「カレン……？　なんで、あいつの名前が……？」

　その衝しよう撃げき的てきなテキストの下にはまだ何か書かれていた。

　スクロールして、そのテキストを見る。

　そこに書かれていた文字列──それは。




　このゲームは、今、君が主人公だ。







　あとがき







　富士見ファンタジアの読者の皆みな様さま、二ヶ月ぶりです。田た尾お典のり丈たけです。

　前回に引き続き、お買い上げいただき、誠まことにありがとうございます。

　もし、この二巻だけを買っている方がいましたら初めまして。一巻も買っていただけると、とても嬉うれしいです。

　また、まだ購こう入にゆうされていない方がいましたら、このままレジで購入していただけると、私が大変喜びます。




　というわけで近未来ＭＭＯＲＰＧ、第二巻でございます。

　今回は山のような大きさのモンスターの出現と、そしてギルド同士の軋あつ轢れきがテーマです。

　新しいモンスターというのは未知で、ましてや大きいモンスターと初めて戦う時はワクワクしますよね。興奮します。

　ゲームとしてはありふれているとは思いますが、実際に出てきた時の絶望感。モンスターハンターでも、いわゆる古こ龍りゆう種しゆを初めて見た時は「……勝てるの？」とぽかーんとしました。

　攻こう撃げきを入れても入れてもまったく倒たおれる気配を見せない。それでも少しずつ攻撃を当てていくことで相手は弱っている様子を見せ、しかし、殺されるまいと激しい攻撃を仕し掛かけてきます。

　パーティの中に経験者がいれば話はまた変わりますが、情報がなければ何もかもが手探りです。弱点を見つけ、攻撃パターンを探り、少しずつ敵との戦せん闘とうに慣れていく。

　そして、一時間近い時間をかけて、どうにか倒れた時は本当に達成感がありました。

　まあ、ゲーム性がそもそも変わる……というモンスターも中にはいますが。




　もうひとつ。ギルド同士の軋轢と言っても、作中にあるような形として見える利権の奪うばい合いはＭＭＯＲＰＧにはほとんどありません。

　もし、似たようなものでわかりやすいものをあげるとすれば……領土でしょうか。

　こういったものがあると、自然、奪い合いが始まります。

　最初はお互たがい様子見……と見せかけて実は大勝負に出ていたりする場合もありますね。領土の拡張が目的となるので、序じよ盤ばんは平和な世界でも否いや応おうなく人同士で戦せん端たんは開かれていきます。

　ＭＭＯＲＰＧではありませんがオンラインで領土を取り合うゲームも、私がやっていた時は時折、神懸がかった謀ぼう略りやくが飛び交かっていました。

　流言、裏切り、奇き襲しゆう、内通等々。その辺りは当然で、ゲーム内だけでなくインターネットや巨きよ大だい掲けい示じ板ばんで情報を追って、その真しん偽ぎを確かめていないと瞬またたく間に領土を失ってしまう体ていたらくでした。

　何これ、『二に虎こ競きよう食しよくの計』か何か？　みたいな。

　もう二度と当事者にはなりたくないと思ってますが、またちょっとやってみたいなと思うのも事実です。天下分け目の決戦では、いつも勝てませんでしたが。




　そんな利権となるモンスターと、それの単独討とう伐ばつを狙ねらう大手ギルドらの中、イチノはやっぱり剣けん一本でどこまで渡わたり合えるのか。

　これはそんなお話でした！




　さて次の巻ですが、ついにカレンの正体に迫せまります。

　レベル99の謎なぞもちょっと見えるかもしれません。

　あと、サクラとヒルト以外の〈リザルターナイン〉が出てくる予定です。

　ご期待いただければ幸いです！




　それでは謝しや辞じに参ります。

　この巻でも籠かご目めさんのイラストに助けられました！　可愛かわいいし、カッコいいです！　もちろん、イチノもカッコいい！　実を言うと（前巻の話にもなりますが）ゲーム側のサクラと現実側の咲さく良らのバランスは相当難しいと思っていたのですが、デザインを見た瞬しゆん間かん、「完かん璧ぺきだ」って独りごちました。本当にありがとうございます！

　この巻でも本当にお世話になりました、担当の小林様。いつもいつも的確なアドバイスとご指し摘てき、お手数をおかけ致いたしました。おかげさまで、こうして納なつ得とくのいく物語にできました。次もよろしくお願い致します。

　カバーデザインをして戴いただいたビィピィ様。感謝致します！

　また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様へ、厚く御お礼れい申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。





二〇一四年一月九日　田た尾お典のり丈たけ
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